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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　クリスマスダンジョンと音響液エコー・リキッド









序章　交換アイテムと小さな問題

一章　中級レシピとお披露目

二章　警護クエストと社交界

三章　悪魔崇拝者と屋敷侵入

四章　悪魔像とアジト壊滅

五章　魔法薬と忘年会

六章　道のダンジョンと爆走バトル

終章　実家帰省とクリスマスパーティー
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　　　序章　交換アイテムと小さな問題







　期間限定のクエストをテーマとした冬のイベントが開かい催さいされているＯＳＯ。

　そのＯＳＯで使用するポーションや消しよう耗もうアイテムを扱あつかうお店【アトリエール】の工こう房ぼう部で、俺は、在庫のチェックをしていた。

「イベントが進んで納品系クエストに必要なアイテムを買いに来る人が多くいるから、在庫を切らさないようにしないとな」

　俺がそう呟つぶやきながら、購こう入にゆう制限を設けているアイテムの連日の販はん売ばい数を確かく認にんすると、普ふ段だんと比べて一時的に売り上げが上がっている。

「今までの素材のストックがあるから、このイベント中は問題なさそうだな。他ほかに問題は……うん？」

　俺は、アイテムの在庫の次に生産素材の在庫の数を確認して、疑問の声を上げる。

　この【アトリエール】で使われる生産素材のアイテムは、俺自身がフィールドで採取したものやプレイヤーからの買い取り、ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターのキョウコさんに任せてＮＰＣ店てん舗ぽや露ろ店てんで購入したものの他に、お店の外にある畑で栽さい培ばいしたものを使っている。

　それらの素材の在庫一覧の中で、畑での栽培を中心としたアイテムの一部の収しゆう穫かく量が減少しているのだ。

「これは、どういうことだ？　ちょっと、キョウコさんに聞いてみるか」

　店舗部で店番をしているキョウコさんを見つけ、声を掛かける。

「キョウコさん。ちょっと確認いいかな？」

「はい、どうしました？」

　愛あい嬌きようのある顔立ちでキョトンと小首を傾かしげるキョウコさんに対して、俺は先さき程ほど発見した収穫量の変化について尋たずねる。

「ここ数日畑で栽培している一部のアイテムの収穫量が減少しているんだけど、理由って分かる？」

「はい。それは、気温の変化で植物の生育が遅おそくなっているからです」

　キョウコさんの言葉に、俺は、収穫量減少が最近のアップデートで実装された環かん境きようによる【寒冷ダメージ】を境にしていることに気が付く。

「そうか。【寒冷ダメージ】って、プレイヤーだけじゃなくてこんなところにまで影えい響きようがあったのか」

　アップデート前後の【寒冷ダメージ】の対策や冬のクエストイベントに夢中で、【アトリエール】の管理はキョウコさんに任せっきりだったから気が付くのが遅おくれた。

「薬草系の素材は、寒暖差に強く一年を通して安定して収穫できますが、花を咲さかせる種類の素材は、花粉を運ぶ昆こん虫ちゆうなどの関係で、どうしても生育が遅くなったりするんです」

　そう言って、申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げるキョウコさん。

「大きな影響はないけど、収穫量が減ったままだとちょっと困ったなぁ」

　俺が後ろ頭を搔かいていると、キョウコさんが幾いくつかの対応策を出してくれる。

「収穫量を上げる方法としては、やはり暖かい場所での栽培ですね。例えば、プランターに植え替かえての室内栽培や暖かい地域への移設ですね」

「なるほど、わかった。そっちの対策は俺が考えるから、キョウコさんは、いつも通りの仕事をお願いできるかな」

「はい。わかりました」

　軽く頭を下げるキョウコさんに、俺は微笑ほほえみを浮うかべながら、お店の在庫の確認を終えて知り合いとの約束の場所へと向かう。

「リゥイ、ザクロ。出かけるからおいで」

　俺の呼び掛けに、【アトリエール】の店舗部に設置したオーブンストーブの前で暖を取っていた黒こく狐この幼よう獣じゆうであるザクロが、俺の足元から駆かけ上がり、体をよじ登って冬服のフード部分にすっぽりと入り込む。

　既すでにその場所がザクロの特等席になったことに苦笑いを浮かべていると、もう一いつ匹ぴきのパートナーである一角獣ユニコーンのリゥイがのっそりと立ち上がり、俺の隣となりに寄り添そってくる。

　ちょうどいい位置にあるリゥイのサラサラとした鬣たてがみを一ひと撫なでしてから歩き出す。

「さて、リーリーのお店に向かうか」

　今日は、リーリーのお店で生産職のお茶会が開催される。

　俺は、リゥイとザクロを連れて、町の東西を結ぶ大通りの東側に位置する【リーリーの木工店】へと足を運ぶ。

　店内は相変わらずの賑にぎわいを見せており、他のプレイヤーたちの間をすり抜ぬけてカウンターまで進めば、店員のＮＰＣが俺たちをお店の奥の方へと案内してくれる。

　店の外観からすると、その先に何もない場所に設置された黒い扉とびらの前まで案内された俺が、躊躇ためらいなくその扉を開けて中に入れば──

　──広い平原と遠くに見える植林場。そして、造船所として造られた大きな建物を見ることができる。

　夏のキャンプイベントでリーリーが報ほう酬しゆうとして手に入れた【個人フィールド所有権】で作り出された平原は、暖かな陽気に満たされており、冬服のままでは暑く感じられたため、胸むな元もとを少し緩ゆるめる。

「ここは暖かいなぁ」

　俺の呟きと共に、冬服のフード部分にすっぽりと入り込んでいたザクロがするりと抜け出し、リゥイは自力で成獣化して、制限されていた能力を解放する。

「おーい、ユンっち、こっちだよ～！」

　俺が黒い扉から姿を現したのが見えたのか、造船所として建てられた建物の前に置かれたテーブルに手を振ふる人ひと影かげが見え、そちらへと歩く。

「ユンっち、いらっしゃい」

　リーリーの手作りのテーブルの上には、お茶やお菓か子しが並べられ、俺は先に来ていたクロードとリーリーに挨あい拶さつをする。

「クロード、リーリー、待ったかな？」

「いや、問題ない。ただ今日は、マギは、急きゆう遽きよ不参加になった」

「えっ!?　そうなのか」

　クロードの言葉に少し残念に思う。つい先日、マギさんとは色々と情報交換したために今現在聞きたい情報はないが、それでも全員参加すると聞いて楽しみにしていたのだ。

　そんな俺の反応を見たクロードは、ふっと表情を緩めて、その理由を語る。

「なに、マギが急に不参加になった理由は、リクールが成獣化したためだ」

「えっ!?　それはおめでたいですね」

　突とつ然ぜんの報告に驚おどろき言こと葉ば遣づかいが可お笑かしくなるが、その話を聞いて、気分が少し盛り上がる。

　子こ狼ろうのリクールは、どんな風に成獣化しているのだろう。普ふ通つうの狼のような大きさになっているのかな。それに、牙きばや爪つめが鋭するどくなってカッコ良くなっているのかもしれない。

　それを想像すると、会うのが凄すごく楽しみになる。

「まぁ、そういう訳でマギは、成獣化したリクールの検証のために不参加だ。さぁ、お茶会を始めようか」

　珍めずらしくメンバーが一人欠けた状態でのお茶会は、成獣化したリゥイの防具の相談と、冬のクエストイベント期間がちょうど折り返しに差し掛かった現在、新たに追加された情報についての考察になった。

「さて、俺たちの使し役えきするＭＯＢが次々と成獣化したので、俺はその装備品を作ろうと……」

「きゅぅ～」

「クロード……」

「クロっち……」

　俺は、この空間の暖かさに冬服を脱ぬいで膝ひざの上に畳たたみ、その上にザクロを乗せている。そのザクロの悲しそうな鳴き声に、俺とリーリーがクロードにジト目を向ける。

「むっ、すまない」

「ザクロは、気にしなくていいんだぞ。ゆっくりと成長すればいいんだからな」

　俺がそう言って慰なぐさめれば、俺たちの気持ちが伝わったのか、ザクロが少し落ち着く。この場にいては話の邪じや魔まになると感じ取ったリゥイは、ザクロとクロードの使役ＭＯＢである幸運猫ねこのクツシタ、そして、リーリーの使役ＭＯＢである不死鳥のネシアスを連れて平原に出て行き、みんなで思い思いに過ごし始める。

「……話を戻もどそう。俺のクツシタやリーリーのネシアスは、成獣化しても小型の補助系ＭＯＢだから前衛にはならないために、アクセサリー系の装備がいいと思うが、ユンのリゥイは、騎き乗じようすることができるＭＯＢだ。防具としての効果以上に安定した騎乗をするためのものが必要じゃないのか？」

　クロードの言う通り、以前、装備なしの状態でリゥイに乗ったが、かなり不安定で、俺の体の負担が大きい。リゥイに乗る度たびに首にしがみ付いて、何もできないのは困る。

「そうだな。リゥイに乗ったまま弓を使うには必要だと思う」

「ならば決まりだな。何か細かい要望はあるか？」

　クロードに聞かれて、俺は顎あごに人差し指を当てて考える。

「特にないかな。装そう飾しよくは、控ひかえめなのが嬉うれしいけど」

「なるほど、ならば早さつ速そく、成獣化したリゥイのサイズを測り、デザインを決めないとな」

　クロードは、ニヤリと笑い、平原を軽かろやかに走っているリゥイに目を向ける。

　その瞬しゆん間かん、クロードの視線を感じ取ったのか、逃にげるように一気に加速して走り出すリゥイだが、その動きが余計にクロードのインスピレーションを刺し激げきしたのか、メジャーを取り出し、不敵な笑い声を上げながらリゥイを追つい跡せきしていくクロード。

「はははははっ！　大人しく成獣化した体の寸法を測らせろ！」

　俺は、リゥイを追って駆けていくクロードを引き攣つった表情で眺ながめ、リーリーは苦笑いを浮かべながら話題を変えるために話しかけてくる。

「そうだ。ユンっちは、もうクエストチップの使い道決めた？」

「ああ、あれね」

　つい先日、三週間ある冬のクエストイベントの一週目が過ぎた段階で、新たにイベントに関する情報が公式に告知された。

　俺は、メニューを操作して公式イベントの告知を呼び出す。

「これ見ても、どれもピンと来ないんだよなぁ」

　そこにズラッと並ぶのは、クエストチップと交こう換かん可能なアイテム一覧だ。

　イベント期間中に集めたクエストチップは、イベント終しゆう了りよう時にアイテムと交換することができるが、そのアイテムには様々な種類がある。

　個人向けなら、単純にクエストチップ１枚を３万Ｇゴールドと交換できるし、ギルド向けアイテムなら、クエストチップ３００枚以上と交換できる【巨きよ大だいフィールド所有権】などがある。

　その他には、ユニークアイテムがランダムで手に入る【ランダムボックス】というアイテムや、夏のキャンプイベントの入賞者に配られた報酬アイテムなども、交換できるアイテムの一覧に載のっている。

　だが、そのどれも、あまり俺には欲ほしいとは思えない。

「今俺が持ってるクエストチップの数って25枚だから、交換できるのは【ランダムボックス（３個）】までなんだけど、あんまり興味ないんだよなぁ」

「そうなんだ。でもイベントはまだ二週間もあるんだから、ユンっちはもっと上の景品を狙ねらってみたら？　とりあえず僕は、50枚まで目指すよ」

　そこまで行けば、全部確認するのも一苦労するほど交換できるものが増えるが、目指す目標としては良さそうだ。

「リーリーは、50枚で何を選ぶんだ？」

「僕？　うーん。実は僕もこれって決めてるものはないんだよね。とりあえず50枚集めて、余った分は【生産ギルド】向けアイテムとの交換に回すって感じかな」

「そうなのか。でも俺は個人だからギルド向けのアイテムとは交換できないし。うーん、何を手に入れるかなぁ」

　俺は、お茶を飲みつつメニューの交換アイテムの一覧を見ながら、【アトリエール】を出る前のキョウコさんとのやり取りを思い出す。

「そう言えば、【寒冷ダメージ】の実装で、一部の薬草の収しゆう穫かく量が落ちてるんだよなぁ」

「うーん。僕の植林場ではそんなことないけど」

「ユンは今、一部の薬草と言ってるから、寒暖差の影えい響きようを受けやすいものがあるのだろう。その点、リーリーの個人フィールドは、気温に左右されないのが利点だな」

　リゥイをメジャーで測り終えたのか、全力疾しつ走そうした後で服装は乱れているが顔は満足げなクロードが戻って来て話に加わった。

「クロード、お帰り。確かに、クロードの言う通りだ。だから、それに対処するために、温度変化を小さくできるようなアイテムがあればいいんだけど……」

　リーリーのように【個人フィールド所有権】を手に入れるには、クエストチップが１００枚必要だが、イベント期間内にそこまで集める実力は俺にはない。

「ふむ。交換アイテムの一覧にはないが、俺が思いつく方法としては、温暖な場所に新しい拠きよ点てんを作るというくらいだな。例えば、【鬼き人じんの別べつ荘そう】あたりなんかどうだ？」

　火山エリアの上部にある亜人系ＭＯＢが町を作るダンジョン──【鬼人の別荘】。

　そのダンジョン内部にあるプレイヤー向けのホームを購こう入にゆうすることを、クロードは提案しているのだ。

　確かに、一つの対策方法としては、それもありなのだが、第一の町でホームを購入するのに比べて、遥はるかに値段が高い。

【鬼人の別荘】は、最低価格１０００万Ｇなどのホームが並ぶ場所だ。クエストチップに換かん算さんすると、３００枚以上必要になるため非現実的と言わざるを得ない。

「はぁ、中々いい対策ってないなぁ。最悪、収穫量は落ちるけど、プランター植えにして室内に入れるか、新しく畑でも買って栽さい培ばい量を増やしてカバーするかな」

　とはいえ、【アトリエール】内をプランターで手て狭ぜまにしたくないし、畑も増やし過ぎて管理を大変にしたくないという思いがある。

「まぁ、まだイベント期間は二週間以上あるし、もう一度交換アイテムの一覧を見直すよ。お茶、ご馳ち走そう様さま」

　クロードとリーリーとのお茶会が終わり、俺は席を立ち、二人にお礼を言う。

「なんだ？　いつもより早いが、何か予定でもあるのか？」

「ああ、この後、【調合】系センスのイベントクエストで、新しいレシピを覚えに行こうと思っているんだ」

「なら、頑がん張ばれよ。こちらもリゥイの装備を準備しておこう。完成したらまた連れん絡らくしよう」

「それじゃあ、ユンっち、お疲つかれ様さま。またお茶会しようね！」

　俺が脱いだ冬服を着直すと、特等席となっているフードにザクロが入り込んでくる。そして、クロードに追い回されて疲れた様子で幼よう獣じゆうに戻っているリゥイを慰めるように撫なでながら、俺はリゥイとザクロを連れて【リーリーの木工店】を後にする。

　その後、【アトリエール】には戻らずに、大通りから一本外れた裏通りの、とあるお店へと向かうのだった。







　　　一章　中級レシピとお披露目







　俺は、クロードとリーリーと別れた後、ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターの薬屋に来ていた。

　蔦つたに覆おおわれた外がい壁へきと不気味な看板のお店。経年劣れつ化かによる変色で、薬屋というよりも魔女の家としか思えないお店に足を踏ふみ入れる。

「何じゃい、来るのが遅おそくて待ちくたびれたわい」

「ちゃんとポーションのレシピを教わりに来たぞ」

　この店の主あるじのＮＰＣである、オババこと偏へん屈くつそうなお婆ばあさんと言葉を交かわすと、ふん、と鼻を鳴らして立ち上がり、しっかりとした足取りで店の奥へと入っていく。

「早くついて来んかい！　時間は有限だよ！」

「わ、わかった！」

　俺は、リゥイとザクロにカウンターのところで待っててくれるように言い、オババの後を追ってお店の奥の工こう房ぼうに入る。

　その工房には、何枚かの紙を貼はったボードが立てられていて、イベントのクエストボードのようにも見える。

「さぁ、あたしが病気の間に止まっていた仕事を、あんたが代わりにやるんだよ。そうすれば、あたしは、溜たまっていた依い頼らいを達成できる。そしてあんたは、あたしの知っている調合レシピを覚えることができる。ギブアンドテイクって奴やつさ」

　そう言って、どれか一つ選べと言うように、顎でボードの前に行くように促うながされる。



【メガポーション納品（15個）】──クエストチップ２枚

【ＭＰポット納品（15個）】──クエストチップ２枚

【イエローポーション（15個）納品】──クエストチップ１枚

【鬼おにの妙みよう薬やく丸がん（15個）納品】──クエストチップ１枚

【聖せい山ざんの魔ま法ほう水（15個）納品】──クエストチップ１枚

【耐たい性せい付ふ与よポーション四種類（30セット）納品】──クエストチップ10枚

【魔法薬：音響液エコー・リキツド（５個）納品】──クエストチップ２枚

【魔法薬：閃光液フラツシユ・リキツド（５個）納品】──クエストチップ２枚

【魔法薬：宵闇液ブラインド・リキツド（５個）納品】──クエストチップ２枚





　今までの納品系と同じようなクエストが貼られているが、その全すべては、報ほう酬しゆうがクエストチップのみだ。

　まぁ、クエスト進行の過程で新しいレシピを手に入れることができると考えると、妥だ当とうなのかもしれない。

　幾いくつかのポーションは既すでに知っているが、俺の知らない名前のポーションや魔法薬、それに複数種類のセット納品などもあってワクワクする。

「さぁ、あんたはどれから作るんだい？　最悪あたしが教えきれない場合には、これらのレシピを記した【中級薬くす師し技術書】を売ってやるよ。──１００万Ｇで」

「高っ!?　そんなのポンと出せねぇよ！」

「知識は金になるんじゃぞ。それくらいすぐに稼かせげるじゃろ。ほれほれ」

　そう言って、持っている革かわ張ばりの本を振ふって見せるオババに対して俺は──

「今は手持ちがないから後で買う」

「ほほほっ、毎度あり。なら、本を買う前に、まずは簡単なレシピから一つ作るとええわ」

　そう言って、俺に早くクエストを受けるように促すオババ。

　俺は、ボードの紙の中から【メガポーションの納品】というクエストを受注する。

「ほう、それを選ぶのかい。いいさ。作り方を教えてあげるよ。とは言っても、メガポーションの作り方は、ポーションやハイポーションと同じさね」

　そう言ってオババが取り出したのは、ハイポーションの素材である薬やく霊れい草そうの上位の薬草系アイテム【薬やく秘ひ草そう】だ。

「この薬秘草をポーションと同じように煎せんじて、水を加えて作る。だが、この作製の途と中ちゆうで一工夫加える必要がある。それが中級以上の薬の作り方だよ」

「その一工夫ってなんだ？」

「いいかい。メガポーションやＭＰポットは、魔ま力りよくを使って効果の安定と向上を図はかるんだよ。そうしないとただのポーションと同じになっちまう。だから、薬草に魔力を注ぐか、ポーションに魔力を注ぐんだよ」

　魔力を注ぐ、ってことは、ＭＰを消費して効果を引き上げるということだろうか。

　調合などの生産では、確かにＭＰを使う場合があるが、それは、調合系スキルを利用したアイテムのスキル作製の場合だったりする。

　なので、手作業での調合ではＭＰを消費しないのだが、ここから先のポーション作りではＭＰを消費するようだ。しかしその方法が分からない。

「魔力を注ぐって、【付加エンチヤント】センスのエンチャントみたいなものか？」

「それとは別だね。エンチャントってのは、魔力に指向性を持たせたものを言うんだよ。魔力を注ぐってのは、物品に純じゆん粋すいな魔力を定着させて、その物品が本来持つ能力を引き出すことを言うんだ。それをあたしらは──【魔力付ふ与よ】って言うのさ」

「でも、どうやってやるんだ？」

　俺が自分の掌てのひらをじっと見ても、オババの言う【魔力付与】ができる気配はない。

「それを覚えるために、教わっているんじゃろ。ほれ、そこの戸と棚だなにあるものを持ってくるんだよ」

　オババにいいように使われて大きな戸棚を開くと、そこには、ずっしりと重い六角形の台座があった。

　俺がその台座を両りよう腕うでで抱かかえるようにして調合台の上に移動させると、オババがその台座の中央にただのポーションを設置する。

「これがあんたにスキルの【魔力付与】を覚えさせる【魔力付与台】さ。さぁ、ここに右手を置きな」

「これでいいのか？」

　俺が、台座にある手形の窪くぼみに右手を押し当てると、そこから少しずつ何かが通り抜ぬけていくのを感じ、同時に自身のＭＰが減っていくのをメニューから確かく認にんできる。

　それに合わせて、六角形の台座に彫ほられた溝みぞに光が満たされ、幾き何か学模様を作り出して、そこから中央に設置されたポーションに光が集まっていく。

「もうそこまででいいよ」

　オババに言われて、俺が台座から手を離はなすと、幾何学模様に満たされた光が徐じよ々じよにポーションに吸収され、後には光り輝かがやく澄すんだポーションができ上がる。





ポーション【消しよう耗もう品ひん】

回復【ＨＰ＋33％】






　魔力付与によって強化された普ふ通つうのポーションは、回復量を増やしていた。

　だが、その回復量は、デフォルトのポーションの効果に１割ほど上乗せした程度で、正直、微び妙みような気持ちになる。

　これなら、俺が手作業で生産したポーションの方が回復量が多い。

「回復量は、これしか上がらないのか？　もっとＭＰ注いだらもっと回復量が上がるのか？」

「なにを馬ば鹿かなこと言ってるんだい！　爆ばく発はつでもさせたいのかい！」

「うわっ……」

　俺は、オババに怒ど鳴なられた。確かに、ＭＰを注ぎ過ぎると爆発するかもしれない。

　怒おこっていたオババは、一度、咳せき払ばらいしてから説明を続けてくれる。

「まぁ、これであんたは、【魔力付与台】を通して【魔力付与】をすることができるよ」

　オババの言葉に反応するように、メニューのインフォメーションに新しいスキルの取得が告知された。





──ＥＸエクストラスキル【魔力付与】を取得しました。






「ああ、【魔力付与】ってＥＸスキルなのか。なら他ほかの生産分野でも使えそうだな。アクセサリーを作る時の素材に【魔力付与】するとか──『あたしの店は、薬屋だよ！　あたしの目が黒い内は、後こう継けい者しや候補にそんなことはさせないからね！』──はい」

　いいことを思い付いたと思ったが、オババに再び怒られた。そして、いつの間にか俺は後継者候補にされていた。

「まぁ、【魔力付与】のスキルを使わなくても同じ効果を得る方法としては、素材を魔力の満たされたものに浸ひたして魔力を定着させるとか、特定の儀ぎ式しきをするとか、色々あるのさ」

　この【魔力付与台】も術者と空気中の魔力を吸って、混ぜ合わせる儀式道具さね。そう言うと、オババは俺に【魔力付与台】を片付けさせる。

　これでクエストボードに貼られた紙に書かれていたポーションを作る準備が整った。

　俺は、装備センスを整えて、改めてオババからメガポーションの作り方を教わる。
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「メガポーションの作り方は、薬秘草を、水もしくは生命の水で煮にる。その後、【魔力付与】を行うことで完成する」

　俺は、渡わたされた薬秘草をすり鉢ばちですり潰してから普通の蒸留水を加えて、小さい鍋なべで熱する。

　すると、普通のポーションやハイポーションよりも薬効成分が抽ちゆう出しゆつできる温度の範はん囲いが狭せまいのか、激しく泡あわ立だつ直前の温度を超こえると、薬秘草の鮮あざやかな緑がすぐに濁にごってしまう。

　その時点で慌あわてて鍋を火から退けて、鍋の中の薬草の残りカスを取り除き、熱が冷めて色が落ち着くのを待つ。

　そして、でき上がった液体をポーション瓶びんに詰つめてステータスを確認する。





ハイポーション【消耗品】

回復【ＨＰ＋40％】






　それは、普通のハイポーションに比べても効果が劣おとる劣れつ化か品であり、この段階では、まだメガポーションになっていない。

　ここからこのハイポーションがどのように変化するのか期待しつつ、俺はＥＸスキルを唱える。

「──【魔力付与】」

　薬秘草で作られたハイポーションに手を翳かざし、ＭＰを注いでいく。

　一定の割合で減っていくＭＰと共に、【魔力付与台】に置いた時と同じように輝き始めるハイポーション。

　どのくらい注げばいいのか、初めてで判断できない俺は、自分のＭＰを観察しながら、ポーション瓶の輝き方に注意する。

「もうそろそろだよ！　止やめな！」

　オババに言われて、ハイポーションにＭＰを注ぐのを止めた。大体、俺のＭＰの５％くらいをポーション瓶に向けて注いだのだろう。これ以上やると爆発するようだ。

　そして、新たに【魔力付与】が行われたハイポーションは、直前の濁った色ではなく、幾いく分ぶんか色の薄うすい澄んだポーションに変わり、ステータスも大きく変化していた。





メガポーション【消耗品】

回復【ＨＰ＋60％】






「【魔力付与】をするとこんなに回復量が変わるんだなぁ」

「なに呆ほうけているんだい！　こんなの粗そ悪あく品じゃないか。まだまだ納品するレベルにも数にも達していないんだからどんどん作るんだよ！」

　そう言われて、俺の前から薄い色のメガポーションが奪うばわれて、残りの納品分の14個のメガポーションの素材が用意された。

「まぁ、手順が分かれば、後は細かな部分の調節かな」

　薬霊草に比べて適正温度がややシビアだが、そこをクリアすれば、後は簡単にでき、すぐに最初の効果を上回るメガポーションを完成させ、クエストを達成することができた。

　だが、より高品質なポーションにするためにはレシピ手順の改良が必要だと感じ、早くも【アトリエール】に戻もどって調合の研究をしたくなったが──

「素材の薬秘草がないのにメガポーションを作れるわけがないじゃろ。それにほら、まだまだ依い頼らいは残っておるんじゃ」

　素材がないとアイテムが作れない、という基本的なことを思い出し、俺は大人しく次の【ＭＰポット】の調合に取り掛かかる。

　こちらは、魔ま霊れい草そうの上位である魂こん魄ぱく草そうを使い、最後に【魔力付与】を行うことで完成させることができた。





ＭＰポット【消耗品】

回復【ＭＰ＋50％】






　こちらも既き定ていの納品数を作製したが、こちらもまだまだ改良の余地がありそうだ。

【アトリエール】に戻って色々な調合の手順や素材の状態の違ちがい、配合率などを研究したいが……

「薬秘草や魂魄草がないと、メガポーションとＭＰポットは作れないんだよなぁ」

　試ためしに、二つの下位素材である薬霊草や魔霊草で作ったポーションに【魔力付与】をしても回復量が向上しただけで、メガポーションやＭＰポットにはならない。

　やはり、代用の素材では作れないようだ。

「ひひひっ、あんたはあたしの後継者候補だよ。特別に素材を分けてやらないこともない」

「ホントか!?」

「ああ、ただし、薬秘草と魂魄草は、それぞれ１個５万Ｇだよ」

「なっ!?　高すぎ!!」

　下位の薬草である薬霊草や魔霊草は、１個５００Ｇで売ってるのに、一気に飛び過ぎだ。

「ほれほれ、どうする？　諦あきらめるか？」

「うぐぐぐっ……それぞれ、５個ずつお願いします」

「ひひひっ、毎度あり。それじゃ、【中級薬師技術書】も売れる日を楽しみにしてるよ」

「ああっ！　そっちも買う必要があることを忘れてたぁ！」

　手持ちのお金50万Ｇで薬秘草と魂魄草を購こう入にゆうした後、薬屋のオババに言われて、新しいポーションを作る必要経費が増えていくことに頭を悩なやませる俺だった。




　　　　●




　数日後、俺はＮＰＣのキョウコさんと一いつ緒しよに店の裏手にある畑の前に来ていた。

「よし、これを植えて後は様子見かな。薬草系の種だから同じように育つかな？」

「大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ。ちゃんと農夫の方から聞いて来たのでしょう？」

　キョウコさんの言葉に俺は、苦笑いを浮うかべながら頷うなずく。

　新しく手に入れた植物の種や苗なえ木ぎなどは、毎回普ふ段だんからお世話になっているＮＰＣの農夫に相談して、育て方などを聞く。

　その結果、【アトリエール】の畑には、薬草系アイテムの他にも、桃とう藤とう花かの樹きやシユの実の若木や二に乃の椿つばきの若木、活かつ力りよく樹じゆなどが根付いて育ち、その樹に実を付けている。

　その中で、【寒冷ダメージ】の実装により育成速度の遅おそくなった種類の薬草が栽さい培ばいされていた畑の一部を、新たに薬秘草や魂魄草の栽培に割り当てている。

　薬秘草や魂魄草の種の入手方法は、例のごとく【錬金】センスの【下位変へん換かん】スキルによって薬草から種に戻している。

　それを畑に蒔まいて育て、収しゆう穫かくできた薬草を再び【下位変換】で種に変えることで栽培数を増やしていけば、メガポーションやＭＰポットを安定して収穫できるだけの準備が整う。

「まぁ、早くても一週間後かな？」

「そうですね。また何かありましたら私の方からご報告しますね」

　そう言って、俺とキョウコさんは、手分けして種を蒔いた後の畑に如じよ雨う露ろで水を撒まいていく。

　それほど広い畑ではないためにすぐに終わり、二人で【アトリエール】の店てん舗ぽ部に戻ると、見知ったプレイヤーがこちらに背を向けて、商品のサンプルを眺ながめていた。

「タク、来てたのか」

「ああ、ユンが畑の方にいたのが見えたから待たせてもらってた」

　俺が声を掛けると戻って来たことに気付き、タクが振ふり返って挨あい拶さつしてくる。

「今日は、一人なんだな。それで何か用か？」

「いや、まぁ、ユンに用事と言えば用事なんだけどな。ちょっとリゥイを見に来たんだよ」

　タクの歯切れの悪い物言いに小首を傾かしげていると、タクが【アトリエール】に来た目的を話し始める。

「ミュウちゃんから聞いたぞ。ユンの使し役えきしている一角獣ユニコーンが成せい獣じゆう化した、って。それに他ほかの知り合いも町中で見たって言ってたぞ」

「あー、この前かぁ」

　多分、町中を疾しつ走そうした時に少しだけ姿を見られた話が広がったんだろう、と思う。

　そんなことでいちいち見に来るのか？　と思う俺とは対照的に、表情がやや厳しいタクに釣つられてこちらも背筋が伸のびる。

「成獣化したリゥイの姿をしっかり見たやつは、どれくらいいる？」

「どれくらいって言われても……」

　成獣化したリゥイの姿をちゃんと見せたのは、リゥイの装備品の採寸のために見る必要があったクロードと、その場に一緒にいたリーリーだけだ。

　ミュウやマギさんが来た時は、リゥイに無む理り強じいはしたくないとやんわりと断った。

「はっきり言うと、確かめるためにこの店に見物人が押し寄せるかもしれないぞ」

「えっ、そんなまさか……」

　俺は冗じよう談だんだと思うが、タクの心配げな表情に本当だと感じる。

「……マジで？」

「イベントで仲間にしたレアな使役ＭＯＢだぞ。それだけでも注目の的なのに、今度は成獣化したとか。そんな不確定情報を確かめるために、多くのプレイヤーがここにやって来る可能性が高い」

　他にも色々な問題が起こる可能性がある、とタクに言われて、また面めん倒どう事か、と俺は仰あおぐように天てん井じようを見上げる。

「そんなわけで、多くのプレイヤーがここに押し寄せるんじゃないかと、知り合いたちみんなが心配してるんだ」

「だから今日は、一人なのか……」

　ガンツあたりが一緒に来たそうにしていたけど、とりあえず置いてきた、というタクの言葉に苦笑いを浮かべる一方、見知らぬプレイヤーがこの【アトリエール】に押し寄せてくる可能性に、俺は眉まゆを顰ひそめる。

　騒さわがしい雰ふん囲い気きもたまには悪くないが、穏おだやかな雰囲気の方が好きな俺は気が滅め入いりそうになる。

「だから、先にどこかのタイミングで成獣化したリゥイをちゃんとお披ひ露ろ目めしないと煩うるさくなる、ってことか？」

「そうだな。まあユンの性格は知ってるから無理強いはしないけど……」

　そのとき俺が【看破】のセンスの反応する【アトリエール】の入り口に目を向けると、店内を窺うかがっているプレイヤーを見つけた。

　リゥイは現在、こういったプレイヤーから姿を隠かくすために幻げん術じゆつを使っているんだろうな、と思いながらじっとそのプレイヤーを見つめていると、相手は挙動不ふ審しんになりながら【アトリエール】の前から去っていく。

「はぁ、分かった。って言ってもお披露目って、どうやるんだよ」

「そうだな。とりあえず、知り合いを中心にしたお披露目だな。ユンが成獣化したリゥイに騎き乗じようして平原を駆かけ抜ぬけている姿を見せればいいんじゃないか？　その部分を動画やスクリーンショットにして他のプレイヤーにも公開すればいいと思う」

　それだけでリゥイを見に来るプレイヤーは減ると言うが、動画に撮とられるのは恥はずかしい。

「けど、クロードに頼たのんだリゥイの装備ができるまではできな──」

　俺は、なんとか成獣化したリゥイのお披露目を先延ばしにしようと言葉を口にするが、その時、メッセージを受信する。

　その送信者は、クロードであり、その内容は──

『──リゥイとリクールの装備が完成したから受け渡わたしの相談をしたい』

　メニューに表示されたメッセージを見て、一言。

「クロード作るの早すぎ」

　なに、このタイミングを見計らったかのようなメッセージ。そしてこのメッセージを受け取ったことで、俺はリゥイのお披露目を先延ばしすることができなくなった。

「ユン、腹を括くくれ。それにマギさんのリクールも成獣化しているなら一緒にお披露目すればいいんじゃないか？　ちょうど、明日あしたは休みだしな」

「ううっ、分かったよ」

　溜ため息いきを吐つきながら、マギさんと一緒ならまだ少しマシかな、と思い了りよう承しようする。

　それにマギさんのリクールと一緒にお披露目されれば、注目が分散されてそれほど騒がしくならないだろう、という打算的な考えもあったりする。

「俺は、お披露目する時間を決めて、ミュウちゃんやセイさん、ミカヅチさんたちに声掛けするよ」

「それは、タクに任せるよ。話が済んだなら俺は工こう房ぼうに籠こもって新しいレシピの研究を──『本人不在でお披露目の相談できないからここで待ってろ』──全く、めんどくさいなぁ」

　タクに【アトリエール】の店舗部で待機するように言われた。

　本当は、既き存そんのポーションのレシピの研究をしたかったが、とりあえず待たされる時間に在庫のポーションに【魔ま力りよく付ふ与よ】のスキルを使うことにした。

【魔力付与】でＭＰを消費しながら、こんなことなら畑から店に戻もどらず、お遣つかい系のイベントクエストか薬屋のオババの納品系クエストを受けて新しいレシピを教えてもらいに行けばよかったと思いながら、深い溜息を吐く。

　そして、ＭＰがなくなり、自然回復している時間に、俺は、ふとあることを考える。

　タクは、イベントのクエストチップを何のアイテムと交こう換かんするのだろう。

　俺に背を向けて、知り合いにメッセージを送っているタクにその疑問を投げかける。

「なぁ、タクは、イベントのクエストチップを何のアイテムと交換する予定なんだ？」

「なんだ？　藪やぶから棒に」

「一応、参考までに聞こうと思って」

　俺自身はとりあえずクエストチップ50枚を目指すが、欲ほしいアイテムが決まっていないので、他人を参考にしようと思ったのだ。

「そうだな。可能ならクエストチップ１３５枚以上は目指すかな。ちなみに今は、52枚」

「目標多過ぎだろ。ちなみに何が欲しいんだよ」

「１００枚交換の【魔改造武器素体】と25枚交換の【ランダムボックス３個入り】、残り10枚で【インスタントハウス】の予定だ」

「【インスタントハウス】？」

　聞き慣れないアイテムにメニューを開き、10枚の交換アイテムの欄らんにはないのを確かく認にんすると、タクが詳くわしく説明してくれる。

「【インスタントハウス】は、50枚の交換アイテムなんだが、ガンツたちと五人で10枚ずつ出し合えば、入手できるんだよ」

　タクの言葉に改めて50枚の交換アイテムの欄を調べると、確かに【インスタントハウス】というアイテムが存在した。

「俺たちもそろそろ拠きよ点てんとして使える建物が欲しいけど、土地と建物の両方を用意するのは金が掛かかるだろ？　だから、第一の町の南側の安い土地を買ってそこに【インスタントハウス】を建てようと思ってるんだよ」

【インスタントハウス】というのは、平屋の建造物を簡単に建てられるアイテムらしい。ギルドや町での購こう入にゆう物件に比べれば簡素な建物だが、ある程度は自分でデザインを決められるらしく、色んなタイプに変化させられるらしい。

　メニューには、自作の【インスタントハウス】のお試ためしデザインツールが組み込まれており、高さや広さは制限されているが自由に家をデザインできた。

「これ面おも白しろいなぁ。土間とかフローリングとか、畳たたみとかあるぞ」

「そうなんだよ。俺やケイは邪じや魔まなアイテム置場が欲しいだけなんだけど、ミニッツとマミさんは凝こったデザインにしようとか、色々考えているんだよ」

　俺はタクの言葉を聞きつつ、へぇ、こんな建材があるのか、などと思いながら【インスタントハウス】のデザインツールでしばらく遊んでいると、一つの建材が目に留まる。

　それは、ガラス板だった。

　本来は、窓ガラスなどに使う建材だが、これは使えると思った。

「俺も【インスタントハウス】を手に入れるために頑がん張ばろうかな」

「……はぁ？　ユンには【アトリエール】って拠点があるのに、なんで新しい家が欲しいんだよ」

「いや、全面ガラス張りの家を造って、その中で植物とか栽さい培ばいできないかな、と思ってな。温室みたいなやつ？」

【寒冷ダメージ】の実装で一部の薬草系アイテムの栽培速度が落ちているのが、もしかしたらこのアイテムで解決できるんじゃないか、と思っている俺に対して、そうとは知らないタクの視線には呆あきれが含ふくまれている。

「50枚との交換ならもっといいアイテムがあるだろ。それか１００枚交換のアイテム目指すとか。少しくらいならクエストチップ集めを手伝うぞ」

「確かに１００枚交換だと【個人フィールド所有権】があるからそっちでもいいけど、管理するのが大変そうだから、俺はこぢんまりとした物で良いんだよなぁ」

　だから、悩なやましいところなんだよ、と伝えると、タクは微び妙みような表情を作る。

「新しい建物を建てるとか、個人フィールド所有するって話が出ると、ユンだけ箱庭ゲームをやっているんじゃないかって不安になるぞ。まぁ、なんと言うか、その……【インスタントハウス】目指して頑張れ。途と中ちゆうで気が変わるかもしれないけど」

「うん？　なんで励はげまされたか分からないけど、まぁやってみる」

　タクの生温かい目に小首を傾かしげつつも、タクとの会話は今回のクエストのアイテム交換の参考になった。

　とりあえず、クエストチップ50枚の【インスタントハウス】を目指してみようと思う。

　その後もタクが知り合いのプレイヤーたちに声掛けした結果、明日のお昼頃ごろにリゥイのお披露目をすることが決まった。

　相変わらずこんな仕事は早いタクである。

　それから、タクが暇ひまだというので、二人で簡単な討とう伐ばつ系と敵ＭＯＢのドロップの納品系クエストを受けて達成し、俺のクエストチップが32枚まで増えた。

　少ない人数で効率よく行うために旨うま味みの多いこうしたクエストを受けているから、タクやミュウのような戦せん闘とう職のプレイヤーの方が多くクエストチップを集められるのだろうな、と漠ばく然ぜんとながら俺は思った。
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「お姉ちゃん、早く早く！」

「そんなに急せかすなよ。まだ時間まで余よ裕ゆうがあるだろ……っていうか、お姉ちゃん言うな」

「だって、リゥイたちの成せい獣じゆう化した姿が早く見たいんだもん！」

　俺は、朝早くからミュウに叩たたき起こされて、朝食を食べた後すぐにＯＳＯにログインした。

　そして今、俺とミュウは、リゥイとザクロを連れて第一の町の西側の平原に来ていた。

　ＰプレイヤーＶ・バーサス・Ｐプレイヤーの訓練に使われることが多い西側の平原では、成獣化した俺のパートナーのリゥイやマギさんのパートナーのリクールの姿を見るために、知り合いのプレイヤーたちが既すでに集まっていた。

「おーい、お姉ちゃん連れてきたよ！」

　ミュウが手を振ふる先には、タクやセイ姉ねぇ、それとルカートたちミュウのパーティーメンバーにタクのパーティーメンバー、クロードにリーリー、ミカヅチたちギルド【ヤオヨロズ】の面々などが集まり、互たがいにイベントに関する情報交換をしていたようだ。

「ルカちゃん、おはよー！」

「ミュウさん、おはようございます」

　ルカートたちのところへと駆け出すミュウを見送り、俺はタクのところに近づく。

「タク。これで全員か？」

「一応な。この段階でユンの知らないプレイヤーを呼ぶわけにはいかないだろ」

　そう言われてあたりを見回せば、それなりに人選してくれたようで安心できそうだ。

「おーい！　ユンちゃんの雄ゆう姿しを動画に収める準備は済んだか！」

「バッチリだ！　スクショの準備も完かん璧ぺきだ！」

「どんな可か憐れんな姿も逃のがさぬ完璧な布ふ陣じん！」

　……安心していいのか？　俺のリゥイとマギさんのリクールのお披ひ露ろ目めの筈はずなのに、ギルド【ヤオヨロズ】のメンバーの一部から目的の趣しゆ旨しが違ちがう非常に不ふ穏おんな発言が聞こえ、それを意識しないように俺はタクとの会話に集中する。

「そう言えば、マギさんはいないのか？　リクールのお披露目もするんだろ」

　俺は、もう一組の主役であるマギさんとリクールの姿を捜さがすが、肝かん心じんのマギさんの姿を見つけることができず、タクに尋たずねる。

「ああ、マギさんは……」

　タクが言おうとした時、視界の端はしに銀色のものが入り込む。

　なんだろう、と首を傾げつつそちらを見ると、銀色の獣けものが一直線にこちらに駆かけてくる。そして、徐じよ々じよに近づく銀色の獣は、成獣化したリゥイよりも一回り大きく、立派な体たい軀くを持っている。

　そんな銀色の獣は、体の大きさや重さを感じさせない軽かろやかな動きで俺のところに一直線に駆けてきて、目の前で立ち止まる。

（──あっ、俺、食われる）

　そう思うと足が竦すくんで動けなくなる中、銀色の獣は、俺に擦すり寄るようにして首筋を擦こすり付けてくる。

　食われないらしい安あん堵どと、首筋を押し付けられる力に後ろに倒たおれそうになるのをタクに支えられて、改めて見上げる銀色の獣には、見覚えのある特とく徴ちようがある。

「……リクール？」

　青み掛かかった銀色の毛並みを撫なでて確かめれば、マギさんの使し役えきＭＯＢのリクールの手て触ざわりだった。

「もう、リクール！　ユンくんを驚おどろかせちゃ駄だ目めでしょ！」

　リクールの巨きよ体たいの上から響ひびくマギさんの声。そして、リクールから飛び降りたマギさんが、正面に回り込んでくる。

「ユンくん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「え、ええ……それにしてもリクール、大きくなったなぁ」

　あんなに小さくて可愛かわいかったのに、立派になって……と思いながら、変わらない毛並みをモフモフする。

「あー、ユンお姉ちゃんズルい！　私も銀色をモフモフする！」

　ミュウが、リクールの体に全力で抱だき付くが、その程度の衝しよう撃げきでは、成獣化したリクールはビクともせず、ミュウに頰ほお擦ずりされている。
















　人ひと懐なつっこいリクールも同じように頰擦りし返すが、体格の違いから逆にミュウが押し倒されそうになり、足に力を入れて踏ふん張って頰擦りを続けるミュウ。

　俺は、そんなミュウの姿を横目に捉とらえつつマギさんの話を聞く。

「私は、一足先にクロードの作った鞍くらの乗り心地ごこちを確かめていたのよ」

　そう言って、リクールの背に着けられた鞍を指差した。リクールの青み掛かった銀の毛に合わせて白い革かわで作られた鞍や首輪に繫つながる手た綱づなを確かめる。

「リクール、どうだった？　苦しくなかった？」

　マギさんは、首輪や手綱、鞍を点検しつつ、リクールを撫でて反応を確かめるが、特に嫌いやがる様子は見せない。

　そこにクツシタを肩かたに乗せたクロードがやって来る。

「どうだ、マギ？　鞍での乗り心地は」

「うーん。そうね。リクールの走りは力強くて、小回りの利きく走り方だから、森や林なんかの障害物のある場所でも問題なく騎き乗じようできるけど、その分速度は出ないわね、もちろん、障害物のない直線ならさっきみたいな速さで走れるわ」

　マギさんの分ぶん析せきを聞きながら、クロードも頷うなずいている。

「それじゃあ、次は、ユンの番だな。これがリゥイの装備だ」

　そう言うと、クロードは、俺にリゥイの装備を渡わたしてくる。

「ありがとう、クロード。それじゃあ、行くかリゥイ。──【成獣化】」

　俺は、ＥＸスキルの【成獣化】を使い、幼獣状態にしていたリゥイを元に戻もどす。

　俺の隣となりを歩いていたリゥイが一いつ瞬しゆんにして立派な一角獣ユニコーンの姿に変わったことで、周囲からどよめきが生まれる。

　いつもなら、ここでミュウが突とつ撃げきしてきそうだが、この時ばかりは空気を読み、じっとリゥイを観察している。

　俺は、リゥイにクロードの作り上げた装備を取り付けていく。

「リゥイ。苦しかったり、きつかったりするところはないか？」

　鞍を乗せ、手綱を頭に取り付け邪じや魔まじゃないか確かめる。それだけで大分様さまになったような気がする。

　そして、リゥイが全力を出せるように、俺の冬服のフードに入り込んでいるザクロをマギさんに預ける。

「それじゃあ、リゥイの能力をみんなに見せてくれ」

「って言われてもな」

　タクに言われたが、何をすればいいか分からない。そう悩んでいる内に、リゥイが前まえ脚あしの膝ひざを折り、俺の前に座り込む。これは、乗れということだろうか。

　促うながされるままにリゥイに騎乗する。

　前は、急いでいたためにぶっつけ本番で直接リゥイの背中に乗ったが、今回は、鞍と鐙あぶみ、そして手綱があるために安定感と安心感が段違いで、いっそ走り出す期待に緊きん張ちようする。

　俺を乗せたまま立ち上がったリゥイは、皆みんなの前をゆっくりとした速度で歩き始める。

　最初は、そよ風を感じる程度から速度を徐々に上げて、今では、自分自身が風のような速さで移動するのが気持ちいい。

　人が馬に魅み了りようされる理由の一つを体感しているのかもしれない。

「なんか、すごい特とく殊しゆ能力を見られるかもって期待したけど、ユンのやつホントに楽しそうで、何も言えねぇよ」

「これはしばらく、ユンちゃんの好き勝手に走らせた方が良いかもね。ここは大人しく見守るとしようか」

　遠くでタクとセイ姉ぇが何かを話しているが、耳元を吹ふき抜ぬける風に阻はばまれてその内容は窺うかがい知れない。また、ミュウがとても羨うらやましそうな眼めでこっちを見ているのに気付きつつも無視して更さらに速度を上げる。

「それじゃあ、リゥイ。そろそろお前の力を見せてくれるか？」

　スピードに乗ったリゥイの首筋を撫でて呟つぶやくと、俺のＭＰを急激に消費しながら、あの現象が始まる。

　町中を疾しつ走そうした時は、事態を把は握あくするのが精せい一いつ杯ぱいで確かく認にんできなかったが、今、リゥイや俺の手足の先が僅わずかに透すけて見える。だが、そう見えるのは俺だけであり、周囲のギャラリーは俺とリゥイを見失ったかのように辺りを見回している。

　俺は、悪戯いたずら心ごころからリゥイのスピードを落として静かにギャラリーの背後に回らせて、その状態を解除した。

「よう、どこ見てるんだ？」

「っ!?　ユン！　何ど処こに消えてたんだよ!!」

「消えたって、ずっとあそこを走ってたぞ。まぁ、ミュウなら分かるかな？」

「あの失敗は忘れもしないよ。リゥイの【幻げん術じゆつ】の効果だよね」

　ミュウたちに認識できないレベルの幻術──透とう明めい化。幼獣状態の時に、ミュウもそれで一度抱き付くのに失敗しているのでよく覚えているはずだ。

　そういうわけで、現時点で俺が確認できているリゥイの能力は、水と浄じよう化かの魔法、そして、今見せた騎乗者も合わせた幻術──いや、隠いん蔽ぺいと回かい避ひを両立した透明化だ。

「分かってるのは、これくらいかな？　単純に幼よう獣じゆう状態のリゥイの強化版って感じ」

「リゥイ最高！　私のところに来て！」

　俺がリゥイから降りると、入れ替かわるようにミュウが成獣化したリゥイの首筋に抱き付こうとするので、リゥイは反射的に透明化して姿を隠かくす。

　そして、すぐにそれを解除するも再びミュウが跳とびかかっていくので、今度は全力で平原を駆け出し、ミュウがそれを追い掛かける。

「ミュウ、あまりリゥイを困らせるなよ！」

「うん！　分かった！」

　そう言いつつも、ジリジリとリゥイとの距きよ離りを縮めようとするミュウ。だが、警けい戒かいしたリゥイは、鼻息荒あらくミュウから距離を取るように後あと退ずさる。

　ミュウが一歩踏み出した時、リゥイは反射的にミュウに背を向けて走り出し、なおもそれを追つい跡せきするミュウ。

　そうして、ミュウとリゥイは遠くまで走っていったが、しばらくしたら戻って来るだろうと思い、俺は大人しく見守ることにした。

　そんな俺のところに、タクとミカヅチが近づいてくる。

「なるほどなぁ。ユンに幾いくつかの質問をしたいがいいか？」

「どうした？　答えられる範はん囲いなら答えるけど」

　タクの前置きにそう答えると、タクが代表して質問してくる。

「騎乗状態で弓での攻こう撃げきはできるのか？　後は、透明化はどれくらい継けい続ぞくできる？」

「今はまだよく分からない。弓は慣れれば撃てるかもしれないけど、練習しないと……透明化は、長時間は難しいかな。常時俺のＭＰを消費するからな」

「それじゃあ、リゥイ単体の戦せん闘とう力は？」

「スケルトンの集団に突撃して簡単に蹴け散ちらしてた」

「最後に一つ。透明化したまま攻撃できるのか？」

「それは分からないな。そこは要検証だな。──リゥイ！」

　ミュウに追われていたリゥイは透明化を使用して、ミュウの目から逃のがれながらこちらに戻って来た。

「次こそは、絶対に背中に乗せてもらうんだから！」

　遠くで叫さけぶミュウの言葉に苦笑いを浮うかべる。

　一方、俺がミュウを止めなかったことでややご機き嫌げん斜ななめのリゥイ。

　そんなリゥイの体を撫でながら、お願いする。

「リゥイ。もう一度、俺を乗せてくれないか」

　俺の言葉に、仕方がない、といった感じの溜ため息いきを零こぼし、リゥイが俺を再び乗せてくれた。

「それで、嬢じようちゃんが弓で狙ねらう的は、どうする？」

　ミカヅチがそう俺に聞いてくるが、だから嬢ちゃん言うな、といつものやり取りをする前に、セイ姉ぇが提案する。

「それは私たちが用意するわ。ミュウちゃん、デコイの用意はできる？」

「もちのろん、だよ！　──《サモン・ライトサーバント》！」

「私も──《サモン・アクアサーペント》！」

　ミュウとセイ姉ぇが唱えた魔法は、目の前に魔ま法ほう陣じんを生み出し、そこから光と水のＭＯＢを呼び出す。

　ミュウが呼び出したのは、光の正八面体の結けつ晶しようのようなＭＯＢで、セイ姉ぇが呼び出したのは、水でできた蛇へびのＭＯＢだ。どちらも小型のＭＯＢ程度の大きさだ。

「なんだよ、それ！　ちょっとカッコイイかも！」

「ふふん！　これは、光と水系統の魔法にあるＭＯＢ召しよう喚かんスキルだよ。凄すごいでしょ！」

「って言っても、召喚数に制限があるし、召喚したＭＯＢのステータスは一いつ般ぱんプレイヤーの半分以下だからね。囮おとりや壁かべ、攻撃の的には丁度良いのよ」

「セイお姉ちゃん、折角恰かつ好こうよく決めたのに、そんなに早くネタバレしないでよ。──まぁいいか。さぁＭＯＢたち、適当に逃にげて、ユンお姉ちゃんとリゥイの実力を暴あばきなさい！」

　ミュウとセイ姉ねぇは、追加で二体ずつＭＯＢを召喚し、西の平原に走らせる。

　地上を僅かに浮ふ遊ゆうする計六体の八面体の結晶と水の蛇は、それなりの速さで移動し、途と中ちゆうでバラバラに逃げる。

「さぁ、始めるぞ。リゥイ！」

　俺は、リゥイの背に乗り手た綱づなを取る。と言っても俺がリゥイを操あやつるというよりは、リゥイが俺の意思を汲くみ取って動いているという感じだ。

　揺ゆれ動くリゥイの背で弓を構え、鐙をしっかりと踏ふみしめて太ふと腿ももで鞍くらを挟はさみ込むようにして下半身を安定させる。

　慣れない体勢から、逃げる水の蛇の一いつ匹ぴきに狙いを定め、矢を放つが、狙いは逸それて矢は地面に突つき刺ささった。

「──ああ、惜おしい！」

　ミュウの言葉が後ろから聞こえた。

　それと同時に矢の当たらなかった水の蛇が、反撃として小さい魔法の水球の弾だん幕まくを放ってくる。

「──リゥイ！」

　俺の声に応じて、リゥイが体を透明化させ、水の蛇の水球の弾幕を透とう過かさせる。リゥイの幻術がデコイたちの攻撃の無力化に有効なのを確認し、こちらを見失ったデコイたちが動きを止めた瞬間を狙って、俺は再び弓を引く。

　今度は、光の結晶体の中心に吸い込まれるようにして射い貫ぬき、一体を撃破した。しかし、攻撃した瞬間、リゥイの透明化が強制解除され、別のデコイからの攻撃を、リゥイは走って避よけた。

　その後もすぐに透明化することができず、走ることでデコイたちの反撃を逃げ切る。

　リゥイの透明化にもプレイヤーと同じく待機時間デイレイ・タイムが設定されていることが確認できた。

　また、二回目の透明化中に消費ＭＰを回復するポーションを使ったところ、再び透明化が解除されたのも確認した。

　これで攻撃時とアイテムの使用時に、リゥイの透明化が強制解除されるという確認ができた。

「さぁ、そろそろ終えるか！　《付加エンチヤント》──アタック、インテリジェンス！」

　一体の召喚ＭＯＢを倒たおしたが、まだ光の結晶体が二体、水の蛇が三体残っている。

　俺は、自身にエンチャントを施ほどこし、リゥイの背からとある弓系アーツを選せん択たくして召喚ＭＯＢたちに放つ。

「──《魔ま弓きゆう技ぎ・・幻げん影えいの矢や》！」

　赤い尾おを引く矢は、水の蛇へと真っ直すぐに翔かけ、途中でその矢や尻じりから伸のびる赤い尾が四つに枝分かれして、五本の魔法の矢がそれぞれ別の召喚ＭＯＢを狙う。

　二重エンチャントによるステータスの底上げで通常よりも威い力りよくを高めた魔法の矢は、ミュウとセイ姉ぇの呼び出した召喚ＭＯＢを次々に貫く。

　全すべての召喚ＭＯＢを光の粒りゆう子しへと変えたところで、俺は弓の構えを解き、リゥイの手た綱づなを左手で握にぎり直して、速度を落とす。

「こんなところかな？　リゥイ、お疲つかれ様」

　俺は、空いている右手でリゥイの鬣たてがみを撫なでつつ、観戦していた知り合いたちの許もとまで戻もどっていく。

　これでリゥイのお披ひ露ろ目めは一通り終わりかな。

「ユンくん、お疲れ様。はい、預かっていたザクロを返すね」

「マギさん、ありがとうございます」

　ザクロは、マギさんの腕うでの中で大人しくしていたが、俺が行くとすぐに何い時つもの定位置であるフードの中に入り込んでくる。

「凄く大人しかったよ。前は人間不信みたいだったけど、私が知り合いだってわかってるからかな？　前より打ち解けてきてるんじゃない？」

「そうですね。そうかもしれません」

　俺とマギさんが話している傍かたわらでは、リゥイが勝手に【幼獣化】のＥＸスキルを発動させて幼獣に戻る。

　その際、装備していた鞍は消えて、普ふ段だんの何も付けていない幼獣状態のリゥイになった。

「あれ？　リゥイの装備が……」

「安心しろ。別に消えたわけじゃない。成獣化すればまた自動的に装着される」

　マギさんの後ろからやって来たクロードが説明してくれるので、俺はリゥイを呼び寄せ、再び【成獣化】のＥＸスキルを使う。

「──【成獣化】！　おおっ！　本当に装備したままだ」

　俺が小さな感動を覚える一方で、折角幼獣に戻ったのにまた成獣化させられたリゥイは、再び幼獣化して、俺に軽く頭突きしてくる。

「あはははっ、リゥイ、ごめん。ごめんって」

　首筋を撫でて落ち着かせると、ふぅとリゥイに溜息を吐つかれ、苦笑いが零こぼれる。

　俺がマギさんたちと話している一方で、タクとミカヅチたちはこちらを見ながら何かを話していた。

「今のユンって、所持センスの方向性がバラバラでかなりカオスなのに、中ちゆう途と半はん端ぱにならず、なんだかんだ上う手まい具合に纏まとまってるのが凄いな」

「そうだな。嬢ちゃんのセンス構成や装備の追加効果等をうまく調整すれば、トッププレイヤーに化ける可能性がある。今は全てが絶ぜつ妙みようにアンバランスなために実力が発揮できてないんだろう」

　真しん剣けんな表情で顔を突き合わせるタクとミカヅチに近づいて、俺が尋たずねる。

「俺とリゥイの動きはどうだった？」

「ああ、凄かったな」

　簡素だがミカヅチのその答えを聞けて俺はちょっと嬉うれしくなり、リゥイを自じ慢まんする。

「そうなんだよ。リゥイは、凄いんだ！　俺の行きたい方向を感じ取って動いてくれるし、【調教】センスのアシストがあるから騎き乗じようも問題ないんだよ」

「なんか、嬢ちゃんが凄く眩まぶしいなぁ。私たち、嬢ちゃんに浄化されそうだ」

「まぁ、効率や実利よりも趣しゆ味みに走るユンだからこそ成立するプレイスタイルなのかもしれないな」

　眉み間けんを指で押さえて天を仰あおぐミカヅチと苦笑いを浮かべるタク。

　俺が二人の言葉に首を傾かしげると、二人は、何でもない、と言う。

　そして──

「なぁ、私のところに来ないか？」

「ふぁっ!?」

　ぐいっと俺に顔を寄せてそう言ってくるミカヅチに、変な声が出てしまう。

　顔が近いし、女性なのになんでそんな男前な台詞せりふが吐はける。

　唐とう突とつなミカヅチの言動を見て、ミュウが割り込んでくる。

「ちょっと待ったぁ！　お姉ちゃんへの愛の告白は、御ご法はつ度とだよ！」

「あ、愛の告白!?」

「プックククッ……」

　俺が上うわ擦ずった声を上げる一方で、タクは愉ゆ快かいそうに喉のどを鳴らして笑う。その他ほかにも集まった知り合いたちの視線が、何事かとこっちに集まる。

　それだけで恥はずかしさに顔から火を噴ふきそうなのだが、ミカヅチはミュウに言われた言葉に首を傾げて否定する。

「あー、そうじゃないさ。ユン嬢ちゃんの持ち味を最大限に引き出すために、私に嬢ちゃんの身み柄がらを預けてくれないか、ってことさ」

「あー、そういうことね。だが、ユンお姉ちゃんは、渡わたさない！」

　ミュウが納なつ得とくの声を上げながらも大きく拒きよ否ひ宣言すれば、今度は別の意味で恥ずかしくて俺は顔が熱くなる。

「それは、嬢ちゃんを賭かけて勝負するってことか。いいねぇ、さぁ、やろうじゃない」

　いきなりＰＶＰを始めるミュウとミカヅチ。

　俺不在の俺争そう奪だつ戦せんとか勝手に始めるな、と思いつつ、ミュウとミカヅチから離はなれてタクの側そばに寄れば、タクの口から客観的な俺とリゥイの評価が聞ける。

「まぁ、ユンの攻こう撃げきとか見れば、冒ぼう険けんのパーティーに入れたいと思うくらい、生産職にしておくのは勿もつ体たい無ない感じがするもんな」

「勿体無い？」

「リゥイの高レベルな隠いん蔽ぺい能力と騎乗による高速移動手段、また、ユン自身の【弓】系センスによる遠えん距きよ離り攻撃。プレイスタイルとしては一応成立しているけど、ちょっと攻撃力が物足りないんだよなぁ。だから手を加えたいっていうミカヅチの気持ちは分かるんだよなぁ」

　それは、リゥイの能力は高く素す晴ばらしいのだが、その持ち味を俺が殺しているということか。

「リゥイ、ごめんよ、乗っているのが中途半端な弓使いの俺で。今の俺じゃ十全にお前の能力を発揮できないらしい」

　タクたちに突き付けられた事実に落らく胆たんする俺に対して、リゥイは、気にするな、と言うように首筋を擦すり付けてくる。

「いや、ユンも昔よりは随ずい分ぶんよくなってるぞ。ただ……」

　タクが俺をフォローしようと声を掛かけるが、途中で言い淀よどむ。

「ただ……なんだよ」

「ユンは、弱い敵にはかなり強い。上手く戦い方が嵌はまれば、二十人に……いや、五十人に一人くらいは、圧あつ倒とうできるんじゃないか？」

「それは、褒ほめているのか、貶けなしているのか、判断に困るんだけど……」

　俺の言葉を聞いたセイ姉ぇが近づいてきて、俺の肩かたをポンと軽く叩たたくと、気にしないで、と苦笑いを浮うかべ、その後ミュウとミカヅチのＰＶＰに乱入し、強ごう引いんに二人を止めた。

　不意を突いて、一いつ瞬しゆんでミュウとミカヅチを一時的に無力化したその動きに、周囲から感かん嘆たんの声が漏もれる。

「もう、ミュウちゃんは騒さわがしくしない。それにミカヅチもだよ」

「はーい。ごめんなさい」

「悪い悪い。ちょっと面おも白しろそうだったからな。許せ」

　ＰＶＰを止やめ、ミカヅチが改めて俺に向かって聞いてくる。

「それで、どうする？　私に嬢じようちゃんの身柄を預けてみないか」

「まったりしたいから嫌いやだ」

　はっきりバッサリ断ると、ミカヅチは肩を竦すくめてみせる。

「そりゃ残念。なら、今度、ギルド【ヤオヨロズ】で忘年会兼けんクリスマスパーティーを開く予定なんだが、そっちはどうだ？」

　色んな知り合いが集まる場だぞ、と言ってくるので、俺は少し考えて頷うなずく。

「そっちは分かった。けど、今回は、【アトリエール】で作ったケーキを持ち込むけどいいか？」

　冬のクエストイベントが始まるちょっと前に練習で作った大量のイチゴのケーキやフルーツロールケーキが残っている。それを提供すればいいと考える俺に対して、ミカヅチも了りよう承しようしてくれる。

　その後、マギさんとリクールのお披露目も行われ、氷の魔法と牙きばや爪つめで強化したリクールは、薄うすく雪の積もった平原で美しい姿を見せてくれた。

　多くのプレイヤーがその美しさに感嘆の声を漏らし、またその力強い攻撃に感心して、画像やスクリーンショットに収めていた。

　後で、それらを何枚か貰もらおう、と、俺は密ひそかに決めるのだった。

　その後、その時のお披露目の様子は動画で投とう稿こうされ、直接【アトリエール】にリゥイを見に来る人は少なかったが、その動画が動物好きのあいだで人気なのを知ったのは、しばらく後のことになる。







　　　二章　警護クエストと社交界







　俺のリゥイとマギさんのリクールのお披ひ露ろ目めがあった翌日、俺は薬屋のオババのところに行ってレシピ本【中級薬くす師し技術書】を購こう入にゆうし、【言語学】センスを使ってレシピの解読をして過ごした。

　レシピの解読に一日を費ついやした俺は、【アトリエール】の工こう房ぼう部に籠こもり、素材を揃そろえて、薬屋のオババのところのボードに貼はられていた納品系クエストの一つ、【耐たい性せい付ふ与よポーション四種類（30セット）納品】の準備をしていた。

「えっと……確か、【蠱こ惑わくの抗こう毒どく薬やく】の素材は、解げ毒どく草、解げ魅み草そう、薬草、蒸留水、シユの実、と──」

　耐性付与ポーション四種類とは【蠱惑の抗毒薬】【対たい撃げきの予防薬】【宵よい闇やみの抵てい抗こう薬】【激情の鎮ちん静せい薬】のことで、今レシピ本を見ながら素材を揃えている【蠱惑の抗毒薬】の効果は、状態異常バツドステータス耐性センスと同じく【魅み了りよう】と【毒】の状態異常バツドステータスを軽減または無効化してくれる。

　またそのレシピによると、通常の状態異常バツドステータス回復薬を作るのに必要な素材に加えて、シユの実という食材アイテムが必要である。

　シユの実は、第一の町の北側の森で採取できる、梅に似た果実系のアイテムだ。

　食べると満腹度の回復と共に、弱いながらも一時的に【毒】と【魅了】の状態異常バツドステータスに対する耐性を得ることができる。

　また似た種類の果くだ物ものとして、麻ま痺ひと気絶耐性が得られる【トゥーの実】、混乱と怒いかり耐性が得られる【サムヤマブドウ】、眠ねむりと呪のろい耐性が得られる【山さん岳がくリンゴ】がある。

「他の耐性付与ポーションのレシピの解読もできてるから、作り始めるかな。けど、果物系アイテムのストックが大分減るなぁ」

　果物系は、お菓か子しや料理に使う食材系アイテムであり、そのままでも食べられるので消費が激しい。

　そのうえポーションの素材としても使うとなると、残りの在庫が心こころ許もとない。

　まぁ、果物１個分の果か汁じゆうで数本分の耐性付与ポーションが作れるのだが、やはり多めのストックが欲ほしくなる。

「イベントが終わったら果物系の苗なえ木ぎを本格的に探さないとなぁ。さて、まずは【蠱惑の抗毒薬】を作るけど、どういう手順でいくかな」

　とりあえず一回、レシピ本の通りにポーションを作ることにする。

　解毒草と解魅草、薬草を同じ比率で加えて、すり鉢ばちで擂すり潰つぶす。そこに蒸留水を加えて、鍋なべに移して火にかけ、薬効成分を煮に出だす。

　その時、温度管理には注意する必要があるが、ここまでの手順なら普ふ通つうの解毒ポーションと同じだ。ただ、解毒草と解魅草を混ぜた場合は、どちらかの効果が打ち消されてしまうはずだ。

　今回の場合、出来上がった液体をポーション瓶びんに取り分けて見れば、低品質の解毒ポーション扱あつかいになっている。

　これは、解毒草だけではく、解魅草の成分も含ふくまれているため効果が低くなっているのだ。

　そして、その出来上がった液体に種を取り除いた果肉を搾しぼって取ったシユの実の果汁を加えてよく混ぜるのだが、ここでもできた混合液の表記は、解毒ポーションのままだ。

「なんか、変な感じだな。ちょっと飲んでみるか」

　できた混合液に小指を浸つけて、ほんの少し舐なめ取り味を確かめる。

「うーん。薄い梅ジュースかな？　ちょっと甘い？」

　ポーションとか抜ぬきにして普通に美お味いしい？　と小首を傾かしげながら出来上がった液体をポーション瓶に詰つめ、最後の仕上げを行う。

「ふぅ──【魔ま力りよく付与】！」

　掌てのひらからポーション瓶に青白い光が移り、ポーションに吸い込まれていく。

　ポーションの色が変わり、解毒ポーションの緑色と解魅ポーションの薄うす桃もも色の二色に分かれたかと思えば、次し第だいに混ざり合い、シユの実の色に近い薄黄緑色のポーションが出来上がる。





蠱惑の抗毒薬【消しよう耗もう品ひん】

耐性【毒１、魅了１（25分）】






　初めての耐性付与ポーションができたが、まだ改良できそうな気がする。

「既すでに完成しているポーション同士だとどうなんだ？」

　俺は、完成品の解毒ポーションと解魅ポーションを一対一の割合で混ぜ合わせ、そこにシユの実の果汁も加えて混ぜ、【魔力付与】を行うが、できたのは、品質の悪い耐性付与ポーションだった。

「完成品同士で作ると低品質のポーションか。考えられるのは、薬草の割合が多くなる所せ為いだよな。そうなると」

　今度は、使用する回復系の薬草アイテムを薬やく霊れい草そうに、蒸留水を生命の水に変えて調合してみる。

　加えて、温度管理や素材を加えるタイミングなどのパターンを変えて調合した結果、上位の素材を使えば効果は高くなるのだが、素材の配合バランスによって効果の出方が多少変わることがわかった。

　例えば、解毒草一個と解魅草一個加えた場合──





蠱惑の抗毒薬【消耗品】

耐性【毒１、魅了２（25分）】






　──という風に出来上がる。

　また、混合液を加熱する温度や時間によって効果時間が増減し、それに反比例する形で、毒耐性もある段階で効果が変動する。

「うーん。これは下手に弄いじるとかえって扱い辛づらくなるな。基本は、スタンダードな作り方をしつつ、使う素材を上位の素材にするべきだな」

　俺は、そう結論付けて、改めて納品のための【蠱惑の抗毒薬】を作り始める。

　それによって作られたポーションの効果は──





蠱惑の抗毒薬【消耗品】

耐性【毒２、魅了２（35分）】






　他ほかにも【錬れん金きん】や【合成】センスを使って全く別の素材から作れないか、色々と試ためすつもりだが、取り敢あえずこの品質の【蠱惑の抗毒薬】を30本完成させる。

　同じ手順で他の三種類の耐性付与ポーションも30本ずつ作り上げ、全すべてに【魔力付与】スキルを施ほどこして完成となる。

「よし。このアイテム納品でクエストチップ10枚。あとは、店の在庫からイエローポーションと鬼おにの妙みよう薬やく丸がん、聖せい山ざんの魔法水をそれぞれ15個ずつ納品すれば、合計13枚か」

　俺が現在所有するクエストチップが32枚だから、それを全て納品すれば計45枚となり、目標の50枚に大きく近づく。

「それでも、薬屋のオババのところの残りクエストで貰えるチップを全部合わせギリギリ50枚を超こえるかぁ」

　俺は、【アトリエール】の片付けをして、薬屋のオババのところへアイテムの納品に向かう。

　店を出て歩く町並みは、イベント初日に比べてどこか雰ふん囲い気きが明るい気がする。

　はっきりとした違ちがいはわからないが、ハラハラと降る雪の町にいるＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターの顔も、心なしか元気に見える。

　冬のクエストイベントは、町が抱かかえる問題をクエストという形で解決するのが目的だ。

　イベントの半分が過ぎ、現在もプレイヤーの手で町のＮＰＣの問題が改善されているからかもしれない。

　そう思いながら、寄り道して町の各所に設置されたクエストボードを確かく認にんし、お遣つかい系のイベントクエストを探す。

　すると、どのクエストボードにもＯＳＯ開発部からの告知文が貼られていた。





『現在のイベント全体のクエスト消化率──56％




イベント終しゆう盤ばんに特とく殊しゆＭＯＢの解放とその討とう伐ばつクエストが発生します。

特殊ＭＯＢの能力は、クエスト消化率によって変動し、その時点での消化率が高いほどステータスや能力が低下します。

特殊ＭＯＢの討伐が達成された場合、追加報ほう酬しゆうが全プレイヤーに均等に配布されます。

詳しよう細さいは、後日追加される予定です。

──ＯＳＯ開発部より』






　という簡潔な内容で、俺が見ている間にも目の前でクエスト消化率の数字が崩くずれて、57％になった。

「結構クエストが進んでいるんだなぁ。俺も頑がん張ばらないと」

　俺は、クエストチップの目標数がそれほど高くないので、効率が悪くて敬遠される傾けい向こうにあるお遣い系クエストの中から未達成クエストを幾いくつかピックアップして、薬屋に向かう。

　俺が夕方の薄うす暗ぐらい薬屋に足を踏ふみ入れると、店主のオババではなく若い女の子のＮＰＣが店番をしていた。

「いらっしゃいませ」

「あ、あれ？　店は間違えていないよな。オババは……」

「お婆ばあちゃんは、奥の工房にいます。夕方の時間は、いつも私が店番をするんです」

　くりくりとした目の可愛かわいい女の子の説明を聞いて、そうなんだ、と俺は納なつ得とくする。とはいえ、あの鷲わし鼻ばなの典型的な魔ま女じよといった風ふう貌ぼうのオババと似ている点が全く見られない。

　俺がしばし啞あ然ぜんとしていると、奥の工こう房ぼうからオババがしっかりとした足取りで歩いてくる。

「なんだい来てたのかい。今日は何の用だい？　アイテムの納品に来たのかい？　それとも素材の買い取りかい？」

「あ、ああ……クエストアイテムの納品を頼たのむ」

「そうかい。なら、とっとと出しな」

　ぶっきら棒に言うオババに普ふ段だん通りだと安心しながら、納品クエストに指定されたアイテムのポーションをカウンターに並べていく。

　店番していたオババの孫がそのポーションを確認する姿を、俺とオババが二人で眺ながめる。

「いい子じゃろ？　この子は、ワシの跡あとを継つごうと頑張っとるんじゃよ。可愛いし、気が利きく働き者で、ワシに似て美人になるぞ」

「可愛いと働き者には同意するけど……オババに似てるのか？」

　そう言って俺はオババと女の子を交こう互ごに見比べる。

「なんだいその目は。髪と瞳ひとみの色が似ておるじゃろ。それに若い時のワシにそっくりじゃ」

「そっくりなのか……」

　確かに、髪と瞳の色は同じに見える。そして、オババの言う通りにオババの若い時そっくりなら、あの優やさしそうな女の子がこんな偏へん屈くつなオババのようになってしまうと考え、俺は時の残ざん酷こくさを感じる。

「はい。全部品質に問題ありません。納品確認しました」

「あんたも優ゆう秀しゆうで手が掛かからんのう。いっそ教え甲が斐いがないわい」

「それは、他の魔法薬系のレシピの時に頼みます」

　まだ手を着けていない魔法薬系レシピの指導を頼みながらオババの孫まご娘むすめから報酬のクエストチップ13枚を受け取って店を出ると、外はもう真っ暗だった。

【アトリエール】に帰る途と中ちゆう、俺は奇き妙みような光景を見つけた。

　一つの路地からプレイヤーたちの長い列が延び、薬屋のある通りまで続いていたのだ。

「なに？　この行列……」

　俺が行列の先を確かめるために路地の奥を覗のぞき込むと、その先には、豪ごう華かな屋や敷しきが建っていた。

　赤レンガの塀へいと鉄てつ格ごう子しの門を持つ屋敷の前では、プレイヤーたちがパーティーごとにまとまって、綺き麗れいに列を作っている。

　ざっと見て五十人以上はいるんじゃないだろうか。また、少し離はなれた場所でも、臨時パーティーのメンバーを集めていた。

　それらの行列の先には、執しつ事じ服姿の初老の男性ＮＰＣがいて、年若い執事に彼らを屋敷へと案内させている。

「これは……クエストなんだろうな」

　少し離れた場所で臨時パーティーを募ぼ集しゆうしているプレイヤーに近づき、とりあえずクエストの内容を聞く。

「掲けい示じ板ばんに貼はり出されていない隠かくしクエスト【パーティーの潜せん入にゆう護衛】のための臨時パーティーメンバーを募集しています！　要人警護のクエストです。この屋敷のパーティーを襲おそいに来る敵ＮＰＣから要人を守りきることがクエスト達成目標です。潜入ということで装備制限があり、防具は防ぼう御ぎよ力の低いパーティー衣い装しように強制変へん更こうさせられ、使える武器も一つのみという、縛しばりの厳しいクエストです」

　他にも、このクエストは、連鎖チエーンクエストの起点であり、その先には未達成クエストが続いていることを伝えてくる。

「最後に、クエスト達成時の報酬として、参加者一人につき10万Ｇとクエストチップ５枚です！　俺たちとパーティーを組みたい人がいたらこちらにお願いします！」

　臨時パーティーメンバー募集の説明を聞いた俺は、こういうクエストもあるのか、と思い、もう一度屋敷の方を見る。

　高い塀に囲われた屋敷の敷しき地ち内からは、僅わずかに煌きらびやかな光が漏もれ、楽しげなクラシックの演奏が流れてくる。

　さっきの説明を聞いた限りじゃ、一人での達成なんて到とう底てい無理なクエストだし、そもそも要人警護なんてものはやったことがないから、臨時パーティーを組んだところで俺には務まらないだろう。

　まぁ、俺には関係ないな、と思いながらその場を立ち去ろうとした時──

「あっ！　【保母さん】だ！」

「ん？」

　嫌いやな呼び名に眉まゆを顰ひそめて振ふり返れば、一人の男性プレイヤーが笑え顔がおで近づいて来た。俺は知らない相手だが、向こうが一方的に知っているのだろう。

　俺は、その場で足を止めてしまい、すぐに距きよ離りを詰つめられてしまう。

「もしかして、今一人？　なら俺と臨時パーティー組んでこのクエスト受けない？　熱心にクエストの説明を聞いてたから、興味はあるよね」

「いや……俺はただ興味本位で聞いてただけで──」

　押しの強いプレイヤーの勧かん誘ゆうに引き気味になりながら断ろうとするが、別のプレイヤーもこの場に加わって来る。

「ちょっと待て！　お前、魔法使いだろ！　【保母さん】とは装備の組み合わせが悪い。だから、ここは俺と……」

「いや、だから……その……『可愛い女の子をむさ苦しいパーティーに入れられない！』──俺の話を……」

　途中で割って入って来たのは二人の女性プレイヤーだった。

　あっという間に、臨時パーティーの仲間を募集する四人の男女が俺の周りに集まり、やいのやいのと騒さわぎ立てて周囲の注目を集める。

　目の前の四人は男女二人ずつで、装備を見るに組み合わせも悪くないんだから、いっそあんたたち四人でパーティー組めと言いたくなる。

　だが、その四人の男女は全員、俺を狙ねらうような目をしており、俺はその圧力で後あと退ずさりする。

　その時、偶ぐう然ぜんにも助けが入った。




　　　　●




「おっと、悪いな。ユンは、俺たちと待ち合わせていたんだ」

　聞き覚えのある声が後ろから掛かり、軽く両りよう肩かたに手が置かれた。

　俺が首だけ振り返れば、そこには幼おさな馴な染じみのタクがいた。

（タク、顔近い。耳元で喋しやべるな！）

　内心文句を言いながらも、タクの話に合わせてこの場から抜ぬけ出すために、俺は首をコクコクと縦に振る。

「それじゃあ、ユンを連れて行くぞ」

　人の悪い笑みを四人のプレイヤーに向け、タクが俺の手を引いてこの場から連れ出す。

　そのまま少し離れた場所まで移動すると、タクのパーティーメンバーたちが待っていた。

　ＯＳＯでは珍めずらしい無む手ての格かく闘とう家かプレイヤーであるガンツ、無骨な鉛なまり色いろの鎧よろいに盾たてを持つ戦士のケイ、聖職者風の衣装を身に纏まとうミニッツ、三角帽ぼう子しに丸眼鏡めがねの魔女っ娘こマミさんの四人全員が揃そろっていた。

「ガンツ、待たせて悪いな。ユンがまた面めん倒どう事に巻き込まれてたんだ」

「タク、無事にユンちゃん連れ出すことが出来たんだな」

「人をトラブルメーカーみたいに言うなよ。全く……」

　俺は、疲つかれたような息を吐はきながら抗こう議ぎする。

「それよりなんでタクたちがここにいるんだよ」

「そりゃ、夜限定のここの隠しクエストを受けに来たんだよ。報酬もそこそこでチェーン・クエストの起点になるしな」

　そうか……と思いながら、俺は納得して帰ろうとするが、タクが俺の帰る方向に立っているため帰り辛づらい。

「じゃぁ、俺はそろそろ帰るかな……」

「その前に周りを見てみろ」

　俺がそっと周囲を眺めて確かく認にんすれば、こちらの様子を窺うかがっているプレイヤーがまだ多くいる。

「これはどういうこと？」

「そんなの、ユンちゃんが可愛いから、みんなの視線を集めているんだぜ！」

「はいはい。ガンツの馬ば鹿かな発言は無視していいよ」

　そう言って、ミニッツがメイスの先をガンツの足先にぐりぐりと捻ねじ込むと、ガンツは声を抑おさえて痛みに悶もだえる。

　ケイも呆あきれたような溜ため息いきを吐ついてガンツは無視していいと言い、マミさんが本当の理由を教えてくれる。

「みんなユンさんと知り合いになりたいんですよ。この場に偶然に現れたのをチャンスだと思っているんでしょう」

「俺なんかと？　戦せん闘とう力が低いのに……」

「他ほかにもユンちゃんが美少女だから男は下心で近づ──『ガンツは不安にさせること言わないの！』──あたっ!?」

　今度は、メイスで頭を叩たたかれるガンツ。ガンツの台詞せりふに、俺は、心底嫌そうな顔をする。

「えっと、ユンさんは、前から有名な生産職ですし、昨日のリゥイのお披ひ露ろ目めもあって、一時的にみんなの関心が高まってるんだと思います」

「だから、今ここでユンを解放するとまた囲まれると思うんだが？」

　楽しそうに告げてくるタクに対して俺は、軽く睨にらむ。

　みんなが押し掛ける前にリゥイをお披露目しようって言い出したのはタクなのに、これじゃ何も変わらないじゃないか、と思う。

「それじゃあ、この場でログアウトするよ。タク、連れ出してくれてありがとな」

「いいじゃん。このまま隠しクエストを俺たちと受ければ」

　さっきの「待ち合わせ」はタクが俺を連れ出す方便として言ったのだと思っていたが、本当にこのまま一いつ緒しよにクエストを受けようと誘さそわれる。

「それに前に言っただろ？　クエストチップ集めを手伝うって」

「俺は、別に手伝ってもらう必要はないんだけど……」

　実際、目標のクエストチップ50枚は、この警護クエストを受けずとも、薬屋の納品クエストや適当なお遣つかい系クエストを受けても達成できる。

　俺が困こん惑わくした表情を浮うかべると、タクは別の聞き方をする。

「それじゃあ、ユンが俺を手伝ってくれ。ユンが必要なんだ」

「……まぁ、必要って言うなら、手伝うのはやぶさかじゃないぞ」

　俺は、タクに必要だと言われてちょっと照れ臭くさくなりながら、クエストを受けることを了りよう承しようする。俺自身も誰だれかのサポートが必要だけど、やっぱりサポーターとして誰かに必要とされたいんだと思う。

　そんな俺の答えにニヤニヤするガンツとミニッツは──

「ユンちゃん、まさかのチョロインとか。そして、タクのやつマジでなんなんだよぉ！　ああ、これが嫉しつ妬となんだな。タクに対して殺意の波動が……今なら例のアレを使えそうだ！」

「ガンツ煩うるさいわ。それより、ユンちゃんの照れ顔が完全に乙女おとめの顔で破は壊かい力抜ばつ群ぐんだったわ」

　地じ団だん駄だを踏ふみ何やら吠ほえるガンツの尻しりをメイスで叩きながら、隠しクエストの列に誘ゆう導どうするミニッツ。

　その他にも周囲に目を向けると、やや殺気立った気配を感じるが、その原因が分からずに、俺は首を傾かしげるばかりだ。

　長い待機列に並び、その間に、俺はタクたちとクエストに関して情報を共有する。

「俺はさっき臨時メンバー募集説明で概がい要ようを聞いたけど、タクの見立てはどうなんだ？」

　俺の言葉にタクは、にかっと笑みを返して来る。

「やっぱり、報ほう酬しゆうがクエストチップ一人５枚ってところが魅み力りよくだろ。参加人数で敵ＭＯＢの数や強さが変わるわけじゃないから、最大人数の方が美お味いしいクエストなんだよ」

「それ以外の話だよ。俺は、要人警護のクエストなんて受けたことないんだけど、何かアドバイスとかあるかってことだよ」

「普ふ通つうの戦闘かな。ただ今回の場合は、武器や防具に縛りがある。そっちの方が問題だろ」

　タクは、長ちよう剣けんによる二刀流だが、装備の制限の関係上、その内の一本しか使えないために、普ふ段だんの戦闘スタイルで戦えない。

「ちなみに、みんなの装備は？」

「俺が長剣一本、ガンツが武器無し、ミニッツがメイス、ケイが盾でマミさんが杖つえだ」

「みんなで同じ場所にいるのか？」

「二人ずつ三組に分かれて会場に散った方がすぐに対応できると思うんだ」

　そして、俺とタク、ガンツとミニッツ、ケイとマミさんといういつも通りの組み合わせに決まる。

　あとは、要人以外にもＮＰＣのいるパーティー会場でどのような動きをする必要があるのかだが、実際のパーティー会場を見ていないので、その部分は保留にする。

　並んでいる列が徐じよ々じよに短くなるにつれて緊きん張ちようしてきた俺に、タクがリラックスするように言ってくる。

「襲しゆう撃げきしてくる敵を撃退すればクエストクリアなんだから、気負う必要はないぞ」

「わ、わかった」

　要人警護であるためにボディーガードの恰かつ好こうになるのかな、と思いながら、できるなら動きが阻そ害がいされない軽い装備がいいな、と考えているうちに、順番が回ってきた。

「ようこそ、冒ぼう険けん者しや殿どの。皆みなさまには、本日のパーティーの主しゆ催さい者しやであるお嬢じよう様さまを守って頂きたいのです」

　恭うやうやしく腰こしを折り礼をする、立派な髭ひげとオールバックヘアの初老の執しつ事じのクエストＮＰＣ。

　ＮＰＣでもこういった仕事のできる雰ふん囲い気きのダンディーな男性に憧あこがれ、その姿を間近で観察する。

「この年末、我が主あるじは貴族の皆さまを当屋や敷しきにお招きして連日パーティーを開いていらっしゃいます。そうした中、我が主の一人ひとり娘むすめであるお嬢様を付け狙う不届き者たちがいるのです。とはいえパーティーを中止するわけにもいかず、こうして皆さまにパーティーに入り込み密ひそかにお嬢様を守って頂きたいのです」

　このクエストで根本的に解決すべき目標を聞き、タクがクエストを受注すると、屋敷の鉄門が開き、若い執事のＮＰＣに屋敷内へと案内される。

「それでは、これよりパーティー会場に入る準備をしていただきます。この依い頼らい終しゆう了りよう後には、全すべて元通りとなります。では、部屋の前におりますので、準備が終わりましたら声をお掛かけ下さい」

　そう言って若い執事が控ひかえ室しつらしき部屋に俺たちを案内すると、メニューが勝手に開く。

「ああ、これでこの先使えないものをチェックして、持ち込める装備品なんかを選ぶんだな」

　俺は、迷わずメイン装備の【黒くろ乙女おとめの長なが弓ゆみ】を持ち込み装備として選せん択たくする。

　パーティー会場では、使し役えきＭＯＢも装備品扱あつかいされるために、【調教】センスの【召しよう喚かん】スキルも一時的に使用不能な状態になっている。

　他の制限は特にないのを確認し、装備センスも変へん更こうする。
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【弓Ｌｖ50】【長弓Ｌｖ30】【魔ま弓きゆうＬｖ８】【空の目Ｌｖ14】【看破Ｌｖ24】【俊しゆん足そくＬｖ20】【魔ま道どうＬｖ18】【付ふ加か術じゆつＬｖ41】【調薬師Ｌｖ７】【物理攻こう撃げき上じよう昇しようＬｖ８】

　控ひかえ

【錬金Ｌｖ45】【合成Ｌｖ45】【彫ちよう金きんＬｖ25】【調教Ｌｖ23】【地属性才能Ｌｖ29】【生産職の心得Ｌｖ５】【料理人Ｌｖ15】【泳ぎＬｖ15】【言語学Ｌｖ25】【登山Ｌｖ21】【身体耐たい性せいＬｖ５】【精神耐性Ｌｖ４】【先制の心得Ｌｖ９】【急所の心得Ｌｖ９】








　武器としての包丁は持ち込めないから【料理】系センスは外し、更さらにパーティー会場を壊こわさないために爆ばく発はつ系の攻撃が多い【地属性才能】のセンスも外す。

　その代わりに、持ち込み武器に選んだ【黒乙女の長弓】で使える【弓】【長弓】【魔弓】の三種類の弓系センスを装備した。

　一つしか武器を持ち込めない今回のクエストでは、相乗効果が狙ねらえる同系センスでまとめたほうがいいだろうという判断からだ。

　防具の制限も掛かって【ＤＥＸボーナス】が外れるが、とにかく弓系センスに特化したセンス構成を完成させたところにタクの声が掛かった。

「ガンツたちの装備のチェックは終わったけどユンはどうだ？」

「ああ、俺も終わったぞ」

「それじゃあ、執事のＮＰＣを呼ぶな」

　扉とびらの前で待機していた執事ＮＰＣに声を掛けるとすぐに入室し、確認を取る。

「これよりパーティー会場に向かいます。準備はよろしいですか」

「ああ、問題ない」

　タクが答えると、では失礼します、と一言告げ、執事ＮＰＣが右手を上げて指を鳴らす。

　それに合わせて今まで装備していた冬服装備が一いつ瞬しゆんで切り替かわり──

「おっ!?　これはまた面おも白しろいなぁ」

「なんで俺がドレスなんだよ！」

　タクは、一瞬で変わった自分のタキシード姿を面白そうに見回している。意外にしっかり着こなしていて、爽さわやかな好青年に見える。

　同じように、ガンツは少しラフっぽく着き崩くずした感じのフォーマルなスーツ姿に変わっており、ケイもかっちりとしたフォーマルスーツに身を包んでいる。均整の取れたスポーツマン体型のケイに新しん鮮せんさを感じる。

　そして、女性陣じんは──

「きゃぁ──！　ユンちゃん、可愛かわいい！」

「その、素す敵てきです」

「俺のドレス姿を可愛いとか言わないでくれ。二人のほうが断然ドレス似合ってるし」

　勢いのまま抱だき付いてきたミニッツを引き剝はがし、俺は改めて二人のドレス姿を見る。

　ミニッツは、明るい橙だいだい色いろの活動的な印象を与あたえるドレスを身にまとい、マミさんは、生来の大人しい感じを表現したかのような藍あい色のドレスだ。そして、その胸むな元もとに可愛らしいリボンがワンポイントアクセントとなって、少女らしさを際きわ立だたせる。

　最後に俺の服装は、シンプルな紫むらさき掛がかった色合いの漆しつ黒こくのドレスだ。少し裾すそにレースがあしらわれたドレスは、以前着たワンピースと大差ないが、やはり女物の服を着る抵てい抗こう感は強い。

「俺は、男なのに……」

「そんな女め々めしいこと言うなって、ほら、パーティー会場に行くぞ」

　俺がタクにしか聞こえない小さい声で呟つぶやけば、タクは俺を慰なぐさめるでもなく、「では、こちらへ」と案内する執事ＮＰＣの後について、どんどんとパーティー会場に続く廊ろう下かを歩いていく。

「待てよ。そんなに急には……」

　急せかされるように歩くが、装備縛しばりは靴くつにまで影えい響きようしており、とても歩き難にくい。

　これから戦せん闘とうが始まる可能性があるために、動きを阻害しないヒールの低い靴を履はいているが、女性用の靴に慣れないために、俺はみんなから少し遅おくれてパーティー会場に入っていく。




　　　　●




　明るいシャンデリアの灯あかりと楽団の奏かなでるダンス曲が流れる会場では、ＮＰＣの参加者たちがダンスを踊おどり料理を食べ、思い思いに過ごしていた。

　そのシャンデリアの下へ、俺たちは、それぞれペアになって入場していく。

　ガンツは、真っ先にバイキング料理を目指して歩き、その後を呆あきれながらミニッツが追い掛ける。

　マミさんは、俺と同じヒールの低い靴だが、やはり慣れないためか、ケイの肘ひじに摑つかまりゆっくりと歩いていく。それに黙だまって歩調を合わせている紳しん士し的なケイの姿に尊敬の念を抱いだく。

　俺もあんな風に女性をエスコートできるようになりたいものだ、と。

　そして、そんな俺を見たタクは──

「なんだ、ユン？　じっとケイたちを見て。エスコートでもして欲しいのか？」

「俺は男だぞ。なにが哀かなしくてタクにエスコートされなきゃいけないんだよ。むしろ、俺がしたいと思ってたところだ」

　そう言ってジト目でタクを見返すと、カラカラと笑い冗じよう談だんだと答える。

　俺は、小さな溜ため息いきを吐つく。

　そして、俺たちも敵の襲撃に備えてダンスフロア付近に近づく。

　大勢の男女が談だん笑しようし、音楽に合わせてダンスを踊っている。

　その中の、白いドレスを着た金きん髪ぱつの少女のＮＰＣが、今回のクエストの警護対象となる。

「さて、ガンツたちがバイキングテーブル、ケイたちがベランダ付近にいる。俺たちはどうする？」

「できればお嬢様ＮＰＣの近くにいたいんだよな。守りやすいから。そうだ、お嬢様を口説くってのはどうだ？　そうすればかなり接近できるぞ」

「それでいいんじゃないか？　できればの話だけど。それより、ガンツたち大だい丈じよう夫ぶか？」

　ガンツは料理に夢中だし、マミさんは楽団の演奏に聞き入っていて、少し警けい戒かいが足りないように思う。

「それぞれの相方がちゃんと警戒しているから問題ないだろ」

　ガンツのそばではミニッツが周囲を見回し、ケイもマミさんの隣となりで壁かべに背を付けて腕うでを組み、厳しい視線で警戒している。

　そして、俺たちは──

「ユン、対象が動いた。口説くのは無理だが、自然な感じで近くに行くぞ」

「へっ？　ちょっと待ってくれ！」

　俺は、ガンツやケイたちを見ていたために対象の動きを見み逃のがしていた。タクは、俺の手を引いて曲の流れるダンスフロアに近づき、何組ものＮＰＣペアが互たがいに手を取り合いダンスする中に入り込む。

「なんでここに入り込むんだよ！　これは俺への嫌いやがらせか！」

「違ちがうって、警護対象が踊ってるんだ。体育の授業でも女パートのダンスは踊ったことがあるだろ？」

「そんなの小学校の頃ころのフォークダンスの練習だろ！　しかも男女の数の調整でやらされた！」

「今考えると、ネタみたいな話だよな」

　思い出話をしながら楽しそうな笑えみを浮うかべて、ずかずかとダンスフロアの中心へと進むタク。だが、そもそも俺はダンスなんて踊れない。

「俺は、社交ダンスなんて踊れないぞ」

「見み様よう見み真ま似ねでやってみるか？」

「止やめろ！　男同士で密着したくない」

　タクに手を取られて顔をじっと見られると、交わる視線に耐たえ切れずに目を逸そらす。

　その視線の先には、俺たちと同じように警護対象を守りやすい位置に移動するミニッツやマミさんたちがいて、俺に何かを期待するような目を向けてくる。

　なんでこうなった。警護対象は早くここから動け、と強く念じる。

　だが、動いたのは警護対象ではなかった。

「ユン！」

「分かっている！　《付加エンチヤント》──アタック、スピード！」

　お互いの手を離はなし、反対方向に跳とびながら、俺はタクに攻撃と速度上じよう昇しようのエンチャントを施ほどこす。

　直後に落ちてきたシャンデリアの直ちよく撃げきは避さけたが、光源の減った薄うす暗ぐらいホールの中に一気に緊きん張ちよう感かんが増す。

　俺は、インベントリから【黒乙女の長弓】を取り出して、警護対象の金髪少女を守るように彼女の前に躍おどり出る。

　タクも武器を取り出し、ベランダ付近の薄暗がりから現れた襲しゆう撃げき者と思おぼしき敵ＮＰＣの一人と剣けんを交えている。

　タクは、武器制限で唯ゆい一いつ持ち込めた長剣一本に、蹴けりや拳こぶしを織り交ぜた対人・対人型ＭＯＢ用の戦いを繰くり広げる。

　俺が暗視性能のある【空の目】で会場内を調べると、襲撃者は他ほかに二人。

　一人は、ガンツがダメージ無視の近接戦闘でその場に押さえ込み、ミニッツは、ガンツのダメージの回復に徹てつしている。

　もう一人は、盾たてを構えたケイによって動きを阻そ害がいされ、ケイの後ろにいるマミさんが魔ま法ほうによる攻撃でダメージを与あたえていく。

　俺は、弓を取り出したのはいいが、パニックで逃にげ惑まどう他のＮＰＣやタクたちが射線上に入り、安易に矢を放つことができない。

　この無む秩ちつ序じよな状じよう況きようの中、俺は警護対象の金髪少女を守りやすいように一いつ緒しよに壁かべ際ぎわへと後退しながら、タクたちにそれぞれ適したエンチャントを施していく。

「敵自体は、そんなに強くないか？　ってか、戦闘に俺の出番ない？」

　それは嬉うれしいことだが、クエストチップ５枚分の難易度としては易やさしいように感じる。

　そうこうしている内に、ガンツがまず最初に一人の襲撃者を打ち倒たおす。

　そのまま他の二人も倒してくれればいいと思っていたが、そうはいかなかった。

「──くっ！　すまない、抜ぬけられた！」

　ケイが声を上げ、黒ずくめの襲撃者が逆手に短たん剣けんを構えてこちらに向かってくる。

　ケイが襲撃者に抜けられた原因は、襲撃者が牽けん制せいのために投げたナイフがマミさんの方に向かったため、それを阻そ止ししようと動いて位置取りをミスしたからだ。

「ユン、気を付けろ！　それ以上行かせるかよ！」

　そう叫さけんだタクは、襲撃者と鍔つば迫ぜり合いの状態で相手の動きを封ふうじ込めてはいるものの自身も身動きが取れず、一番に襲撃者の一人を打ち倒したガンツが、こちらに向かってくる襲撃者の後を追うように駆かけてくるが間に合わない。

　迫せまりくる襲撃者と警護対象の金髪少女との間には、今、俺しかいない。

「なら、俺がやるしかないな。《付加エンチヤント》──アタック、スピード」

　襲撃者が一人ならなんとかなりそうだ。最悪、俺が身を挺ていして時じ間かん稼かせぎをすれば、ケイやガンツたちが追い付いてくれるはずだ。

　そう思いながら、俺は自身に強化のエンチャントを施し、襲撃者に【黒乙女の長弓】の狙ねらいを定める。

　他のＮＰＣたちは、走る襲撃者から逃げようと動くために矢の射線が確保できるうえに、的となる襲撃者は真っ直すぐこちらに向かってくるために非常に狙いやすい。

　俺は、少しでも長く時間が稼げるように【麻ま痺ひ】の状態異常バツドステータス薬を合成した矢を番つがえ、必ず当たるように、襲撃者を十分に引き付ける。

　ところが襲撃者は、俺の背後にいる警護対象に跳びかかろうとジャンプしたため、俺は空中にいるそいつに矢を放つことになった。

「──はぁ？」

　間抜けな声が耳に届き、数秒後に、それが自分自身の発したものだと気付いた。

　至し近きん距きよ離りから腹部に麻痺矢を受けた襲撃者は、状態異常バツドステータスを受けて動きを止めるのではなく、まるで弾はじかれたように、錐きり揉もみしながら後方へ吹ふき飛んでいく。

　空中で見えない鉄球を腹に受けたかのようなその吹き飛び方に、啞あ然ぜんとする俺たち。

　落下地点で体をくの字に曲げてピクリとも動かない襲撃者。

　その後、最後の襲撃者を打ち倒したタクが、俺の目の前から吹き飛んだ襲撃者にも近づき、完全に倒れていることを確かく認にんする。

　俺が自分のやったことに呆ぼう然ぜんとしていると、みんなが集まってきて、そこに、この屋や敷しきのお嬢じよう様さまＮＰＣの警護クエストが完かん了りようしたインフォメーションが流れる。

　そして──

「……ユン。お前、何した」

　ジト目を向けて尋たずねてくるタクだが、問われた俺もなんでこうなったのか分からなかった。

　ただ普ふ段だん通りに矢を放っただけなのだが……

　吹き飛ばされた襲撃者の体を見れば、黒くろ装しよう束ぞくの一部が破損しており、その下に着込んでいた鎖くさり帷子かたびらに矢が阻はばまれたが、衝しよう撃げきは殺し切れなかったようだ。

　だが、なぜ弓矢の攻こう撃げきでこれほどの衝撃が生み出せたのか謎なぞで、俺は思わずタクに尋ねた。

「なんでこうなった？」

「いや、俺に聞かれても困るからな。さっきの攻撃といつもの攻撃の違いを考えてみればいいだろ」

　呆あきれたように呟つぶやくタクに言われて、俺は指折りしながら相そう違い点を挙げていく。

　その間、襲撃者を通してしまい落ち込んでいるケイをマミさんが慰なぐさめて、ガンツとミニッツは、警護対象だったお嬢様ＮＰＣと新たに現れた中年男性の貴族ＮＰＣと会話をして、クエストの後処理を行っている。

「防具は、制限のかかっているこのドレスだから、追加効果やＤＥＸのボーナスはないだろ。武器も普段使っている【黒乙女の長弓】だし、矢は痺しびれ薬を合成した足止め用の矢だった」

「アクセサリーとかは？」

「防ぼう御ぎよ重視の【身代わり宝玉の指輪】の他に、ステータスに大きく関かかわる物は装備してないぞ。それも、効果を発揮する前に敵を倒したから意味がなかったし。センス構成は、【弓】【長弓】【魔弓】に──『ちょっと待て！』──ん？」

　タクから声が掛かかり、装備中のセンスを指折り数えていた俺は、何かおかしいところでもあったのか、と首を傾かしげる。

「ユン。お前の今のセンス構成を全部教えてくれ」

「えっと、【弓】【長弓】【魔弓】【空の目】【俊しゆん足そく】【看破】【魔道】【付加術】【調薬師】【物理攻撃上じよう昇しよう】の10個。装備制限で武器は【黒乙女の長弓】を選んだから、戦せん闘とうで少しでも有利になるよう弓系のセンスで固めて……あと、残った一枠わくは一番ＤＥＸの補正が高い【調薬師】のセンスを入れた」

「お前……その構成に何の疑問もないのか？」

　そうタクに聞かれて、自分なりの考えを口にする。

「なんだろう？　あっ、ほぼ純じゆん粋すい系な弓使いのセンス構成ってことか」

「そこじゃねぇよ。お前、【弓】系センスを三つ同時に装備したわけだろ」

　だからどうした？　と首を傾げる俺に対して、タクが疲つかれたような溜ため息いきを吐はき出す。

【長弓】と【魔弓】センスの組み合わせはやったことがあるし、【魔弓】センスを取得する前は、【弓】や【長弓】センスの二種類を装備することもあった。それを、同時に三種類装備することでここまで劇的な効果を生むのだろうか。

「ユン。忘れているのかもしれないが、武器センスによるダメージ補正の他にも、その他の副次的な効果があるだろう？」

　そう言うタクの言葉に、そういえばそんなものがあったなぁ、とおぼろげに思い出す。

　例えば、【剣】センスを持つプレイヤーと【鍛か冶じ】センスを持つプレイヤーは、両方とも剣での攻撃に判定が発生する。

　だが、【鍛冶】センスを持つプレイヤーの場合、武器による攻撃判定が発生するだけで、武器補正やアーツなどの恩おん恵けいが得られないのだ。

　そして、その補正は各センスに個別で設定されているため、時に重複する。

「剣や槍やりで複数のセンスを装備する場合はあるけど、不ふ遇ぐうセンスの弓系を三つも装備するやつは初めてだよ」

「そうなると、さっきの俺は……」

「弓系センスの三重装備による武器補正とノックバック効果の重複。それに【物理攻撃力上昇】とエンチャントによるステータス強化。更さらに、敵の踏ふん張りの利きかない空中での近距離射撃だったことを考えると……」

　弓矢による攻撃で、砲ほう弾だんでも受けたように吹き飛ぶなんてリアルじゃあり得ない。流石さすが、ファンタジーと言うべきだろうか。

　弓系センスの三重装備による初めての出来事には驚おどろいたが、タクの推察を聞いて俺が最初に口にした言葉は──

「──麻痺の合成矢を無む駄だ遣づかいした」

「気にするところはそこかよ！」

「いや、状態異常バツドステータスの合成矢って結構貴重な消しよう耗もう品ひんなんだぞ。あんなオーバーキルすることが分かってたら使わなかったのに……」

　俺の後こう悔かいを聞いて、タクは呆れたように息を吐き出す。

「今まで扱あつかい辛づらいって思われてた弓系センスの評価が変わる可能性がある大発見だぞ。少しは喜んだらどうなんだ？」

　今回の敵はＮＰＣという人型だったが、中型や大型ＭＯＢに対して有効であると判明したならば、確かに、【弓】系センスに新たな可能性が生まれるだろう。

　だが、俺は基本生産職であるために、あまり興味はなかったりする。

　そうこうするうちに、ガンツたちがクエストの後処理を終え、最後に重要な話があるということで、全員がＮＰＣたちの前に集まる。

「次の連鎖チエーンクエストの話を聞けるらしいぜ」

　警護対象だった金きん髪ぱつ少女のお嬢様ＮＰＣと、その父親らしき貴族ＮＰＣが口くち髭ひげを撫なでながら眉まゆ尻じりを下げて、次のクエスト内容を告げてくる。

「今回の襲撃者たちは、悪魔崇すう拝はいをする狂きよう信しん者たちなのだ。その者たちは、悪魔を呼び出す儀ぎ式しきのための生いけ贄にえとして、高貴な血を引くうら若きワシの娘むすめを誘ゆう拐かいしようとしたのだ」

「なんか、ただＮＰＣ一人を守るってクエストが一気に壮そう大だいになった気がするんだけど、俺もう帰っていいか？」

　正直、これ以上このクエストを攻こう略りやくする気は俺にはない。が、貴族ＮＰＣの話は続く。

「狂信者たちはまだアジトに残っていて、ワシの娘はこの先も狙われる可能性がある。よって、今回娘を守ってくれたお主たちには、やつらのアジトを潰つぶしてもらいたい！」





──【Ｃチエーンクエスト・悪魔崇拝者のアジト壊かい滅めつ】──

悪魔崇拝者のアジトに侵しん入にゆう。──１／４






　この手の大型クエストは相応の難易度になるのが常だ。それに、未攻略だと聞いたが、俺なんかが参加するまでもなく、このクエストを受けた誰だれかが攻略してくれるだろう、という気持ちになる。

「娘の安全のためによろしく頼たのむぞ」

　とはいえ、そう言って深々と頭を下げる貴族ＮＰＣを見ていると、子を守る親の気持ちを考えてしまい、俺は複雑な気持ちになった。

　来る時に案内された年若い執しつ事じＮＰＣに屋敷の出口に案内される。

「それでは、皆みなさまにはここで、先さき程ほどの襲しゆう撃げき者しやが持っていた所持品をお渡わたしします。悪魔崇拝者のアジトの手て掛がかりになるかもしれませんので」

　そう言われて、俺たちはそれぞれ、クエストアイテム【悪魔崇拝者のアジト地図】を手に入れた。

　最後に、今回のクエストの装備制限が解除されてみんなが冬服装備に戻もどる中、若い執事ＮＰＣが告げてくる。

「パーティー会場で着ていらした服は、返へん却きやくせずにそのままお持ち帰りして頂いて結構です」

「いや、要いらないから！」

　俺の抵てい抗こうも虚むなしく、クエストの副報ほう酬しゆうの一つとして【漆しつ黒こくのコーディネートドレス】というアイテムを手に入れてしまったのは、不本意以外のなにものでもなかった。







　　　三章　悪魔崇拝者と屋敷侵入







　俺たちが受けた隠かくしクエストのクリア後に、連れん鎖さ的に新たなイベントクエストが発生した。

　だが、俺の現在所持しているクエストチップは50枚となり、目標の数に到とう達たつしたために、俺はこれ以上このクエストを必要としない。いや、しなかったのだが……

「今日は、警護クエストなんて貴重な体験ができた。ありがとな、それじゃあ──『ユン、ログアウトする前にみんなで相談するぞ』──ちっ、逃にげられなかったか」

　このままの流れでログアウトして日常生活に戻ろうとしたが、タクに肩かたを摑つかまれて引き留められてしまった。

「ユンがこのクエストを進める気がないのは分かってるさ」

「じゃあ、なんで引き留めるんだよ」

「ちょっと考えてみろよ。今まで多くのプレイヤーが挑いどんで未達成の、難易度の高いクエストだぞ。当然そのクリア報酬はそれなりってことだろ。それを踏まえた上でどうするか話し合うんだよ」

　俺は、そう言うタクと向き合いその話に耳を傾かたむける。

「まず、挑む場合のメリットとしては、クリアすれば難易度相当のクエストチップやレアなアイテムが手に入る」

　タクはメニューを開いて、受注済みの【Ｃチエーンクエスト・悪魔崇拝者のアジト壊滅】の成功報酬を指差す。

　そこには、全員にクエストチップ20枚ずつと、【？？？】と表記された謎なぞの報酬が記されていた。

　複数パーティー参加型のレイドクエストをフルメンバーでクリアした場合よりも一度に貰えるクエストチップが多い上に、謎の報酬というのがゲーマー心を擽くすぐり、クエスト参加に駆かり立てるには十分な要素である。

　タクは続けて、このクエストを受ける上でのデメリットを口にする。

「デメリットとしては、難易度相当に攻略時間が掛かる」

「つまり、挑んで失敗したら、長時間無む駄だにするってことよね」

　ミニッツの言葉にタクが頷うなずく。

　確かに、いくらクリア報酬が破格だとしても、そのクエスト一つに一週間とか掛かけてしまえば、むしろマイナスだ。一日平均３枚以上のクエストチップを集めることができれば、最低でも21枚以上になるのだから。

　まぁ、謎の報酬の内容にもよるが、それでも攻略時間が長く掛かるのはデメリットになりえる。

「だから、限られたイベント期間の今、このクエストをみんなどうしたいか決めてくれ」

「はいはい！　俺は、このクエストを攻略してみせるぜ！」

　ガンツは特に考える素そ振ぶりを見せずに、クエストの攻略に積極的な立場を取る。その反応の速さに俺たちが呆あきれる一方で、続いて、ケイが意見を口にする。

「俺もクエストの攻略を進めたい。だが、どこかで損得勘かん定じようも必要じゃないのか？　期日を決めて、それまでにクリアできなかったら諦あきらめる、とか」

　中々に建設的な意見に、ミニッツやマミさんもその方向性なら、と頷く。

　そして、タクが俺に話を振って来る。

「それで、ユンはどうする？」

「俺は──」

　一度目を閉じて考える。

　最初は、このクエストを続けるつもりはなかったが、期限を設定しての攻略なら頑がん張ばれそうな気がする。

　それに、【アトリエール】で栽さい培ばいしている、メガポーションやＭＰポットの素材となる薬やく秘ひ草そうと魂こん魄ぱく草そうを増やす時間も必要だった。

　まあ、薬屋のオババの調合系クエストや町のお遣つかい系クエストは、割と短時間で終わるものばかりであるために、万が一こちらのクエスト攻略が失敗に終わっても、既すでに目標数のクエストチップが集まっているので、焦あせる必要もない。

　それを考えて俺が出した結論は──

「わかった、手伝うよ。ただクエストがクリアできそうにないとわかった時点で、俺はすぐにクエスト攻略を諦めるからな」

「よし！　決まりだな！　じゃあ、今日はこれで解散して、明日あしたからクエストの攻略だ！」

　俺は、ちょっと早まったかな、と思いながら、その日はログアウトするのだった。

　そして翌日──学校から帰るとすぐＯＳＯにログインして【アトリエール】の工こう房ぼう部に降り立つと、そのままお店を出て、町の大通りを抜ぬけて、とある場所に向かう。

　そこは、俺が初めてＯＳＯでミュウとセイ姉ねぇに合流したあの教会前の広場だ。

　そこには既にタクたちが集まっていた。

「悪い。遅おくれたか？」

　一度メニューの時計を確かく認にんすると、待ち合わせ時刻には間に合っている。

「ユンちゃん、こんにちは。みんなが少し早かっただけよ」

　そう言って微笑ほほえむミニッツの言葉が出で迎むかえてくれる。

「それじゃあ、クエストを進めるか。前のクエスト挑ちよう戦せん者しやからの情報はあるが、取り敢あえずクエストアイテムの地図の場所に行ってみるか」

　そう言って、全員がクエストアイテムの【悪魔崇拝者のアジト地図】を見れば、第一の町の簡略化された地図上の北西側のとある一点に印が付けられている。

「えっと……この場所か？」

「そうだ」

　俺たちが地図に印された場所に向かうと、一いつ軒けんの屋敷がそこに建っていた。

　規模は、このクエストの依い頼らい主である貴族ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターの屋敷と同等だが、荒あれ果てた雰ふん囲い気きの屋敷だ。

　その建物の門は開け放たれているが、集まったプレイヤーたちはそこから入るでもなく、何かを調べるために、屋敷の外周を探さぐっている。

「なぁ、これって全員……」

「多分、同じクエストを受けたプレイヤーじゃないか？　でも、目的の場所には入れないみたいだな」

　そこには、六パーティー以上のプレイヤーがおり、その誰もが必死に侵入方法を探しているが、【悪魔崇拝者のアジト】には入れないらしい。

「どうなってるんだ？　ここが地図の目的地だよな」

「まぁ、まずは〝アジトへの侵入〟だからな。目的地にすんなり入れるのならこんな項こう目もく要らないだろ」

　そう呟つぶやくタクの言葉を聞いている間に、目の前では、屋敷の周りに作られた鉄てつ柵さくを攀よじ登って侵入するプレイヤーがいたが、屋敷内部に鈴すずの音が響ひびき、そのプレイヤーは降り立った場所で金かな縛しばりにあったようにぴたりと動きを止める。

　そして、何ど処こかに隠れていた黒いフードを被かぶった悪魔崇拝者らしきＮＰＣが現れ、そのプレイヤーを抱かかえて門の外に投げ捨てた。

　その段階で、プレイヤーの金縛りが解け、悔くやしそうにしている姿が見える。

「あんな感じで大だい胆たんな行動を取ったり、見つかったりすると、何処からか、鈴の音が聞こえてきて、プレイヤーは動けなくなるんだ。そして、それが連続すると強制的にクエスト攻こう略りやく失敗になる」

「動けなくなるのって、状態異常バツドステータスの対策でなんとかならない？」

「ならない。対策があるとしたら鈴の音を鳴らさせないことらしい」

「それじゃあ、鈴の音を鳴らしている悪魔崇拝者を倒たおすのは？」

「どこにいるかもわからないし、鉄柵を乗り越こえた時点で動きを封ふうじられるのに？」

　それを聞いて、ゲームなんだから何か攻略法がないのかよ、と思うが、それを敏びん感かんに感じ取ったタクは、こう言う。

「とある王国を救う勇者が盗とう賊ぞくやら敵のアジトに侵しん入にゆうして見つかった場合、律りち儀ぎに両手を上げて牢ろう屋やに閉じ込められる流れに対して、そんなことより敵を斬きれよ！　とは言わないだろ」

「ごもっともです」

　タクの言葉に、反射的に緑の勇者による謎なぞ解ときアクションを思い浮うかべてしまう。

　すると、俺とタクのやり取りが面おも白しろかったのか、ガンツたちがクスクスと声を押し殺して笑っている。

「わ、笑うなよ！」

「まぁ、侵入方法は複数あるみたいだから、そっちを試ためすか」

　とにかく、まずは、アジトの屋敷に侵入しなくてはならない。

「クエストの段階を予想するに、アジト侵入、アジト内部探たん索さく、ボスの討とう伐ばつが大筋の流れだろうから、一日一段階か二段階進めるってところだな」

「うーん……」

　俺は唸うなりながら、あちらこちらで侵入を試みるプレイヤーたちの動きを観察する。

　基本的に、屋敷内部に鳴り響く鈴の音が、プレイヤーの動きを止めると推測される。

　また、先さき程ほど一人のプレイヤーが鉄柵を乗り越えて侵入し鈴が鳴った際に、ダッシュで屋敷の門から入り込もうとしたプレイヤーが二人いたが、一人はすぐに鈴が鳴って動けなくなったものの、もう一人は【隠いん蔽ぺい】や【認識阻そ害がい】系のセンスか装備を持っていたらしく、鈴が鳴るのが少し遅れていた。

　つまり、鈴は、侵入者別に鳴り、他人に鳴った鈴の音の影えい響きようは受けないようだ。

「それじゃあ、他ほかの侵入方法を見に行くか？　昨日ユンたちと別れてからここに来て、何か所か、俺も入り口の目星を付けておいたんだけど」

「他の侵入方法ってどういうのなんだ？」

「いくつかあるらしいけど、成功数が多いのは、アジト北側の涸かれ井戸の中から繫つながる通路で、そこにいるボス級ＭＯＢとの連戦バトルを制すると、アジトの地下室に出る」

　それを聞いた俺は内心、無理、と思った。

　ボス級との戦せん闘とうなんて精神を削けずられるだけだ。それだったら別の方法を模も索さくする。

「地下通路の連戦バトルは、一度ボスを倒せば復活しないから、時間が掛かってもその通路を抜けて、アジト内部の攻略は明日だな」

「タク、その前に、正面からの侵入方法を一つ試していいか？」

「侵入で何度も見つかるとクエスト失敗になるんだけど……一回だけだぞ」

　タクは、少し考えてガンツたちに目配せした後、条件付きで許可をくれた。

「ありがとう。駄だ目めだったら、大人しく別の侵入経路に行くよ」

　俺は、そう言って、自分の侵入方法が成功するか不安に思いながら、白い召しよう喚かん石を取り出す。

「来てくれ、リゥイ──《召喚》！」

　俺は、一角獣ユニコーンのリゥイを成せい獣じゆう化した状態で呼び出し、その体を撫なでる。

　ちょっとだけ手伝ってくれ、と言ってリゥイの手た綱づなを手に取り、その体に触ふれる。

　俺は、透とう明めい化したリゥイと共に姿を消したまま、開け放たれた屋敷の門へと進んでいく。

　パーティーメンバーにも透明化したリゥイはうっすらと見えるため、タクたちは、黙だまって俺の行動を見守る。

　お披ひ露ろ目めの時、集まったプレイヤー全員の目を欺あざむいて見せたのだ。リゥイの透明化なら、もしかして、と思いながら、ゆっくりと屋敷の門を通り抜ける。

　俺たちが屋敷の玄げん関かんまであと半分の所に差し掛かった時──

　──リィィン！

　澄すんだ鈴の音色が聞こえたため、俺はピタッと足を止める。

　気付かれたか、と焦り、危あやうくリゥイに触れている手を離はなしそうになったが、我が慢まんしてじっと周囲の様子を観察する。

　すると、屋敷の玄関上のバルコニーにいる悪魔崇拝者が、俺がいるのとは違ちがうほうを向いて鈴を振っているのが見えた。なるほど、高い場所から見張っていて、侵入者発見と同時に鈴を鳴らしていたのか。

　とりあえず、さっきの鈴の音は別の侵入者に反応したものだとわかり、俺は再び歩き始める。

　そして、屋敷の玄関まで辿たどり着き扉とびらに触れれば、殆ほとんど力を掛けずに扉が開く。

　バルコニーから、真下の玄関は死角となっているために、玄関扉を開ける俺に、上にいる悪魔崇拝者は気付いていない。

　俺は、そこで一度、リゥイに透明化を解除してもらう。

「……残りＭＰは、７割か。まぁまだ余よ裕ゆうはあるかな」

　俺は、念のためその場でＭＰポーションを使い、ＭＰを回復させて、再びリゥイに透明化してもらい、門前で待つタクたちの許もとに戻もどっていった。

「なんか、入れそうだった」

　何でもないように言う俺に対して、ジト目で見てくるタク。

「入れそうって……なんでユンは一番困難な侵入方法にあっさり成功するんだよ」

　呆あきれたように溜ため息いきを吐はき出すタクに対して、それに同意するようにガンツたちが頷うなずく。

「ま、まぁ、一日予定が早まったと思えばいいだろ」

　俺は、タクたちの視線から逃のがれるように目を逸そらす。

「だが、リゥイの透明化が適応されるのは、どの範はん囲いまでなんだ？　ユン以外のプレイヤーも含ふくむのか？」

　ケイの指し摘てきに全員が、あっ、と小さな声を漏もらす。

　どうなのだろうか。リゥイの透明化が適応されるのは、召喚した俺だけなのか？　だが、普ふ段だん一いつ緒しよにいるザクロもリゥイの能力で姿を隠かくせているために、それなりに範囲は広いと思うのだが。

「ちょっと、マミさん。片手を貸して」

「は、はい！」

　俺は、一番近くにいたマミさんに呼び掛かけて片手を繫ぎ、もう片方の手でリゥイに触れて、透明化の能力の発動を頼たのむ。

　すると、リゥイに触れている俺の掌てのひらから徐じよ々じよに透すけ出し、俺、マミさんと、順に透明化する。

「他のプレイヤーも透明化の範囲に含めることができるみたいだな」

「そうだな。けど……」

　だが、一点だけ気になることとして、俺のＭＰ消費量が一気に跳はね上がっている。

　リゥイなどの使し役えきＭＯＢの能力発動に必要なＭＰは、そのＭＯＢを召喚したプレイヤーが肩かた代がわりする。先程も、俺は屋敷の門から玄関までの自分のＭＰ消費量を計っていたのだが、その時よりも、今マミさんも一いつ緒しよに透明化している状態の方が、時間当たりのＭＰ消費量が上がっている。

「ミニッツ。マミさんと手を繫いでくれないか？」

「分かったわ」

　透けて見えるマミさんの手を取るミニッツは、マミさんに触れた箇か所しよから透明になっていった。

　だが、その瞬しゆん間かんから俺のＭＰ消費量が更さらに増えて、ミニッツの姿が全すべて消える前に尽つきてしまい、リゥイの透明化が強制解除されてしまう。

「これは……」

　目の前の現象に呟きを漏らすケイに対して、俺が結論づける。

「人数が増えるほど、ＭＰ消費量が増えるってことだな」

「それじゃあ、メンバー全員の屋や敷しきの玄関までの移動は……」

「短い時間で一度に運べる人数は、三人までだな」

　戦闘中に、一度に三人を透明化するのは無理だが、単純に移動するだけなら三人までは大だい丈じよう夫ぶだろう。

　俺がそう結論を出すと、ガンツが咆ほえる。

「よし！　それじゃあ、俺がユンちゃんマミちゃんと手を繫いで入り口まで──『はい、黙る』──グェッ!?」

　メイスでガンツの喉のど元もとを突ついて強制的に黙らせたミニッツは、素す早ばやく俺の手を取り、その反対側の手でガンツの襟えり首くびを摑つかむ。

「さぁ、行きましょう」

「あっ、はい」

　俺は、ミニッツの迫はく力りよくに負けて、すぐに自分のＭＰを回復すると、リゥイに頼んで、再び屋敷の玄関まで透明化して移動する。

　門から玄関までの石いし畳だたみの上を透明化したガンツが黙って引き摺ずられているのは、シュールだった。

　その後、俺は二人を玄関前に残し、再びリゥイと門前に戻る。

　今度は、マミさんとケイを連れて移動し、最後にタクと一緒にアジトの入り口まで移動し、全員の移動が完かん了りようする。

　俺とタクが手を繫いで玄関まで移動する間、玄関側で待機しているガンツとミニッツの視線が気になったが、無視することにした。




　　　　●




「ごめんな、リゥイ。ここから先には連れて行けないみたいだ」

　システム的な制限が掛かり、中型以上の使役ＭＯＢは、屋敷内部では召喚できなかった。

　室内だから、そういう設定なのだろうと思いながら、リゥイをその場で召喚石に戻して、屋敷の中に入り込む。

　屋敷の玄関扉を抜ぬけた瞬間、トンという軽い踏ふみ込みの音と共に世界が変わる。

　今までの太陽の光が溢あふれていた世界が消えて、薄うす暗ぐらい屋敷の中に入り込む。

「おーおー、屋敷の中はこうなってるのか。こりゃ、骨が折れそうだな」

　全員が屋敷の内外の変化に戸と惑まどう中で、ガンツだけが軽快な声を上げて広いエントランスを見回す。

　屋敷の外に溢れていた夕暮れの明るさと人の気配は消え、今は耳が痛くなるほどの無音が響ひびいている。

　窓から見える空間には闇やみが広がっており、屋敷内部の灯あかりは、等とう間かん隔かくに灯ともされた壁かべ際ぎわの燭しよく台だいの細いロウソクが、頼たよりない炎ほのおを揺ゆらしているだけだ。

「ここが、悪あく魔ま崇すう拝はい者のアジトの内部か……。内と外で空間が変化したってことは、ダンジョン扱あつかいなのか？」

　ガンツの呟つぶやきに、多分その考えは間違っていないと思う。

　そして、屋敷内部では自分たち以外の人の気配は、まったく感じられなかった。

「なぁ、タク。他のプレイヤーもこの屋敷の中に入ってきているんだよな。なんで居ないんだ？」

「そりゃ、個別のサーバーでやっているからじゃないのか？　他のパーティーとブッキングしたって話は聞かないし……」

「なるほど、納なつ得とくした」

　屋敷の外からの侵しん入にゆう方法は共通でも、屋敷内部は、それぞれのパーティー専用のサーバーが用意されているのだろう。

　パーティー同士のブッキングによるキーアイテムの取得の阻そ害がいや、敵に発見された場合の巻き添ぞえなどによるクエスト進行の阻害を起こさせないためかもしれない。

「さて、この屋敷の中でヒントやキーアイテムを集めながらクエストを進行して……全員、隠れろ」

　タクの言葉にはっと顔を上げれば、エントランス中央にある緩ゆるい螺ら旋せん階段の上に人ひと影かげが伸のびている。

　俺たちは、それぞれ階段下や柱の陰かげに飛び込んで、階段上の存在から身を隠す。

　全員で息を潜ひそめていると、どうやらロウソクの燭台を持った黒ローブ姿の男が二階の通路をただ通り過ぎただけだった。多分、見張りだろう。

　暗視と遠視性能を持つ【空の目】で柱の陰から一瞬だけロウソクの灯りに照らされたその人間の顔は、顔の半分が醜みにくく変質していた。

　また、ローブ越ごしに見えたその体形は、片かた腕うでが異様に肥大化しており、男はそれを引き摺るようにして二階の廊ろう下かを歩いていく。

　階段上の灯りが消えたところで、全員が、押し殺していた息を吐き出す。

「はぁ、まさかＮＰＣが化け物になっているなんて……」

「うーん。悪魔崇拝者っていうくらいだから、背後に悪魔とかが控ひかえていて、ＮＰＣを異形化させて操あやつってる説とかないか？　それよりクエストを見てみろよ」

　タクの言葉に全員がメニューを確かく認にんする。





──【Ｃチェーンクエスト・悪魔崇拝者のアジト壊かい滅めつ】──

悪魔崇拝者のアジトを探たん索さくせよ。──２／４






　ガンツたちもメニューを開き、進行しているクエストを確かめる。

　先にクエスト内容を確認したタクは、俺たちの意見を窺うかがうような目を向けてくる。

「私は、部屋を一つ一つ調べた方が良いと思うな」

「いや、俺は見張りのＮＰＣの後を付いていくのが早いと思うぜ」

　ミニッツとガンツがそれぞれ違う意見を口にして、互たがいに顔を見合わせる。

　そして、タクに意見を聞いてくる。

「「──どっちを選ぶ！」」
















　声を潜めながらも迫力のある問い掛けに、俺は静観に徹てつする。

「そうだな。ミニッツの言う部屋を一つ一つ調べるっていうのは、スタンダードな探索方法だけど、この屋敷は広そうだから相当時間が掛かるだろうな。ガンツの提案する見張りの後を付いていけば重要な部屋を絞しぼり込むことができるかもしれないけど、見つかるリスクが高いな」

　双そう方ほうのメリットとデメリットを口にして、同じように腕を組んで考え込んでいるケイに、タクが話を振ふる。

「ケイはどう思う？」

「あまり長く攻こう略りやくに時間を掛けるわけにもいかないが、戦う場所になる屋敷内部の構造を、ある程度把は握あくしておく必要があるだろう。だから、今日一日は、一階で行ける範囲の部屋を探索。明日あしたは、見回りのＮＰＣが居た二階を調べるというのはどうだ？　わざわざ最初から見つかるリスクを冒おかす必要もない」

「それが妥だ当とうだな。屋敷の一階と二階の構造は似通っているだろうし、内部の把握もしやすいかもな。敵の尾び行こうって力押しだとクエストをクリアできないと思うんだよなぁ」

　タクがそう呟き、とりあえず全員でまとまって、屋敷一階の探索を始める。

　エントランスから見上げる二階の廊下には、時折燭台を持った異形のＮＰＣの姿が見て取れるが、一階の見張りのＮＰＣは異形化しておらず、こちらが視認したタイミングで隠かくれれば、余よ裕ゆうで回かい避ひすることができるくらいにザルな警備だった。

　部屋から部屋への移動時の先頭には俺とガンツが立たされた。

「なぁ、タク。なんで俺とガンツが先頭なんだ？　俺は、一応後衛だぞ」

「このパーティーの中で、罠わなを感知できるセンスを持っているのはユンだけだからな。それと、ガンツは【罠解かい除じよ】のセンスを取得しているから、二人を組ませて先に立ってもらうのがベストなんだよ」

　確かに、俺には罠の発見に役立つ【看かん破ぱ】のセンスがある。更に、暗視性能を持つ【空の目】との組み合わせで、この薄暗い屋敷の内部の探索には向いている。

　だが──

「ガンツって【罠解除】のセンス持ってたのか？」

「妖よう精せいクエストの後にな。ダンジョンの難易度が上がってくれば、罠の難易度も上がるから、力ちから技わざが通じなくなってきて、一応取得した」

　そういう理由か、と納得する一方で、ガンツの【罠解除】のセンスのレベルがまだ低いので、今一つ安心はできない。

　そこで俺は、解除よりも罠回かい避ひの方向で移動することに決めた。

「それじゃあ、マッピングしながら探索するか」

　俺は、【調合】の組み合わせをメモする時に使う紙とペンを取り出し、見える範囲の屋敷の見取り図を紙に描かいていく。

「そう言えば、ユンちゃん。前に妖精クエストの時も紙にマップ描いてたな」

　妖精クエストの時に俺が手描きでマッピングしたことを覚えていたガンツは、そう呟く。

「これで屋敷全体の構造を記録していけば、何かが見えてくるかもしれないからな」

　俺はそう言って、エントランスから今いる通路までを手描きして、屋敷の見取り図を作製する。

「あとで確認しやすくなるから、頼たのんだぞ、ユン」

　タクに言われて、俺はガンツと並び通路を歩きながら、すぐにいくつかの罠を発見する。

「鳴なる子こ、警報、落とし穴、催さい眠みんガス。プレイヤーの行動阻害やＮＰＣを呼び寄せるタイプの罠が多いな」

　通路を歩き、空いている部屋を探す。一階の部屋にはほとんど鍵かぎは掛かかっていないが、侵入を妨ぼう害がいする何らかの罠が仕掛けられていた。

　それらの罠は、注意深く確認すれば、センス無しでもわかるもので、それらを解除もしくは回避しつつ探索して見つけたものは、武器やポーションなどの消しよう耗もう品ひん、多少のＧなどの副次的報ほう酬しゆうだ。

　その中で唯ゆい一いつ、鍵の掛かっている部屋で見つけたものは──

「ここにも武器が……それもなんで金製の武器？」

　ガンツがレベルの低い【罠解除】の《解かい錠じよう》スキルで開けた部屋は小こ奇ぎ麗れいな倉庫になっており、並んだ木箱の中には実用性の低い金製の武器が保管されていた。

　それも何十本という数で、パーティーメンバー全員分の装備の種類が揃そろっていた。

　金製の武器は、戦せん闘とうではあまり活用できないが、鋳い潰つぶして金インゴットにすれば、かなりのＧになる。まあ俺としては、特段目ぼしいアイテムではなかったが……。

「なんかこう、作さく為い的なものを感じるな。とりあえず俺は、長ちよう剣けんを２本確保するか」

　タクは、そう言って、見つけた木箱の中から抜き身の成金ソードを２本持って行く。

　ミニッツは、宝石のあしらわれた成金メイス、マミさんは、金メッキの杖つえ、ケイは嫌いや々いやながらに黄おう金ごん鎧よろいと盾たて、長剣と、一番眩まぶしい装備を手に入れた。

「それで、ガンツの装備は……」

「俺の装備っていっても無む手ての格かく闘とう家かだから要いらないって」

「それじゃあ、後に残るのは、金の投げ槍やりや金の矢、金の投げナイフか」

　俺は、その趣しゆ味みの悪い成金装備をインベントリに回収した。これらの装備は鋳潰してインゴットにする予定だ。

　一階のその他ほかの場所を探索したが、これといって目ぼしい部屋やアイテムは見つからずに代わりの物を見つけた。

「他の侵入口ってこういう所にあるんだな」

　ワインセラーから繫つながる地下室を見つけた俺たちは、そこに降りていくと、屋や敷しきと涸かれれ井戸を繫ぐ通路らしきものを見つけた。

　俺がボス級ＭＯＢとの連戦を警けい戒かいして地下通路の中をセンスで調べなかったために、タクとガンツが直接降りていったが、ＭＯＢはおらず戦闘も発生しなかった。

「一度アジトの中に潜せん入にゆうすると、全部の侵入経路が開放されるんだな」

「よかった。これなら帰りはあの玄げん関かんから慎しん重ちように移動しなくて済むな」

　俺は、玄関から戻もどらなくて済むことに安あん堵どし、全員に苦く笑しようされる。

　一階の探索では、他にも外部からの侵入経路を幾いくつか見つけたが、クエストのキーアイテムとなりそうな物は発見することはできなかった。

「一階の部屋を全すべて調べたけど、ここまでクエストをクリアしたプレイヤーへのご褒ほう美び、って面が強いな。本番は、二階より上か」

　タクの言葉に全員が頷うなずき、一歩踏ふみ出すが──

「──あっ、夕飯の時間だ」

　俺がメニューに設定していたアラームが時間を知らせ、全員がはっと気が付く。

　学校から帰って来てすぐにログインして、約二時間の探索をした。これ以上ＯＳＯにログインし続けると、夕飯の時間が遅おそくなってミュウが煩うるさくしそうだ。

「確かに、一度休きゆう憩けいするには、いい時間だな」

「そうですね。一度、涸れ井戸のところから脱だつ出しゆつしましょう」

　ケイとマミさんが休憩に関して同意し、一階の探索を終えた段階で、みんなで屋敷から脱出する。

　涸れ井戸に掛かる縄なわ梯ばし子ごを上った先には、これからアジト内部に侵入するために列を作るプレイヤーたちがいて、夕暮れ時の傾かたむく太陽と寒い風が出で迎むかえてくる。

「それじゃあ、攻略の続きはどうする？　今晩やるか？」

　クエスト攻略の予定を尋たずねるタクに、ミニッツが申し訳なさそうに答える。

「ごめんね。私は、今晩は少し都合が悪いの。明日の夜はどうかな？」

「他のみんなは？」

　タクが全員の予定を確認して翌日の夜に続きを行うことにして、ログアウトした。




　ログアウト後に俺と美み羽うは、夕飯の席で互いにＯＳＯの状じよう況きようを話し合っていた。

「へぇ、お兄ちゃん。あの屋敷の警護クエストをクリアしたんだ」

「そうなんだよ。で、そのまま、アジト壊滅の連鎖チエーンクエストの攻略を手伝うことになったんだ」

　俺は、美羽に説明しながら、鶏とりの手羽先とゆで卵をお酢すと醬しよう油ゆ、砂糖、ショウガで煮にた鳥のさっぱり煮や野菜の御お浸ひたし、味み噌そ汁しるなどに箸はしをのばしている。

　圧あつ力りよく鍋なべを使って煮た手羽先は、プルプルと柔やわらかく、味が染しみていて美お味いしかった。

　そう言えば、ショウガに似たアイテムがＯＳＯにもあるから、それとコカトリスの肉を使って同じような料理ができるかも、などと俺が考えていると、美羽がそのクエストに関して強い関心を向けてくる。

「へぇ、あのクエスト受けたんだぁ。未達成のクエストだけど、どんな感じ？」

「なんか、力押しは通用しないって感じかな。正面玄関ルートは、警戒が強いけどそれさえ抜ぬければ戦闘のない特とく殊しゆな侵しん入にゆう方法だし、涸れ井戸ルートには、ボス級ＭＯＢがいて連戦突とつ破ぱしなきゃいけないらしい。一度、屋敷内部に侵入すれば全部の侵入経路が開放されるけど、それまでが大変って感じかな？　あとは、屋敷の中を異形化したＮＰＣが徘はい徊かいしていた」

「ふむふむ。それじゃあ、私たちのパーティーだったらトビちゃんが活かつ躍やくしそうだね！」

　タクのパーティーにも斥せつ候こう役としてガンツがいるが、それ関係のセンスを育成し始めたばかりらしく、まだまだ未熟なところが多いようだ。

「私もそのクエストに関して色々聞いたなぁ。確か、アジト内の見回りのＮＰＣを倒たおしちゃいけないとか」

「俺が聞いたのは、屋敷侵入までに何度も見つかるとクエスト攻略が強制失敗になるって話かな」

「私の情報を知ったのはさっきだよ。確か、見回りのＮＰＣがかなり強くて、一人倒すのに結構時間が掛かるらしいよ。そして、そこに集まって来る敵ＮＰＣを一定数倒すと、プレイヤーたちは強制的に動きを封ふうじられて、アジトの外に放ほうり出されるらしい」

「それって、屋敷の外で鳴らされていた鈴すずと同じものが使われてるのか？　だとしたら、力押しはやっぱり禁物か。でも、一発アウトじゃないと考えると、多少は余裕があるのか？」

「もし力押しが通るなら、屋敷で大立ち回りしてみたいなぁ！」

　それは、あれだろうか？　敵との斬きり合いをエントランスにある螺ら旋せん階段上の二階踊おどり場で演じて、斬り伏ふせた相手が階段を転がり落ちるというアレだろうか、と思いながら、美羽の話を聞く。

「まぁ、力押しにならないように慎重に行動するよ」

「お兄ちゃんも頑がん張ばってね。私は、静しずかお姉ちゃんのギルド【ヤオヨロズ】の人たちとレイドクエスト受けているんだよ！」

　何でも、数日後の【ヤオヨロズ】のギルドホームで開かれるパーティー用の肉の確保だとか。

　そんな話をしながら夕飯が終わり、食後のお茶を飲んでいる美羽と、食器を洗う俺。

　静かな食後の時間を過ごした後、何かを思い出したかのように美羽が呟つぶやく。

「そう言えば……あの警護クエストをクリアしたってことは、パーティー用の衣い装しようアイテムを──「さー、風ふ呂ろの準備でもするかな！」──ちょっと、お兄ちゃん!?」

　美羽の呟きを搔かき消すように俺が声を重ね、食器を片付けてそそくさと風呂場に逃にげ込んだ。

　リビングから呼びかける美羽の声が聞こえるが、俺は無視することにした。




　　　　●




　お風呂に入り、寝ねる前の僅わずかな時間、ＯＳＯにログインした俺は、【アトリエール】の工こう房ぼう部で生産活動をしていた。

　今日の戦果である金製の武器は、金の矢以外は魔ま法ほう炉ろに投入し、溶とかして金インゴットに戻す。

　夜の工房部を、ランタンの灯あかりと魔法炉から零こぼれる炎ほのおの明るさが照らし出す。

　溶けた金をインゴットの型に流し込み、少し冷ましてから型から外して、その表面を黒こく鉄てつ製のハンマーで叩たたく。

　不純物を浮うかして、純度の高いインゴットに加工するのだ。

「ふぅ、こんなものかな？」

　金の矢以外の金製武器のインゴット加工を終え、金インゴットがテーブルの上に積み上げられる。

「これで何作ろうかな？　純じゆん粋すいな金のアクセサリーじゃなくて、合金にして使ってみようかな」

　ちょっと素材が溜たまって嬉うれしくなり、口元が緩ゆるんだ俺は、その金インゴットを手に取る。その時──

　コンコンコンっと【アトリエール】の店てん舗ぽ部の方で音がして、作業の手が止まる。

「な、なんだ!?」

　不安な表情で店舗の方に顔を向けると、再びコンコンコンという音が聞こえ、体がビクっと震ふるえる。

　今は、リゥイとザクロを召しよう喚かんしていないし、キョウコさんも店じまいして、とっくに帰ってしまっている。待ち人の予定もない。

　まるで、ホラー映画にあるような展開に、俺が恐おそる恐る【アトリエール】の店舗部を確かめると、戸と締じまりされた入り口のところに人ひと影かげが見え、間を置いて何度も扉とびらを叩いている。

　音を立てないようそっと店舗部に足を踏み入れれば、【寒冷ダメージ】の実装による寒さか、それともホラー的な展開への寒気か分からないが、軽く身み震ぶるいが出る。俺はさらにゆっくりと入り口に近づき、恐る恐る鍵かぎを開けてみた。

　すると、そこに立っていたのは──

「ううっ、寒っ！　入ってもいいか？」

「なんだ、タクか。脅おどかすなよ。来るならフレンド通信か何かにメッセージ入れてくれよ」

「ユンのログインを確かく認にんして、メッセージを送ったのに、出なかったのはそっちだろ」

「えっ、マジで!?」

　タクに反論され慌あわててメニューを開けば、確かにタクからのメッセージを受け取っていた。

　その時間は、ちょうど金製武器をインゴットに戻す作業に集中していたために、気が付かなかったようだ。

「悪い、気付かなかった。それで、何か用なのか？」

「用ってわけじゃないけど、ちょっと時間が空いてたからな。簡単な納品系クエストのための素材集めにでも行かないかと思って」

「はぁ、そんなことするくらいなら、手持ちの素材を分けてやるから」

　俺はそう言って、タクを【アトリエール】の中に案内する。

　店舗部に置かれているオーブンストーブの火は落とされているために、まだ暖かい工房部の方に案内し、お茶を用意する。

「ほら、これ飲むと温まるぞ」

「おっ、これは【ホットドリンク】か？　飲むと【寒冷耐たい性せい】が付ふ与よされる。ありがたくいただくぜ」

　擂すり下ろしたハクガの根を使ったやや辛から味みのある紅茶に蜂はち蜜みつを垂らして飲みやすくしたお茶を美う味まそうに飲むタクを見て、俺も少し頰ほおが緩み自分のカップに口を付ける。

「それで、何の素材が必要なんだ？　ＭＯＢのドロップか？　それとも鉱石系？」

「いや、薬草系のアイテムを頼たのむ。ユンはだいたいの採取ポイントを知っているから、集めるのを手伝ってもらおうと思ったんだよ」

　そう言って、タクがメニューを開いて見せてくれる受注済みのクエストの中には、俺が既すでにクリアした納品系クエストが並んでいた。

　俺は、【アトリエール】の素材入れであるアイテムボックスから指定の素材を取り出し、タクにトレードの申しん請せいをしてアイテムを渡わたす。

　すると、タクから10万Ｇが差し出されたので、俺は拒きよ否ひした。

「その素材にこんな価値はないぞ。だから、10万Ｇは引っ込めろ」

「俺の気持ちだ。それに、この納品クエストをクリアすれば、クエストチップが３枚手に入る。それを考えれば、手間賃込みで妥だ当とうな値段だろ」

　クエストチップ１枚につき、３万Ｇで交こう換かんできるために、この値段になったとタクに言いくるめられて、トレードを成立させられてしまう。

　その後、【アトリエール】の工房部を物もの珍めずらしそうに眺ながめていたタクは、作業のための机に置かれたインゴットを見つけた。

「なぁ、ユン。この金のインゴットって……」

「今日、【悪魔崇すう拝はい者のアジト】で手に入れた武器だよ。よくもまぁ、あれだけ金製の武器を集めたよなぁ。何かあるのかな？」

「流石さすがに俺も分からないけど、あの部屋だけ鍵が掛かかっていたから、何か意図的に配置されていた可能性があるな。新しく入って来た情報も、屋や敷しきのＮＰＣとの戦せん闘とうは極力控ひかえることって話だからな」

「俺もミュウからその話を聞いたよ。実際、あのアジトをどう探たん索さくすればクエストが進行するんだろうな」

　探索という言葉だけでは漠ばく然ぜんとし過ぎていて、何をすればいいのか俺には分からない。

「とりあえず、二階を探索すれば、クエストアイテムが手に入るかもしれない。一度、ユンが描かいた屋敷の見取り図を見せてくれるか？」

　タクに言われて、俺は今日作った一階の見取り図を取り出す。

　エントランスを中央にして、向かって左側には小さめの部屋が多くあり、右側には、食堂や調理場などの大きな部屋が並んでいるのを確認する。

「二階の構造も一階と似ていると予想すると、二階の右側がクエストの終着点か？」

「まぁ、メタ的な考えだとそうだな。ボスとの戦闘の場合、広い部屋が必要だし」

　俺は、そんな現実的なことを言いながら、タクと一いつ緒しよに再び見取り図に視線を落とす。

「あと、これは確定情報じゃないけど、敵ＮＰＣに見つかった場合、屋敷内の仲間を呼び集めるらしいんだ。だから仲間を呼ばれる前に倒してしまうか、仲間を呼べないように拘こう束そくする必要があるらしい」

　タクの言葉に、俺は顎あごに手を当てて対策を考える。

　そうなると、【眠ねむり】や【気絶】の状態異常バツドステータスを誘ゆう発はつするポーションを用意するべきだろうと思い、アイテムボックスからそれらのアイテムを取り出したが、途と中ちゆうで手を止める。

「あー、屋内では弓矢の攻こう撃げきは不向きだから、別の攻撃手段の方がいいか。そうなるとガンツ用のを作るかな」

　俺の長弓による攻撃は、狭せまい通路などでは取り回しが難しい。ならば、【投げ】系のセンスを持つガンツが投げやすい道具を作ろうと、今度は鉄のインゴットを取り出す。

　そして、その場で鉄と金のインゴットをそれぞれ魔法炉で溶かして、数十本の鉄と金の投げ針を作り出す。

　それらの投げ針に【合成】スキルで状態異常バツドステータス薬を合成して、【鉄の眠り針】や【金の気絶針】という新たなアイテムを作り出す。

　余談だが、なぜ銀インゴットで針を作らないかというと、銀系のアイテムに状態異常バツドステータス薬を合成すると、黒く変色して著いちじるしくアイテムの攻撃力が下がってしまうからだ。

　銀製の武器は、アンデッド系のＭＯＢに対して特攻性能があるが、反面、毒には若じやつ干かん弱いため、その相あい性しよう上除外されたのだ。

　そんなこんなで二種類の投げ針を作っていた俺は、ついつい夢中になってしまう。

「ユンは、面おも白しろいことやってるなぁ」

「あっ！　ごめん、タクのこと忘れてた」

　俺は、タクがいることを忘れて、アイテム作りに集中していた。

　そんな俺の様子がおかしいのか、クスクスと笑い出すタク。

「いや、凄すごく生き生きとしてるなぁ、と思ってな。滅めつ多たに見られない姿を見られて良かったよ」

　タクにそんなことを言われて、なんだか恥はずかしくなって少し斜ななめ下に視線を逸そらす俺。

「そんなこと言っても何も出ないぞ」

「思ったことを言ったまでだよ」

　俺は、タクの視線から逃のがれるようにして、出来上がったばかりの投げ針の束の半分をタクに押し付ける。

「半分は俺が持ってる。もう半分はタクが持ってろ」

「了りよう解かいっと」

　そう言って、受け取った投げ針をインベントリに仕し舞まったタクは、ふと真しん剣けんな表情を作ると、話を振ふってくる。

「今回のクエストは、怖こわがらないんだな」

「はぁ？　怖がるって何を？」

　質問の意図が見えずに、俺は訝いぶかしげに聞き返す。

「暗い場所とか、ホラーとか、割と苦手だろ？　だから、誘さそってはみたものの、【悪魔崇拝者のアジト壊かい滅めつ】なんてクエストは、どうかと思ってな。けど、大だい丈じよう夫ぶそうで安心した」

「タクは勘かん違ちがいしているぞ。俺は、暗い場所やホラーの全部が苦手なわけじゃないぞ」

　いつもは敬遠してホラー系のゲームや映画から逃にげているから全部が駄だ目めなように思われるが、そうじゃない。

「今回のクエストは、別にホラーって感じしないんだよ。屋敷だって薄うす暗ぐらくはあるけど、お化けとか出てくるわけじゃないし、見回りしていた化け物のＮＰＣも、何い時つも相手にしているＭＯＢと大差ないと思ってるぞ」

「じゃあ、ユンの中でホラーかホラーじゃないかの線引きは何ど処こにされてるんだ？」

　タクの疑問に、俺は、顎に手を当てて考える。今まで深く考えてなかったが、多分自分の中で許容できるか否いなかの違いは──

「今回の異形のＮＰＣは、モンスター系や生物パニック系だからセーフ。逆に、普ふ通つうのＮＰＣでもこちらをジワジワと追い詰つめてくる殺さつ人じん鬼き系は駄目かも。あとはタクの知ってるジャンルが苦手かな」

「ゾンビ系と心しん霊れい系が駄目か。あとは、肉にく壁かべとか駄目だったから、グロ系も駄目なんだな」

「そうそう、そんな感じ」

　モンスター系や生物パニック系のようなＳＦホラーに分類されるジャンルは、怖がるよりも考えさせられるので、怖さを感じる前に純じゆん粋すいに楽しめたりする。

　その逆で、ゾンビ、心霊、グロは、考えるより先に本能に訴うつたえかけてくる恐きよう怖ふなので、苦手なのだ。あとは、驚おどろかせるタイミングも絶ぜつ妙みようだから心臓に悪くて苦手だ。

「ユン、料理で肉とか切るのにグロ系は駄目なのか……」

「やめろ、考えさせるな。明日あしたから肉料理が作れなくなったらどうする」

　タクの呟つぶやきに心底嫌いやそうな顔で抗こう議ぎすれば、くくくっ、と喉のどを鳴らして笑っている。

「悪い悪い。けど、幼おさな馴な染じみでも案外知らなかった事実にちょっと驚きだな」

「そりゃ、知らないことだってあるだろ。たまに自分でもびっくりする時があるからな」

　最初は、セイ姉ねぇと会うためにタクとミュウに誘われたＯＳＯが、こんなにも自分に合ってこんなにも本気になるなんて思っていなかった。

　そんな俺の思いは口に出さないが、タクは、違いない、と肩かたを竦すくめて笑っている。

「まぁ、ユンが今回のクエスト攻こう略りやくではパニクらないって分かって安心したよ」

「なんだ？　そんなことのためにこんな時間に店に来たのかよ」

　そんなの明日学校で聞けば良かったんじゃないのか、と思うが、タクのこういう気き遣づかいが少しだけ嬉うれしかったりする。

「それじゃあ、タク。明日はよろしく、で良いのか？」

「明日もよろしく、だろ。ユンが俺たちのパーティーに入って、これからもよろしく、とかでも俺は構わないぞ」

「それはない。俺は、一人でのんびりやるのが好きなんだ」

　軽口を叩たたき合い、互たがいの握にぎり拳こぶしをぶつけて笑い合う。

　その日、俺とタクは二人ともその直後にログアウトしたが、俺は少しだけ明日のクエストのやる気を手に入れた気がする。







　　　四章　悪魔像とアジト壊滅







　翌日、同じ時間に再度【悪魔崇拝者のアジト】の前に集まった俺たちは、今度は涸かれ井戸から地下通路を通って屋敷の内部に侵しん入にゆうを果たす。

「よし。今日は二階の方を探索するから、ユンとガンツ、頼んだぞ」

「任せておけ！」

　気楽にサムズアップするガンツの顔を見て、俺は少し不安になるが、すぐに気持ちを切り替かえて、ガンツ用に昨日作ったアイテムを渡す。

「ガンツ、使えると思ってこれを作って来たんだけど、どうだ？」

「なんだ？　ユンちゃんからのプレゼン……ト？」

　俺が渡したのは、二種類の金属で作られた投げ針の束だ。

　それを見て固まるガンツに対して、横から覗のぞき込むミニッツは──

「これは……煩うるさいガンツに対して、針千本飲んで黙だまれというユンちゃんなりのメッセージね」

「それって遠回しに自害しろと!?」

「いや、違うから。ガンツは【投げ】系のセンスを持ってるから、この【眠り】と【気絶】の状態異常バツドステータス薬を合成した投げ針で、見回りのＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターを無効化できないか、って相談だよ」

　今では、【格かく闘とう】センスとして統合されているが、【投げ】センスにあった投とう擲てき技能に対応する補正は引き継つがれているはずだ。

　俺の渡わたした二種類の投げ針は、それぞれ強度２の【眠り】と【気絶】の状態異常バツドステータスが合成されている。敵に状態異常バツドステータスの耐たい性せいがない場合には、大よそ20秒くらいの足止めはできるはずだ。

　ガンツは、鉄の眠り針の束から何本か抜ぬき取り、利きき手の指の間に一本ずつ挟はさむと、手首のスナップを利かせて壁に向かって投げる。

　無音で飛ひ翔しようする投げ針は、壁に浅く突つき刺ささる。

「おっ、なんか、新しい格闘系のスキルの条件満たしたっぽい」

「マジでか!?　どんな取得条件だ！」

「ああ、でも純粋な格闘スキルじゃなくて、格闘武器スキルだ。スキル名は《針しん撃げき》。格闘系スキルを保持しつつ、刺し突とつ系ダメージを与あたえる消しよう耗もう武器を使用した場合に取得、か」

　ガンツが新しいスキルを覚えたことでみんなが沸わき立つ中で、当のガンツだけは、微び妙みような表情を作っている。

「どうしたんだ、ガンツ？　折角の遠えん距きよ離り攻撃スキル取得だろ？」

「遠距離攻撃なら、打撃や蹴けりを飛ばすスキルが既すでにあるから、今いま更さらこれは微妙なんだよ」

「まぁ、今回のこれで別のスキル取得条件が分かるかもしれないだろ」

　タクがガンツにそう言い、この話はここで終しゆう了りようとなる。

　俺たちは、一階のエントランスの緩ゆるい螺ら旋せん階段を上がり、いよいよ二階の探たん索さくを始める。

「やっぱり、見回りの数が一階より多いな」

　小声で言葉を零こぼすタクの視線の先には、異形化した悪魔崇すう拝はい者しやＮＰＣが燭しよく台だい片手に巡じゆん回かいしているが、見回りの人数が多いためその巡回の間かん隔かくが短く、六人パーティーがぞろぞろと進めばすぐに見つかってしまう。

「とりあえず、ガンツとユンは、安全地帯を探してくれるか？」

「分かった。どこかの空き部屋を基点にして、少しずつ進もう」

　俺とガンツは、二人だけで先行して、安全地帯を探す。

　罠わなは、【看かん破ぱ】のセンスで回かい避ひしつつ、螺旋階段から左手方向に一番近い部屋の前に辿たどり着く。

　俺とガンツでその部屋の内部の安全を確かめた後、階段下で待機していたタクたちに合図を送り、全員でその部屋の中に入り込む。

「ここをベースにして、二階にあるクエストの情報を集めるけど、とりあえずこの部屋を調べるか」

　タクの言葉に、俺とガンツで一度安全確かく認にんのために調べた部屋をもう一度探す。

　部屋の中には、アイテムやクエスト情報はなかったが、調度品などのオブジェクトが、一階に比べて豪ごう華かになっているのを感じる。

「一階は使用人の居住区画や職場で、二階が家主の生活空間という設定なのでしょうか」

「だとしたら、一階の見取り図で考えると、右側にあるはずの広いスペースは、ダンスホールとかかな」

　マミさんが漏もらす感想に、俺が手て描がきの見取り図を見ながら反応する。

　ちなみに、巡回する見回りＮＰＣは、屋や敷しき内の各階を時計回りに回っているらしいので、その流れに逆らって二階の今いる部屋から右側の部屋に直接向かうのは困難である。

　だから、見回りの動きに合わせて時計回りに移動しながら、クエストのヒントを集めていくべきだと、俺個人としては、思っている。

「ここには何もないか。それじゃあ、次にユンとガンツは近くにある調査できる部屋を探してくれ」

「おう、任せておけ！」

　相変わらず俺を不安にさせるガンツの気前のいい返事を聞きつつ、俺は、次の見回りのＮＰＣが通り過ぎたのを足音で確認し、廊ろう下かにこっそりと出ていく。

　そして、見回りに気付かれないようにその後を追って移動しながら並んでいる部屋の扉とびらを一つずつ確認するが、一階に比べて多くの部屋に鍵かぎが掛かかっている。

　そんな鍵の掛かった扉の一つの前で、ガンツの足が止まる。

「ユンちゃん、ちょっと待ってくれるか？　試ためしたいことがあるんだ」

「試したいこと？」

「そうそう、昨日のユンちゃんみたいな閃ひらめきだよ」

　そう言って、罠がないことを確認した扉の前に膝ひざを突くガンツ。

　何をするのか、と疑問に思う俺の前で、先さき程ほど渡した鉄の投げ針を取り出したガンツは、それを力で強ごう引いんに捻じ曲げる。

　昨日は、成功率の低い《解かい錠じよう》スキルで鍵開けしたガンツだが、金属の針を曲げた即そく席せきのピッキングツールを作り出し、それを鍵穴の中に差し込むことで鍵を開けるつもりのようだ。

　ガンツはしばらくガチャガチャと鍵開けに挑ちよう戦せんしていたが、【罠わな解かい除じよ】のセンスのレベルが高くないために、即席の道具を用意しても慣れない道具ではすぐに鍵は開かない。

　更さらに、薄うす暗くら闇やみの中での作業で、小さな鍵穴に差し込んだ鉄の針から返ってくる感覚しか情報がない状態で苦戦している。

「行けそうなんだけど……」

「いや、結構時間を使ってるだろ。ここは一度タクたちのところへ戻もどって別の安全地帯を……」

　探そう、と提案しようとした時、廊下の奥の曲がり角にロウソクの灯あかりが伸のびているのに気付いた。

　急いで先程の部屋まで戻らないといけない。

　だが、万が一戻るのが間に合わなければ、見回りのＮＰＣに俺たちがその部屋に入るのを見られてしまう。そうなれば、パーティー全員が逃にげ場のない部屋で、次々と集まって来る敵ＮＰＣと戦わなければならない。

「ガンツ、もう諦あきらめろ！　すぐに戻るぞ！」

「あと、ちょっとなんだ……」

　手て応ごたえがあるのか、俺がガンツの肩を叩いても扉の鍵穴から離はなれようとしない。

　敵に見つかりそうな緊きん張ちよう感かんの中、万が一見つかった時の対策を頭の中で巡めぐらせる。

　やって来た見回りＮＰＣだけを仕留めるか。いや、かなり強化されているらしいＮＰＣ相手では足止めくらいしかできないし、下手にこちらから攻こう撃げきして、躱かわされた挙句、応おう援えんのＮＰＣを呼ばれると困る。

　それなら、とりあえず一番近くの空き部屋に一いつ旦たん隠かくれ、その後、タクたちと合流すればいい。

　それか、あえて屋敷に仕し掛かけられている落とし穴の罠を探し出し、一階に落下して逃げるか。

　見回りのＮＰＣが近づいてくる中で色々な考えが頭の中を過よぎるが、全すべてはガンツがその場から動けばの話だ。

　当のガンツは、まだ扉の解錠に集中しており、俺は腹を括くくって、ギリギリまでガンツを信じることにする。

　そして──

『キサマら、何モノだ！』

　異形化したＮＰＣの割れた声が響ひびき、肥大化した体に不ふ釣つり合あいな細身のナイフをローブの下から取り出して近づいてくる。

　そのＮＰＣは、タクたちの隠かくれている部屋の前を通り過ぎた時──体を斜ななめにして倒たおれた。

「おいおい、なにを見つかってるんだよ」

　部屋の中で待機しているはずのタクが呆あきれた様子で、倒れた見回りの向こうに立っていた。

　その直後、ガンツの鍵開けが成功して、ガチャという音と共に閉とざされていた扉が開いた。

「とりあえず、この部屋を探索しようぜ！」

「眠ねむっているＮＰＣが起きない内に部屋の中に入るぞ」

　タクの呼び掛けに合わせて安全地帯として使っていた部屋から待機していたケイたちが出てきて、ガンツが鍵を開けた部屋の中に素早く入っていく中で、俺は倒れている異形のＮＰＣを見る。

　そのローブの背中には、４本の鉄の針が刺さっており、それは昨夜タクにも渡しておいた状態異常バツドステータス薬を合成した投げ針だと気が付く。

　投げることでダメージを与えることができるのは、【投げ】系のセンスを持つガンツだけだが、適用されるセンスのないタクや俺の場合でも、ダメージ判定は発生しないものの、投げ針に合成した状態異常バツドステータスの効果は発揮させることができる。

　それを確認した俺は、タクたちの後から滑すべり込むように部屋の中に入り扉を閉める。

　そのまま俺が扉に張り付き、廊下の音を聞いていると、タクによって意識を失っていた見回りＮＰＣが別の見回りのＮＰＣに起こされたのか、動き始めたようだ。

「どうやらそれなりに眠っていたようだな」

「【眠り２】の投げ針だろ？　それを複数本刺さして効果が重複している以上に眠ってたようだから、見回り用にＮＰＣの状態異常バツドステータス耐性が低く調整されているのかもな」

　見回りのＮＰＣの戦せん闘とう力は、かなり強めに設定されているが、それに反して状態異常バツドステータス耐性は、極きよく端たんに低く設定されているんだろうと、タクが見解を述べる。

　扉の向こうのＮＰＣたちは、突とつ然ぜんの昏こん睡すいを異形化の副作用と捉とらえたようで、倒れる前後の記き憶おくがあやふやだという会話が聞こえた。

　だが、それより重要な問題があった。

「ガンツ、どうしてあんな無茶したのよ！　危あやうく見つかるところだったでしょう！」

　タクが機転を利かせて俺とガンツを見つけた見回りのＮＰＣを眠らせなければ、他ほかのＮＰＣを呼ばれて取り囲まれていた可能性がある。

　それについてミニッツがガンツを怒おこると、あはははっ、と乾かわいた笑い声を漏らしながら頭の後ろを搔かくガンツ。

「いや、確かにそうだけど、移動する時に安全地帯が複数ある方が隠れやすいじゃん。だから、できるなら最初の安全地帯から少しでも近いところに作りたいな、って……あはは」

　そう言って、申し訳なさそうにしながらも笑うガンツに毒気を抜ぬかれた俺とミニッツは、呆れてしまう。

　一応、パーティーのことを考えての行動だったので、強くは責められない。

「まぁ、折角入ったんだから、とりあえずこの部屋を調べてから他の部屋を調べるか」

　ケイの一言に、固まっていた俺たちが部屋の探索を始める。

　部屋の扉に罠が仕掛けられていないことは確認済みだが、部屋の中には罠がある可能性があるために入念にチェックする。

　だが、罠は発見されず、代わりに昨日手に入れたアクセサリーに比べて、大分価値のある装備を見つけることができた。

「割と使える種類の装そう飾しよく品ひんだな。これはクエスト後に分配するとして、次はどうする？」

　俺は、調度品であるテーブルの上に手て描がきの見取り図を広げて、ここまでに移動した範はん囲いと確認した扉の数などをマッピングして、全員でそれを眺ながめる。

「ガンツが鍵開けできるからな。近くの鍵の閉まっている部屋を調べるか？」

　ケイの提案にタクが頷うなずき、ガンツを一いち瞥べつする。

「そうだな。ただ、またガンツが無茶しないように、今度はユンだけじゃなくてミニッツも付いていってくれ」

　タクの指示にミニッツが頷き了りよう解かいする。

　先程、俺がガンツの無茶な行動を止めていたら、見つかるリスクは減らせたのに、と後こう悔かいするが、この先はミニッツがガンツの手た綱づなを握にぎってくれるので少しだけ安あん堵どを覚える。

　そして、次の見回りのＮＰＣが俺たちのいる部屋の扉の前を通り過ぎた後、素す早ばやく俺とガンツとミニッツの三人が廊下に抜け出し、一番近い鍵の掛かった扉を解錠する。

　二回目ということで、慣れとセンスのレベルアップによる補正から、ガンツは先程よりも短い時間で鍵を開けることができた。

　その部屋は、屋敷の外を警けい戒かいする悪あく魔ま崇すう拝はい者のＮＰＣがいる玄げん関かんの上のベランダに繫つながる部屋が隣となりにあり、一部壁かべ紙がみの剝はがれた場所には穴が開いていて、隣の部屋の様子を覗のぞき見ることができた。

　俺とガンツが覗き穴を覗き込み、他のみんなは壁に耳を当てて、巡じゆん回かいしてきた見回りのＮＰＣとの接せつ触しよく会話を聞くことができた。

『教祖様ノ力にヨッテ、コノ姿になったガ、まだ本調子デハナイようだ。時折、記憶ガ混こん濁だくスル』

『教祖様が言うには、次し第だいに力が馴な染じみ定着するらしいぞ。だが、余り無茶はするなよ』

『ワカッテイル。ダガ、次ノ悪魔召しよう喚かんノ儀ぎ式しきを成功サセルタメニハ、今ガ踏ふん張りドコロダ。それより、ソチラニ異変ハないか』

『いや、時折周辺を嗅かぎまわっている人間が侵しん入にゆうしようとするが、この【金かな縛しばりの鈴すず】の力で動けなくして外に放ほうり出してるよ』

　そう言って、飾かざり紐ひもで結ばれた二つの鈴が吊つるされた杖つえを掲かかげて見せるベランダのＮＰＣ。あれが、玄関からの侵入を防いでいた原因らしい。

　その後、業務的な会話をして、再びそれぞれの警戒任務に戻る悪魔崇拝者のＮＰＣたち。

　それをこっそり見送った俺たちは、顔を突つき合わせる。

「クエストが進んだ。今の会話で最低限必要な情報が揃そろってフラグが立ったんだろう」





──【Ｃチエーンクエスト・悪魔崇拝者のアジト壊かい滅めつ】──

悪魔召喚の儀式場に突入せよ──３／４






　進行したクエストの内容には、悪魔召喚の儀式場があると出ただけで、まだ情報不足が否いなめない。

　それは、タクも感じているらしく、一同を見回し発言する。

「俺としては、やつらのやろうとしている悪魔召喚の儀式について詳くわしく知るために、情報を集めるべきだと思っている」

「いいんじゃないか？　まだ調べていない部屋があるんだし」

　軽い調子で肯こう定ていする俺と同じように、みんなも悪魔召喚儀式の情報を集めることに賛成する。

　その後も見回りに気付かれないよう慎しん重ちように鍵かぎの掛かかった部屋を開けていった結果──

・悪魔召喚の儀式は、依より代しろに霊れい体たいの悪魔を召喚して憑ひよう依いさせるもの

・異形化したＮＰＣは、低級の霊体の悪魔を憑依させたもの

　この二点の新情報が得られた。

　だが、俺たちが求めている、召喚儀式の妨ぼう害がい方法や異形化したＮＰＣに憑依している霊体悪魔を抜き出して弱体化させる方法、また敵の弱点などの情報は、見つけることができなかった。

　そして、更さらなる情報を集めようと、再び俺とガンツとミニッツが先行し、ガンツが次なる部屋の扉とびらの鍵を開けた瞬しゆん間かん、屋や敷しき全体に警報が鳴り響いた。

　高い人工音に俺たちは、反射的に扉から離れ、ミニッツがガンツを見る。

「ガンツ。あんたまさか罠わなを見落としたんじゃ」

「ミニッツ、それはない。俺も確かく認にんした。とにかく一度タクたちのいる部屋に戻もどろう」

　ガンツ自身は、自分が警報を鳴らしたと思い、珍めずらしく顔を青くしている。

　俺たちは素早くタクたちの待機する部屋に戻り、警報が収まるのを待つが、その気配はなかった。

　廊ろう下かの様子を確かめるために扉に耳を着けていたガンツが外の様子を伝えてくる。

「……なんか、片かたっ端ぱしから部屋を調べているみたいだ。ドアを開閉する音と複数の足音が聞こえる」

「はぁ、まさかこの罠があったとはな……」

　タクは、額を押さえて深い溜ため息いきを吐はき出し、俺はそんなタクに尋たずねる。

「タク、何か思い当たることでもあるのか？」

「俺たちは情報を集めるために幾いくつもの部屋の扉を開けたが、開ける扉が一定数を超こえると警報が鳴る仕掛けだったんだ」

　多分そういう、初見殺しのギミックだ、と口にするタク。

　そして、廊下の気配を探さぐるガンツは、徐じよ々じよにＮＰＣがこの部屋に近づいてくることを伝えてくる。

　その言葉に覚かく悟ごを決めたのか、表情を引き締しめたタクが、インベントリからとあるアイテムを取り出す。

　それは、第一の町の図書館の地下で発生したクエストの報ほう酬しゆうだった。

　知の宝と呼ばれるアイテム──【オラクル・オーブ】だ。

　質問に対してヒントが貰もらえるアイテムを取り出したタクは、その宝玉に質問する。

「──『俺たちがこの窮きゆう地ちを脱だつする方法を教えてくれ！』」

　俺は、【オラクル・オーブ】が使われる瞬間を初めて見たが、光り輝かがやいたオーブは光の粒りゆう子しとなり、機械的な言葉を発する。

『──廊下の袋ふくろ小路こうじに活路あり』

　それだけを残して、光の粒子は消え去り、俺は呆ぼう然ぜんとその光景を見ていた。

「ユン、見取り図を貸してくれ！」

「わ、分かった！」

　俺は手描きの見取り図を広げ、タクに見せる。

　それを囲んで、一階の完成図と二階の探たん索さく済みの範囲の見取り図を比ひ較かくして、ヒントの場所を絞しぼり込む。

　その場所は、この部屋の外の廊下を右に進み、一本の通路と交差した先の行き止まりだ。

「このままここにいたらじきに見つかる。すぐに廊下に出て奥の行き止まりまで行くぞ！」

　タクの判断に全員が頷き、扉の後ろに待機する。

　そして、ガンツの合図で一気に扉を開け、飛び出す。

『キサマら、何ど処こから侵入シタ!?』

　一人の異形化したＮＰＣがすぐ近くまで来ていたが、部屋を飛び出すと同時にガンツが状態異常バツドステータス薬合成の投げ針を放ち僅わずかながらも時間を稼かせいでくれて、俺たちはその隙すきに一気に廊下の奥へと走っていく。

　途と中ちゆう、十字に交差する廊下の左右を見れば、左はベランダに通じており、右には二人の異形化したＮＰＣが見張りをする大きな扉があった。

　警戒状態だった敵ＮＰＣたちは、俺たちを視認すると慌あわてて駆かけて来た。

「捕つかまるわけにはいかないんだよ！　──【クレイシールド】！」

　廊下の奥の行き止まりに辿たどり着くと、俺は振ふり返ってマジックジェムを撒まき、敵ＮＰＣたちを阻そ止しするための三重の土つち壁かべを生み出す。

　一いつ旦たんはその土壁に阻はばまれた敵ＮＰＣたちだが、すぐに土壁の向こうで土を削けずる音が響ひびき、俺たちは完全に追い詰つめられた。

【オラクル・オーブ】のヒントである活路を、その場で必死に探す俺たち。

「ないか!?　何かないか!?」

　タクが行き止まりの場所を見回すが、そこは、一階の見取り図でも何もなかったデッドスペースだ。

　だが、そのデッドスペースに意味があるのだとしたら？

　俺は、手描きの見取り図を取り出し、一階部分と比較する。

　自身の歩ほ幅はばを使って、一階部分と比較すると、どうだろう、僅かにこちらの方が短いのだ。

　そして、注視しなければ、【看破】のセンスも反応しないほどの微かすかな反応を見つける。

「タク、ここだ！　この壁の向こうに空間がある！」

「ここって……この壁か!?　でもどうやって入るんだ!?」

　俺が示す壁を叩たたいて、反はん響きようする音の違ちがいがあるのを確かめたタクだが、侵入方法が分からない。

「タク！　もう一度、【オラクル・オーブ】を使って入り方を聞け！」

　壁に肩かたから体当たりをするケイが声を張り上げる。それに対してタクも同じように肩で壁を押しながら、声を張り上げて答える。

「あれは、１個しか持ってないんだよ！」

　ガンツが、【罠解除】のセンスのアシストを受けて壁を調べるが、何も見つけることはできない。

　ガリガリと土壁が削られる背後の音に焦あせりを感じながら、俺とミニッツ、マミさんが、タクたちから離はなれて他ほかに何かないか探している時、マミさんが何かを見つける。

「あれ……なんか、変」

　そう言って指差す先には、廊下の壁に等とう間かん隔かくに配置されてる燭しよく台だいがあるのだが、なぜかそこの一つだけ、向いている方向が横に九十度曲がっている。

　俺は、恐おそる恐るその燭台に触ふれると、本来の向きに戻す。

　すると──カチリ、という音と共にタクたちが体当たりしていた壁が、ぐるん、と横に回転する。

「開いたか！　全員、跳とび込め！」

　タクは、そのまま罠があるかどうかも確かめずに隠かくし扉の奥へと跳び込み、ガンツ、ケイたちも続いて入っていく。

　まるで忍にん者じや屋や敷しきの隠し扉みたいだ、と思いながら、俺とミニッツ、マミさんもその中に入り込み、壁かべを一周させて、元に戻す。

　その後、再びカチリという音がすると、壁もまた固定されてしまった。

　同時に、壁の向こうでは、マジックジェムで生み出した土壁を崩くずして一気に雪な崩だれ込んできた敵ＮＰＣたちが、しばらくその場を探した後、去っていく足音を聞き取ることができた。




　　　　●




「ふぅ、危なかったぜ。誰だれだ、必要以上に部屋を開けると警報が鳴るように設定したの」

「それは、ＯＳＯの運営でしょ。はぁ、初見殺し満まん載さいよ」

　なんとか隠し扉を抜ぬけてＮＰＣたちをやり過ごしたことで一気に脱だつ力りよくするガンツとミニッツの掛け合いに、俺も、近くの壁に寄りかかりながら力ない苦笑いを浮うかべる。

　少し落ち着くと、隠し扉の横に嵌はめ込まれた水すい晶しよう玉だまの覗のぞき穴を見つけて外を確認したが、俺たちを追ってきた敵ＮＰＣはもうおらず、警報も鳴り止やんでいた。

「一ひと先まず安全かな」

　そう呟つぶやき、ミニッツの光ひかり魔ま法ほうで生み出された光球の灯あかりを頼たよりに周囲を調べると、隠し扉のこちら側は部屋になっており、シンプルながら幾つかの調度品が置いてあり、奥に続く通路が存在していた。

　そして、部屋の中のテーブルの上に置かれた一枚の古ぼけた紙を見つけたタクは、それを手に取り、不敵な笑えみを浮かべる。

「この隠し部屋のアイテムはこれだな」

　そう言って見せてくる紙に記された内容に俺は目を瞠みはる。

「これってこの屋敷の見取り図か！　それも完全な形の！」

　俺は、自身の作った見取り図と比較する。

　自分ではかなり正確に描かいていたつもりだが、一階部分にも隠し部屋が存在しており、そこを見つけ損そこなっていた。

　そして、このアジトの凄すごいところは、この隠し部屋が他ほかの部屋に通じているところだ。

　一階の隠し部屋はもちろん、逃にげる途中で見た、二階の見張りのＮＰＣが立っている部屋や、廊下、見取り図右側のクエストの終着点と思おぼしき大きな部屋に直接出るための隠し扉の存在などがあった。

「はぁ、こんなアイテムがあるとはなぁ。それと比べると、俺の見取り図は不正確だな」

「なに言ってるんだ、そっちも十分に価値があるぞ」

「いやいや、ユンさん！　確かに不完全でも距きよ離り感かんとかわかりやすいですから！」

「ケイ、マミさん。慰なぐさめ、ありがとうな」

　眉み間けんに皺しわを寄せながら俺を宥なだめるケイと慌てたように声を掛かけてくるマミさんだが、俺が微び笑しようを浮かべてそう答えると、なんだかみんな、呆あきれたような雰ふん囲い気きになる。

「そもそも地図や見取り図を正確に作れるってプレイヤースキル自体が稀まれなんだよ」

　そう言って元気付けるように俺の背中を軽めに叩いてくるタクに対して、俺は不満そうに答える。

「別に、やろうと思えば誰でもできるだろ。紙とペンがあれば……って、みんなはできないのか？」

　俺は、小首を傾かしげてみんなに尋ね返すが、全員首を横に振っている。

「できる人間なんて、ごく一部の検証系のプレイヤーだけだ。今は、ギルド【ヤオヨロズ】なんかのトップギルドが未探索エリアを効率的に攻こう略りやくするために、地図作製スキルを持ったプレイヤーを育成しているくらいだぞ」

　ここに来て新事実発見と同時に、俺の中に二つの感情が生まれる。

　自分の地図作製能力が、クエスト攻略に必要な、重要なプレイヤースキルだと評価されて嬉うれしい半面、それを生かすには積極的に未探索エリアやクエスト攻略に参加しなければならないために、まったりプレイをしたい自分としてはテンションが下がる。

「っていうか、なんでユンが地図作製のプレイヤースキルを持っているのかが不思議だよ」

「タクのせいだよ！　オートマッピング機能のないレトロゲームの手伝いをさせられたじゃないか！」

「ああ、あの時か！」

　一時期、高難易度ゲームに嵌はまっていた時に、何処からか古いゲームを買って来たタクに、その攻略の手伝いをさせられたことがあった。

　タクがレトロなダンジョンゲームを何度も死にながら攻略する傍かたわら、俺が学校の宿題と平行して、マッピングしたり、アイテム情報やＮＰＣの言葉をメモしたのを思い出す。

「はいはい。二人の思い出話は気になるけど、それくらいにしてクエストを再開しようか」

「はっ!?　そうだった！」

　ミニッツに言われて、俺は本来やるべきことを思い出し、タクに見取り図を返す。

「とりあえず、見張りのいた部屋の裏まで移動するか。隠し通路には罠わなはないようだから」

　見取り図を見ながら、先頭に立って歩き出すタク。

　まだ罠がないとわかったわけではないのに、と思いながら、薄うす暗ぐらい隠し通路を【空の目】と【看破】のセンスを組み合わせて警けい戒かいしながら進む。

　しばらく進み、無事に見張りの立っていた部屋の裏側に回ることのできた俺たちは、そこの隠し扉とびらに近づくと、室内の様子をタクが水晶玉の覗き穴で確かく認にんし、他のみんなは聞き耳を立てる。

『大事な儀ぎ式しきの前なのだぞ。何をやっている！』

『申シ訳、アリマセン。教祖サマ』

　怒ど鳴なる男性の声に続いて、謝罪するＮＰＣの声が聞こえてくる。

『召しよう喚かんの儀式に必要な高貴な血筋の乙女おとめの誘ゆう拐かいに失敗し、更さらにアジトへの侵しん入にゆう者しやを許した挙句逃げられる。これでは計画が予定通りに進まないではないか』

　教祖と呼ばれる男性は、苛いら立だちながら独り言を呟き、深呼吸を繰くり返して落ち着きを取り戻もどす。

『まぁ、良いでしょう。生いけ贄にえは無くても、この屋や敷しきには悪魔憑つきの信者たちが数多くいる。屋敷に満ちた邪じや気きを利用すれば、上位の悪魔も呼び出せるでしょう』

「なぁ、こういう計画を修正するパターンって、失敗か暴走フラグだよな」

　ガンツの呟きに、みんな苦笑いを浮かべながら、独り言を続ける教祖からクエストの情報収集を続ける。

『私は、これから儀式の場に向かいます。護衛の悪魔憑き以外の者たちには、一階の食堂で邪気を捧ささげさせなさい。私はそれを吸い上げて二階のダンスホールで召喚の儀式を行います』

『分カリマシタ、教祖サマ』

　そう言うと、手下らしき男のほうは部屋から出ていったようだ。

『くくくっ、さて私も儀式の準備に取り掛かりましょう』

　そう言って、教祖も部屋を出ていく。

　そして、水晶玉の覗き穴から中を覗いていたタクは、部屋の中の状じよう況きようを教えてくれる。

「部屋に誰も居ないな。それに、さっきの話からするに、屋敷内部の見回りの異形のＮＰＣが一階の食堂に集まってる間、自由に動けるってことか？」

「いや、見回りが異形のＮＰＣから普ふ通つうの悪魔崇すう拝はい者のＮＰＣに変わるだけかもしれない。でも、儀式場は分かったな」

　タクの持っている古ぼけた見取り図によると、一階の東側にある広い食堂の真上はダンスホールになっている。また、今いる隠し通路はそこまで延びているため、ここから即そく座ざに儀式場に行くことができる。

　だが、その前に──

「盗とれる物は──盗る」

　タクの言葉と共に隠し扉を開けて無人の部屋の中に入り込み、室内を物色し始めた。

「なんか、俺も染まってきた気がする。あっ、タク、その引き出しは二重底になってるからガンツに任せた方がいいぞ」

「わかった。ガンツ、ちょっと頼たのむ」

　タクとガンツは、引き出しの二重底の裏側に小さな穴を見つけ、そこから金属針を差し込み、下から押し上げることで隠された宝石箱を見つけるが、タクは中身を確認せずにインベントリに仕し舞まい込む。

「ちょっと、ケイ。ここの本ほん棚だなの裏に隠し金庫を見つけたんだけど、開ける時間がないから壊こわすの手伝ってくれない」

「了りよう解かいした。ふん！」

　ミニッツとケイは、工具箱のような金属製の手て提さげ金庫をメイスや剣けんで叩たたき割って、中のアイテムを回収している。

　俺もマミさんと一いつ緒しよに部屋の中を探して、高そうなアクセサリーや宝石などの換かん金きん性の高いアイテムや現金を見つけた。

　客観的に見たら、どっちが悪党なのか分からなくなりそうな行こう為いに遠い目をしながらも、さほど時間を掛けずに目ぼしいアイテムを回収することができた。

　ここはこのアジトの重要な部屋らしくＮＰＣからの情報だけでなくアイテムも充じゆう実じつしていたが、アイテムの確認を後回しにして隠かくし通路に戻り、儀式場のダンスホールの前まで辿たどり着く。

「既すでに儀式が始まっているみたいだな」

　他ほかの隠し扉の時と同じようにすぐ横にある水すい晶しよう玉だまの覗き穴で部屋の中を確認すれば、こちら側に背を向けた教祖と異形のＮＰＣたちが見える。

　そのＮＰＣたちの向こう側のダンスホールの床ゆかには、五ご芒ぼう星せいの魔ま法ほう陣じんが描かれており、その中央には、黒い石材で作られた厳いかつい顔の悪魔像が設置されていた。

　教祖のＮＰＣは、何やら呪じゆ文もんを唱えており、護衛らしい異形化した二人のＮＰＣからは、紫むらさき色いろの煙けむりが立ち上っていた。また、部屋の床からも同じ紫の煙が湧わき出しており、それらは魔法陣に集まりつつあった。

「あれが邪気ってやつか。なら、突とつ入にゆうと同時に護衛ＮＰＣの二人を即座に無力化。その後、教祖ＮＰＣを止めてクエスト達成だ」

　タクの言葉に全員が頷うなずき、タクが隠し扉に手を掛ける。

「行くぞ──」

　小声の合図と共に、タクがバッと隠し扉を開き、一いつ斉せいにダンスホールに躍おどり出る。

「《付加エンチヤント》──アタック、ディフェンス、スピード！」

　異形化したＮＰＣたちに向けて駆かけ出すタク、ガンツ、ケイの背中に向けて、俺は三重のエンチャントを施ほどこす。

　一息に室内を駆け抜ぬけたタクたちが、相手がこちらの動きに反応する前に、異形化した一体の護衛ＮＰＣを斬きり伏ふせて無力化する。

　続いて、二体目の異形化した護衛ＮＰＣが動きだす前に、こちらの後衛が動く。

「はぁ──《エアロカノン》！」

「──《マッドプール》！」

　マミさんの放つ不可視の空気砲ほうが二体目の異形化したＮＰＣを横よこ殴なぐりにして吹ふき飛ばし、その倒たおれた先の床に俺が泥どろ沼ぬまを生み出して足止めをする。

　仰あお向むけに倒れた異形ＮＰＣの巨きよ大だい化した体を踏ふんで足場にしたケイが、泥沼の影えい響きようを受けずに、その首元を断たち切るように剣を差し込む。

「これで護衛はやっつけた。後は、教祖だけだ！」

　二体の異形化した護衛ＮＰＣが倒され、驚おどろいたように目を見開く教祖。

　こいつを倒せば、儀式を中止することができ、悪魔崇拝者のアジトを壊かい滅めつすることができる。俺はそう思っていた。

　だが、倒された異形化した護衛ＮＰＣの体からより濃こい紫色の煙が噴ふき出し、魔法陣に吸収されていく。

「くはははっ！　依より代しろが倒されたことで憑ひよう依いしていた下級の悪魔が抜け出し、それが儀式の生贄になったのか！　これでより高位の悪魔を呼び寄せる材料は揃そろった！」

　歓かん喜きの声を上げる教祖と共に、クエストが進行する。





──【Ｃチエーンクエスト・悪魔崇拝者のアジト壊滅】──

呼び出された悪魔を退治せよ──４／４






　前の段階のクエストが、儀式場に突入しろ、という内容だった。つまり、悪魔を召喚されるのは既き定てい路線だったようだ。

　儀式場のダンスホールに充じゆう満まんする紫色の煙を急速に吸い取った五芒星の魔法陣が一層妖あやしく輝かがやきだし、中心に設置された黒い石の悪魔象に力を与あたえているようだ。

　そして──

『クォォォォォン！』

　突然、黒い石像が胸を反らし、翼つばさを広げ、鉤かぎ爪づめを立てて咆ほう哮こうを上げる。

「ふははははっ！　儀式は成功だ！　行け、ガーゴイル！　手始めにそこの侵入者たちを排はい除じよしろ！」

　動きだした悪魔象に、手て振ぶりでこちらを攻こう撃げきするように指示を出す教祖。

　悪魔像は、石の翼を羽ばたき、跳ちよう躍やくして、タクたちと教祖の間に降り立つ。

「ガーゴイルってゲームの雑ざ魚こ敵の定番だけど、お前はどうだ！」

　タクが２本の長ちよう剣けんを巧たくみに操あやつり、連続で斬撃を叩き込むが、悪魔が宿る石像は、その硬こう度どを増しているらしく、タクの斬撃を弾はじき返す。

「くっ！　ＨＰが全く削けずれないぞ！」

「次は俺だ！　斬撃が駄だ目めなら打撃だ！」

　ガーゴイルの背後に回り込み、翼の付け根に回し蹴げりを叩き込むガンツ。更に連続で拳こぶしによる打撃を行うが、逆に反動でガンツ自身がダメージを負っている。

「痛いってぇぇっ！」

「もう、何やっているのよ。──《ハイ・ヒール》！」

　ミニッツの回復魔ま法ほうでガンツのＨＰが回復するが、タクとガンツの攻撃のダメージが、ガーゴイルには一いつ切さい与えられない。

　そして、タクとガンツの攻撃をものともしないガーゴイルが、ここで何故かケイの方に振ふり向き、警戒したケイが盾たてを構える。

『クォォォォン──』

「ぐっ……一撃が重い！」

　石の翼を広げて、床すれすれを滑すべるように突撃してくるガーゴイルを、盾で正面から受け止め耐たえるケイ。

「ケイ！　──《エアロカノン》！」

　ガーゴイルの突撃直後の硬こう直ちよく時間にマミさんが不可視の空気砲を放つが、硬度を増した石の体に散らされ、有効打にならない。

　斬撃や打撃といった物理攻撃に加え、マミさんの魔法攻撃まで耐える体を見て、全員がガーゴイルから距きよ離りを取り、タクがその能力の分ぶん析せきを口にする。

「防ぼう御ぎよ力が高すぎだろ。普通に攻撃したら倒すまでに何時間かかるか分からないぞ。それ以前に武器が先に壊れる。何か特とく殊しゆなギミックが必要なはずだ。時間か、それとも条件か」

「まぁ、なんにせよ後衛は俺が守ってみせよう」

「よし、時じ間かん稼かせぎは俺に任せろ。それより、先にあの教祖ってＮＰＣ倒していいなら狙ねらっていくぜ」

　タクは策を練りつつ両手の長剣を構え直し、ケイは後衛を守るために正面で盾を構える。ガンツはその場で軽いジャンプを繰くり返して、体の緊きん張ちようを解ほぐす。

「さぁ、行くぞ！」

「「──おう！」」

　タクの掛かけ声で三人が同時に駆け出す。タクの言うガーゴイルを倒すギミックを見つけない限り、ジリ貧ひんで負ける可能性があるのに、楽しそうにガーゴイルに向かっていくタクたちの姿に、俺やミニッツ、マミさんは、苦笑いを浮うかべる。

「さて、私たちも魔法使いとして遠距離から攻撃をしましょうか」

「そうですね。前衛ばかりに任せていられません！」

　ミニッツとマミさんもやる気になり、それぞれ魔法を準備する。

　俺は、それに合わせてガーゴイルの弱体化を狙う。

「《呪加カースド》──ディフェンス、マインド！」

「いきなさい！　──《ライト・シュート》！」

「──《フレイムサークル》！」

　俺のカースドを受けて弱体化したガーゴイルに、ミニッツの光こう弾だんとマミさんの収束する炎えん環かんが襲おそい掛かる。

　だが、二人の魔法攻撃を受けてもガーゴイルはほぼ無傷であり、反撃の隙すきを与えないために斬り掛かるタクの斬撃も有効打にはならない。

　マミさんは、所持している複数の属性の魔法攻撃を使いダメージの違ちがいを確かめるが、そのどれもが極ごく々ごく微び量りようのダメージしか与えられていない。

「タクやマミさんみたいな強い威い力りよくはないけど、俺も攻撃に加わるか！」

　そう意気込んで、俺も様々な種類の状態異常バツドステータスの矢を放つが、石の体に全すべて弾かれる。

　こうなれば、ガーゴイルに指示を出している教祖を狙うしかない。

「タク！　教祖の方を狙え！　そっちで反応の違いを確かめろ！」

「まぁ、これだけガーゴイルに攻撃が通じないなら、そいつに指示したやつを潰つぶすのが定じよう石せきってもんだよな！　行くぞ、ガンツ！」

　タクは、ケイと正面から交戦しているガーゴイルを無視して、その後ろに控ひかえている教祖を狙おうとする。

　それを感じ取った教祖は、ガーゴイルに新たな指示を出す。

「ガーゴイルよ！　私を守れ！」

『クォォォォン！』

　交戦していたケイから距離を取り、跳躍して石の翼で滑かつ空くうし、タクとガンツたちの間に滑り込むガーゴイル。

　通常の敵だったら、ヘイト値の高いプレイヤーを優先して攻撃するが、ガーゴイルはそれとは違う原理で動いているらしく、戦い辛づらい。

　教祖を守るように立ち回るガーゴイルは、その高い防御力を持つ石の体でこちらの攻撃を耐えると、反撃の重い一撃を放ってくる。

　また、ガーゴイルは動きも俊しゆん敏びんであるために、タクやガンツのアーツの発動を尽ことごとく潰し、二人が斬撃や打撃を飛ばす遠距離攻撃系アーツで教祖を狙おうとするも遠距離攻撃のための溜ためのタイミングで射線上に入り、その体で防ぐ。

「こうなれば、俺たちが狙うか！」

　俺、ミニッツ、マミさんも同じように、ガーゴイルの後方で指示を出している教祖を狙うが、ガーゴイルが自在に操る石の翼が遠距離からの攻撃を防ぎ、教祖に一切のダメージが与えられない。

　急にガーゴイルとの距離が開いたケイに加え、教祖もガーゴイルの後ろに下がり更さらに距離を取ったために、戦せん闘とうは仕切り直しになってしまった。

「クソっ、これでも喰くらえ！」

　そんな中、破れかぶれになったガンツが、何かを教祖の方に投げた。が、それは、ガーゴイルの石の翼に阻はばまれてしまう。

　だが、その行動が、この場を突破するギミックを見つけるきっかけになった。




　　　　●




「駄目だ。どうやったって、ガーゴイルを倒せない」

　殆ほとんどの攻撃を耐えてしまう石の体を持つガーゴイルに幾いく度どとなく攻撃を加えてもＨＰの１割も削れない。翼を持ち自由に行動するために、ダンスホールの床ゆかに足止め用のマッドプールを作り出しても、易やす々やすと抜け出してしまう。

　他ほかにも、シャンデリアを落として動きを止めるだとか、特殊なアイテムや床の魔ま法ほう陣じんが攻こう略りやくの鍵かぎにならないか、と辺りを見回したが、ピンとくる物は存在せず、いよいよ打つ手がなくなって来た時──それが目に留まった。

「……なんだ？　あれは？」

　ガーゴイルの石の翼に何かが刺ささっている。それは、酷ひどく細くて頼たよりないが、しっかりと鉄てつ壁ぺきの防御力を誇ほこるガーゴイルの石の翼に刺さっているのだ。

「あれは、針……？　」

　ガンツに渡わたした状態異常バツドステータス薬を合成した投げ針だ。

「刺し突とつ攻撃が有効？　いや、俺の矢は刺さらないからそれは違う。じゃあ何が……」

【空の目】をフルに活用して、突破口を探し出す。そして、見つけた──

「……そうか。武器の素材による特攻効果か」

　ガンツの放った投げ針の中で、鉄の投げ針は弾かれて床に落ちているが、金の投げ針はガーゴイルの石の体に突つき刺さっている。

　そういえば、ここの一階で、大量の金製の武器を見つけている。

　その他にも、このダンスホールを見み渡わたせば、金の燭しよく台だいが使われ、黄金の剣けんなどが壁かべに飾かざられている。

「その推測を確かめるためには、これを使うか」

　屋や敷しきの一階で見つけた金製の武器をインゴットに戻もどす時に残しておいた金の矢だ。実用性がないと思っていた消しよう耗もう品ひんを弓に番つがえて、ガーゴイルを狙う。

「《付加エンチヤント》──アタック、スピード」

　ここまで一度も回かい避ひ行動を取らなかったガーゴイルの正中線に狙いを定めて、弓の弦つるを引き絞しぼる。

「──《弓きゆう技ぎ・・一いつ矢し縫ぬい》！」

　アーツによって強化された金の矢が広いダンスホールの中を飛ひ翔しようし、タクたちと打ち合っていたガーゴイルに迫せまる。

　そして、迫る金の矢を感じ取ったガーゴイルは、今までに見せなかった動きで矢を避よけ、タクたちから大きく距離を取る。

「攻撃を……避けた？」

　ガーゴイルが取った初めての回避行動に啞あ然ぜんとするタクに対して俺は声を張り上げる。

「あいつの弱点は、金製の武器だ！　アンデッドに銀製の武器が有効なように、アイツには金製の武器が有効だ！」

　俺は、アーツの待機時間デイレイ・タイムが終わった後、すぐさまガーゴイルに向けて金の矢を連続で放っていく。

　だが、ＤＥＸを高めて命中率を上げた俺の矢は、ダンスホール内を自在に飛び交かうガーゴイルに、ことごとく躱かわされてしまう。

「金製の武器には特攻ダメージがあるけど、直接攻こう撃げき限定ね。飛ばれて攻撃が当たらないんじゃどうしようもないわ！」

　隣となりで光魔法を連射し続けるミニッツも、武器を成金メイスに替えて魔法を放ち続けるが、ガーゴイルはその攻撃を避けずに石の体で受けるものの、ＨＰは全く削けずれない。

　どうやらミニッツの言う通り、金の特攻効果は直接の攻撃じゃないとだめなようだ。

　遠距離で有効なミニッツとマミさんの攻撃には金の特攻効果が乗らず、近距離攻撃主体の前衛も、空を飛ばれては攻撃が届かない。

「ユン！　教祖を狙え！　ガーゴイルは必ず守りに行くはずだ。それを利用しろ！」

「分かった！」

　素す早ばやく室内を飛ぶガーゴイルから教祖へと俺が矢の狙いを変えると、それを感じ取ったガーゴイルは、最短距離でその射線上に入り込み、教祖ＮＰＣを庇かばう。

　そして放たれた金の矢がガーゴイルの石の体に深々と突き刺さると、今までで一番のＨＰの減りを見せるが、それでも１割も削れない。

「よし、俺たちの出番だ！」

　金の剣に持ち替かえたタクとケイが、床に降り立ったガーゴイルに斬きり掛かるが、すぐに逃にげられてしまう。

　なんとか突破口を見つけることができたが、それでもまだ足りない。

「ねぇ、ユンちゃん。何か良さそうな金の道具ってある？」

「良さそうな金の道具……って言っても、昨日の段階で金の矢以外の武器は全部とかしてインゴットに戻したから……」

「ねぇ、そのインゴット、今持ってたらちょっと見せて」

　俺は、何な故ぜそんなことを言われるのか疑問に思いながら、インベントリに入れている金インゴットを取り出してミニッツに渡す。

　それを受け取ったミニッツは、細ほそ腕うででその重さや大きさを確かめると、うん、と頷うなずく。

「ユンちゃん、私に物理攻撃のエンチャント掛けてくれる？　それと、ちょっとこの金インゴットを借りるね」

「えっ？　ああいいよ。《付加エンチヤント》──アタック」

　俺が、疑問に思いながらも頼たのまれたエンチャントを施ほどこすと、ミニッツは成金メイスから再び武器を切り替え、今度は重厚感のある黒こく鉄てつ製のメイスを取り出す。

　それをバッターのようなポーズで構えたミニッツは、片手で重い金インゴットを空中に投げると、素早くメイスを両手で握にぎり直し、フルスイングする。

「ちょっ！　なにそれ!?」

　振ふり切られたメイスは金インゴットの中心を見事に捉とらえ、空気抵てい抗こうを受けて縦回転しながらも真っ直すぐに教祖へと飛んでいく金インゴット。

　そして、教祖を庇うため、その射線上に飛び出したガーゴイルの腹に金インゴットが突き刺さる。

「ホントは、球状の金きん塊かいが良かったけど、これはこれでいいわね。ユンちゃん、弾たまの補給よろしくね！」

「あっ、俺もやる！　行くぞ！　──《銭投げ》！」

　そう言ってガンツが目を輝かがやかせ、手首のスナップを利きかせて、手の中の物を教祖に向かって投げつける。

　ガンツが投げたものは、Ｇの金貨だ。それが手しゆ裏り剣けんのように何枚も飛んでいき、石の体に刺さっていく。

　ガンツとミニッツが次々と補給される金インゴットや手持ちのＧの金貨を投げて敵を倒たおそうとする光景に、俺とマミさんは啞然としながらも、即そく席せきインゴット砲ほう用の金インゴットや銭投げ用の金貨をインベントリから取り出して補給する。

　幸い、教祖の部屋を物色した時の金貨があるので、残ざん弾だんは十分にある。

　教祖を守るために庇い続けるガーゴイルの石の体には、無数の金インゴットや金貨が突き刺さり、罅ひび割れが走っている。

「ひぃぃっ！　ガーゴイルよ！　守れ！　私を守るんだ！」

　情けない悲鳴を上げる教祖に、そりゃ、金インゴットや金貨が自分に投げ付けられるなんて悪夢だよな、と思っていると、ミニッツの撃うち込んだ金インゴットがガーゴイルの右う翼よくの根元に突き刺さり、石の翼つばさが割れて床に落ちる。

　その結果、飛行能力を失って床に降り立つことを余よ儀ぎなくされたガーゴイルに対し、タクたちが攻勢に出る。

「今だ、行くぞ！」

「ああ──《シールド・バッシュ》！」

　ケイの金の盾たてによる攻撃の衝しよう撃げきで罅が全身に広がったガーゴイルが、動きを止める。

　そして、ノックバックによる硬こう直ちよく時間にタクが剣を構える。

「──《ショック・インパクト》！」

　タクが打撃属性を持つ剣系のアーツを発動すると、遂ついにガーゴイルの左腕の崩ほう壊かいに成功する。

『クォォォォン！』

　ガーゴイルは、意地を見せるように残った右腕を振るうが、今度はケイの剣によって阻まれ、逆に金武器の特攻により右手首から先が砕くだけ散る。

「これで終わりだ！　──《パワー・バスター》！」

　大上段から振り降ろされたタクの長剣の一撃がガーゴイルのＨＰを全すべて削り取り、石像全体に致ち命めい的てきな崩壊を齎もたらす。

　そして遂に、悪魔像を撃退することに成功する。

「ああ、我らの、私の呼び出した悪魔が……」

　崩壊したガーゴイルを見て、うわごとのようにそう呟つぶやく教祖。

「さて、これでクエストクリアかな」

　そう言って、ガーゴイルの残ざん骸がいに背を向けたタクだが、直後、その残骸から紫むらさき色いろの煙けむりが立ち上る。

「タク！　後ろだ！」

「っ!?　おっと、まさかの第二戦か？」

　すぐに振り返ると、バックステップを刻んで紫色の煙から距きよ離りを取り、剣を構え直すタク。

　その煙の中から現れたのは、ガーゴイルよりもより悪魔らしい牙きばや爪つめを持った半はん透とう明めいの霊れい体たい悪魔だった。

「おお！　依より代しろの石像を失ってもまだ存在が消えていなかったとは！　さぁ、やれ！　やるのだ！」

　再び出現した更さらに禍まが々まがしい悪魔に歓かん喜きし、命令を下す教祖だが、スッと教祖の方を見る霊体悪魔は、大きく息を吸い込むように胸を膨ふくらませ──

「ぐっ、苦しい！　まさか、我を！　呼び出した我の魂たましいをぉぉっ！　ぐあああっ！」

　叫さけぶ教祖の口から白い霊れい魂こん的なものがズルッと抜ぬけ出したかと思うと、霊体悪魔の口に飛び込む。

　床ゆかに倒れている異形化した護衛ＮＰＣの口から紫色の小さな魂のような物が引き抜かれるように飛び出して、同じく霊体悪魔の口に吸い込まれていく。

　その他にも、たぶん一階の食堂から上がって来るのだろう、ホールの床のあちこちから同じように紫色の小さな魂が湧わき出し、次々に霊体悪魔の口に飛び込んでいく。

「おい、見ろ。異形化した護衛ＮＰＣが普ふ通つうの姿に戻ってるぞ」

「ということは、問題なのは、第二戦のボスだけね」

　ガンツは、倒れている護衛ＮＰＣの変化を目め敏ざとく発見するが、その報告を聞いてそちらに危険性無しと判断したのか、全員が、霊体悪あく魔まから目を逸そらさずに、見上げている。

　悪魔崇すう拝はい者しやたちに憑ひよう依いしていた下位の霊体悪魔を全て吸い尽つくし、半透明の体に力が充じゆう足そくされるように禍々しく色付き存在を確立させた霊体悪魔──【デビルガイスト】がこちらを見下ろし、加か虐ぎやく的な笑えみを浮うかべている。

「来るぞ！」

　俺が【看破】のセンスで敵の行動を察知し警告を発した時には、全員が本来の武器に切り替かえており、すぐさま行動を開始する。

　その直後、両手を左右に広げた霊体悪魔は、ダンスホールの至るところにあるオブジェクトを操あやつり始める。

　金の燭しよく台だいや壺つぼ、絵画や剣などのオブジェクトが空中で躍おどり、俺たちの許もとに降り注いでくる。

「ガーゴイルは遠距離攻撃を使わなかったが、こっちは魔法系の攻撃か！　──《ソニック・エッジ》！」

　タクは、走りながら霊体悪魔の操るオブジェクトを避け、遠距離アーツを放つ。

　空中を飛翔するタクの斬ざん撃げきが霊体悪魔に迫るが、操るオブジェクトを盾にしてそれを防ぐ霊体悪魔。

「防がれた。だが、攻撃すれば、盾代わりのオブジェクトは消える！」

　タクの斬撃によって空中でバラバラに砕けたオブジェクトは、床に落ちる前に光の粒りゆう子しとなって消えてしまう。ということは、室内に、やつに操れるオブジェクトがなくなれば、盾になるものもなくなるということだ。

「なら、範はん囲い魔法で一いつ掃そうします！　──《ダウン・バースト》！」

　今まで動かなかったマミさんが、溜ために溜めた魔法を解き放つ。

　頭上からその身を押し潰つぶさんばかりに吹ふき下ろして来る空気の塊かたまりに、霊体悪魔は室内のオブジェクトを総動員して防ごうとするが、オブジェクトは次々と床に叩たたき付けられ光の粒子となって消え、遂には霊体悪魔も床に叩き付けられる。

　が、誰だれもそれで霊体悪魔を倒したとは思わない。

　ケイはそれとなくマミさんを守るように位置取り、盾を構える。

「ユン！」

「《付加エンチヤント》──ディフェンス、マインド！」

　ケイの呼びかけに応じて、俺は、二重の防ぼう御ぎよエンチャントをケイに施す。

　その直後に、床に叩き付けられた霊体悪魔の指先から黒い球体が飛び出し、先の《ダウン・バースト》でヘイト値の高いマミさんを狙ねらう。

　その射線上に立つケイは、盾を構えるとそれを真正面から受け止め、弾はじき返す。

　床に倒れていた霊体悪魔は、返された黒い球体が当たる前に、自ら真上に飛び上がって逃げる。

　その瞬しゆん間かんを狙っていた俺、ミニッツ、ガンツが一気に攻せめる。

「《属性付加エレメント・エンチヤント》──ウェポン。──《魔ま弓きゆう技ぎ・・幻げん影えいの矢や》！」

　俺は光の属性石を砕き、弓に光属性を付ふ与よし、銀の矢を放つ。

　直後、尾おを引く銀の矢の後方に五本の魔法の矢が生み出され、先行する銀の矢を追い越こして、霊体悪魔の体に殺さつ到とうする。

　角度を変えて突つき刺ささる五本の魔法の矢が空中で霊体悪魔の四し肢しを穿うがち、遅おくれた銀の矢が霊体悪魔の胸部に突き刺さる。

「くらえ、天輪。──《エンゼル・リング》！」

　ミニッツの掲かかげたメイスから放たれる光り輝く輪が、俺の矢を受けて宙を漂ただよう霊体悪魔の体を拘こう束そくし、霊体悪魔は浮ふ力りよくを失って床に落下してくる。

「行け、ガンツ！」

「任せろ！　──《重じゆう連れん撃げき》！」

　身動きの取れない霊体悪魔が床に落ちる直前にガンツが下に回り込み、その体に重い連撃を叩き込む。

　離はなれていても聞こえる打撃音が二度三度と続き、魔法の矢と天輪で身動きの取れない霊体悪魔は空中でサンドバッグと化している。

「これで、コンボフィニッシュ！」

　力強い回し蹴げりで霊体悪魔を真横に吹き飛ばすガンツ。その先には、タクが長剣を手にした両りよう腕うでを交差させて、斬撃の溜めに入っていた。

『ガァァァァッ』

　吼ほえる霊体悪魔に対して、タクは、両手の長剣から斬撃を繰くり出す。

「──《クロス・エグゼキューション》！」

　同時に繰り出される斬撃が裁たち鋏ばさみのように霊体悪魔の体を切り裂さくと、その体が両断され、二分された体がタクの両りよう脇わきを通り過ぎながら、光の粒子となって消えていく。

　そして、倒した後に白い魂のような物が残り、それがふわふわと揺ゆれ動きながら真っ直ぐに、倒れていた教祖ＮＰＣの口元に戻もどっていく。

　そして、完全な消しよう滅めつとともに、メニューでクエストの達成を確認することができた。

「ふぅ、二段階目のボスは、それなりだったな。っていうか、逆に弱くないか？　ガーゴイルの方が強くない？」

「いやいやいや、普通はどっちも苦戦すると思うんだけど」

　タクの呟きに対して、俺が強く否定するが、全員曖あい昧まいな表情で笑う。

　確かに、ボスとの連戦ということで、多少は強さを控ひかえめに設定しているだろうが、それでも弱いと評価されるような敵ではないだろうと思い、俺は一つの事実を思い出す。

　そうだ、タクのパーティー全員が、ＯＳＯでトップクラスの実力があるんだった。

　そんなプレイヤーたちにとっては、単純な魔法系ボスである【デビルガイスト】よりも、特とく殊しゆギミックを必要とするガーゴイルの方が強敵らしい。

「まぁ、これでクエストは終しゆう了りようみたいだな」

　複数の足音が廊ろう下かから聞こえ、そちらに面する扉とびらが開けられる。

　そこから鎧よろいを着た衛兵ＮＰＣたちがダンスホールに雪な崩だれ込んでくると、次々に教祖と異形化していたＮＰＣを捕とらえていく。

「私は、この町の衛兵隊隊長である。この度たびは、悪魔崇拝者のアジト壊かい滅めつのご協力に感謝する。直接の依い頼らい者は貴族であるが、町の騒そう乱らんの芽を未然に摘つみ取ってくれたことに改めて感謝する」

　そう言って、衛兵隊長のＮＰＣが隣となりの衛兵ＮＰＣに何かの指示を出すと、俺たちに全員分の革かわ袋ぶくろを渡わたしてくる。

「それは、我々が依頼主の貴族から預かって来た報ほう酬しゆうだ。それでは、我々は事後処理があるので、ここで失礼する」

　そして、一気に衛兵のＮＰＣたちがいなくなった後で革袋を開くと、中にはクエスト報酬であるクエストチップ20枚と【？？？】となっていた謎なぞの報酬が入っていた。

　それは──





輪りん廻ねの刺青いれずみ【装そう飾しよく品】（重量：１）

追加効果：ＨＰ回復量上じよう昇しよう（中）、ＨＰ回復制限緩かん和わ






　つるつるした硬かための紙に、天使の羽根のような銀色のシールが貼はり付けられている。

「なんだろう？　刺青って、アクセサリー扱あつかい？」

　ステータスを見る限り、【身代わり宝玉の指輪】と同じステータス上昇しかないが、その分回復系の追加効果がある。

「へぇ、シールになっているのね。面おも白しろいわね」

　そう言って、ミニッツは早さつ速そく、報酬のアイテムを装着してみる。通常のアクセサリーと違ちがいシールタイプのために、体のどこにでも自由に貼り付けることができるようだ。

　頰ほっぺたや手の甲こうなどにシールを着けては剝はがしてみる。どうやら繰り返し使えるらしい。

「ＨＰ回復量が高まるってことは、私向きね！」

　自分と相あい性しようのいいアクセサリーを手に入れたミニッツは、嬉うれしそうにしながら、最終的には肩かたにシールを貼り付けた。

「どうかな？」

　そう言って、肩を見せてくるミニッツに対して、俺は答える。

「いいと思いますよ。ただ今は冬服で隠かくれてしまうからちょっと残念ですね」

「そうね。でも、見えないってことはそれだけ情報を隠せているってことだから、ＰプレイヤーＶ・バーサス・Ｐプレイヤーには有利なのよね」

　そう答えるミニッツ。

　その後、俺たちは、屋や敷しきの中を一通り回って取り残したアイテムを回収しようとしたが──

「衛兵のＮＰＣが証しよう拠こ物を全部押おう収しゆうしたらしく、全然アイテムがない！」

「まぁ、仕方がないさ。そうなると、クエスト達成までにどれだけアイテムを集められるかも攻略要素の一つだったんだな」

　アイテムがないと咆ほえるガンツの肩をタクが叩いて、苦笑いを浮かべる。

　取り残したかもしれないアイテムへの未練を引き摺ずるガンツを連れて屋敷の正面から外に出て、俺たちは今回のクエスト攻こう略りやくで手に入れたアイテムの配分について相談する。

　換かん金きん性の高いアイテムは、換金後に全員で等分配。有用なアイテムは選せん択たく制にして、不要なアイテムは売ばい却きやく後に利益分を等分配、と話は決まった。

　幾いくつか有用なアイテムの所有権をめぐってタクたちの間で激しい交こう渉しよう合戦が発生して、ボスとの二戦以上に時間が掛かかったりした。

　俺は、【彫ちよう金きん】センスのデザインの見本として、アクセサリー類に目を付けていた。といっても、絶対に欲ほしいという訳ではないのでそこまで激しい交渉はしないが、汎はん用よう性の高いアクセサリーを幾つかと、呪のろいのアクセサリーを一つ手に入れた。

「ユンは、本当にそれで良いのか？」

「ああ、まぁあんまり使い道は無さそうだけど、面白いよな。こういうの」

　なんか面白い、という理由で呪いのアクセサリーばかり集める自分はどうかと思うが。そんなこんなで、無事に貴族の警護クエストから始まる連鎖チエーンクエストは終了となった。

　最終的には、設定したクエスト攻略の期限内にクリアすることができ、満足いく結果となった。

　そして、最後にタクが、とあることを思い出す。

「そう言えば、ユン」

「どうした、タク？」

「ユンの【空の目】と【地属性才能】を組み合わせた座標爆ばく破はなら、ガーゴイルに防がれずに教祖を攻こう撃げきできたんじゃないか？」

「「「──あっ」」」

　俺も含ふくめた全員がその方法を忘れていた。

　俺は自分が適切な攻撃ができなかったことに、がっくりと肩を落とした。







　　　五章　魔法薬と忘年会







　冬のクエストイベントの期間が残り一週間に迫せまる中、目標としていたクエストチップ50枚を超こえ、現在70枚を所持している俺は、特に慌あわてることもなく、新たなレシピを教えてもらいに、再び薬屋のオババの店に通って来ていた。

「なんだい。若い者が年寄りを待たせるんじゃないよ！」

「ふふふっ、こう言っているけど、お婆ばあちゃん凄すごく嬉しいんですよ」

　そう言って出で迎むかえてくれる、薬屋のオババとその孫まご娘むすめ。

　俺は、苦笑いを浮うかべながら、お店のカウンターのところでリゥイとザクロを待たせて、奥の工こう房ぼうに入っていく。

　そして、そこに貼られている調合クエストの残り三つのクエストを受注する。






【魔法薬：音響液エコー・リキツド（５個）納品】──クエストチップ２枚

【魔法薬：閃光液フラツシユ・リキツド（５個）納品】──クエストチップ２枚

【魔法薬：宵闇液ブラインド・リキツド（５個）納品】──クエストチップ２枚








　薬屋のオババは、俺の側そばに立ち、新しいレシピを教えてくれる。

「この魔法薬ってものはそれぞれ、色んな場所にいる呪まじない師が作る、その地方ごとの薬の総そう称しようで、使う素材は違うけど、効果は似通った薬だよ」

　そう言ってオババが取り出した素材は、【魔ま訶か草そう】という新しい薬草とエアロスネークの鱗うろこの二種類だけだ。

「素材は、たったこれだけ？」

「そうさ。だから、これを作るのは呪い師の仕事なのさ。見てな」

　そう言うと、エアロスネークの鱗を火であぶって十分に熱し、水分が飛んだところをすり鉢ばちですり潰つぶして乾かん燥そうさせた魔訶草と混ぜ、水を加える。

　そして最後に、メガポーションやＭＰポットを作るときと同じように、【魔力付ふ与よ】のＥＸエクストラスキルを使用する。

　すると濁にごった沈ちん殿でん物ぶつの多いポーションが、鮮あざやかな緑色の液体に生まれ変わった。





魔法薬：音響液エコー・リキツド【消しよう耗もう品ひん】

風属性ダメージ（極ごく小しよう）　追加効果：麻ま痺ひ






　オババに手順を見せてもらい、一通りは理解した。

「属性の力を宿した魔物を使って作るのが魔法薬さね。そして、これがこの地域の一いつ般ぱん的な魔法薬だよ」

「ふーん。まぁ、とりあえず作ってみるか」

　まずは、今オババが作ってみせた風属性の魔法薬である【音響液エコー・リキツド】を手本通りに作る。

　素もととなる液体は、一度に５本分作り、１本ずつ丁てい寧ねいにＥＸスキルの【魔力付与】を行えばいいので、それほどの苦労はない。

　作り方としては、エンチャントストーンを作るような感じだろう。最近は、【空の目】の《空間ゾーン》系のスキルと併へい用ようして《技能付加スキル・エンチヤント》しているので、以前より時間の短縮になっている。

　というわけで、それほど時間を掛けずに作った魔法薬を受け取ったオババは、１本ずつ調べ始める。

　何やら、試験紙のようなものに浸ひたしたり、一いつ滴てきだけ取り出したりと色々とやっている。

　それはそうやって薬の出来を調べるのか、と思いつつ、オババの背中に言葉を投げかける。

「俺のやり方で作ってみてもいいのか？」

「構わんよ。ただし、後で魔訶草の金だけは取るがね」

　そう言って、俺が納品した５本の【音響液エコー・リキツド】を調べ終えて仕し舞まうオババを横目に、俺は苦笑いを浮かべながら素材を揃そろえる。

　使う素材は、魔訶草、エアロスネークの鱗、フェアリーパンサーの鱗りん粉ぷんの三種で、フェアリーパンサーという風属性系のＭＯＢのドロップアイテムは、【属性軟膏エレメント・クリーム】を作るときの属性決定要素となる素材として使うことがある。

　まずは風属性のドロップアイテム二種を砕くだき、そこに乾燥させた魔訶草を混ぜ、水を加えて水すい溶よう液えきを作る。

　最後に、それを綺き麗れいな布で濾こした液体を瓶びんに詰つめ──

「──【魔力付与】」

　ＥＸスキルを発動させて、風属性の魔法薬である【音響液エコー・リキツド】を作る。

　そして、オババの作り方とは違うアレンジや別の素材を足した結果、出来た俺オリジナルの【音響液エコー・リキツド】の効果は──





魔法薬：音響液エコー・リキツド【消耗品】

風属性ダメージ（小）　追加効果：麻痺






　薬屋のオババの作った魔法薬より、ちょっとだけ性能が高いものができた。

　これなら、今まで意味がないと思っていた素材の組み合わせからも、新しいポーションのレシピができるかもしれない。

　そう思いながら、俺は自身の調合用研究ノートの素材表一覧のページを開いて、他ほかにも使えそうな素材をピックアップしながら、魔法薬の匂においや色を確かめる。

「サンプルの魔法薬よりちょっと色が濃こいのか」

　俺は好こう奇き心しんで指先に一滴だけ魔法薬を垂らして口に含む。

　その不ま味ずさに、思わず唸うなってしまう。

『──うっ……』

　ほんの小さな呻うめき声が、急に拡大され、あたりに反はん響きようしたと思ったら、俺の持っていた魔法薬のポーション瓶がひとりでに割れる。

「あんた！　何やっているんだい！　お店を壊こわす気かい！」

（なにってポーションを試ためそうと……って声が出ない！）

　オババに𠮟しかられて、俺は言い訳をしようとしたが、声が出ずに喉のどを押さえる。

「馬ば鹿かだねぇ！　この魔法薬ってものは、武器に塗ぬって使うもんだよ！　武器に追加効果を与あたえる水薬さ！　あんた、馬鹿に付ける薬を飲むかい！」

　そうか、本来の用よう途ととは違ちがう方法で使用したために、プレイヤー自身がデメリットを受けてしまうのか。

　そして、この魔法薬は、俺の【属性軟膏】の武器版的なものらしい。

【属性軟膏】が、肌はだに塗ることでその属性の耐たい性せいを付ふ与よするのに対して、魔法薬は、武器に塗と布ふすることでその属性の攻撃を付与することができるらしい。

　そうかと納なつ得とくしつつ、声が復活するまで延々とオババに説教され続けた。

　そして、割れたポーション瓶が時間経過によって光の粒りゆう子しとなって消えた後、他の二種類の魔法薬レシピを教えてもらうが、効能を試す場合は十分に安全を確かめろと怒られた。

　そうして全すべての作業が終わり、俺は自分の作った４本の【音響液エコー・リキツド】の魔法薬と、オババから買った【魔訶草】をインベントリに仕舞い込む。

「これでもう、あんたに教える薬のレシピはないよ。けど、あんたって娘こはどこか抜ぬけてるから、あたしは心配だよ」

「どこか抜けてるってのは余計なお世話だよ。っていうか、俺は男だ」

「またなんかあったらあたしの店に来るんだよ！」

　やっぱり、俺は男だのくだりは無視された！　と内心、憤ふん慨がいする。

　だけど、リゥイとザクロと共に薬屋を出て、オババとその孫娘の二人に見送られた時には、既すでに怒おこっていたことはどこかへ行き嬉うれしい気持ちに変わっていた。

　また、用事があったら来たいかな、と思いながら、俺はそのままＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターたちが露ろ店てんを出している通りで魔法薬の素材に使えそうなアイテムを探して買い求め、【アトリエール】に帰ったらしばらくは店に籠こもろうか、と思っていた時、フレンド通信でメッセージを受け取る。

「ん？　誰だれだ？　ああ、セイ姉ねぇだ」

　その内容は、リゥイのお披ひ露ろ目めの時にミカヅチが言っていた、ギルド【ヤオヨロズ】のホームで開かれる忘年会を兼かねたクリスマスパーティーへの招待についてだ。

　しかもそれが今夜行われる、というのだ。

　開始時刻は夜の八時、というメッセージを見て、まだ時間はあるが、パーティーにケーキを持ち込むなら早めにギルドホームを訪おとずれる必要があるな、と考えていた俺。

　セイ姉ぇのメッセージに続いて、ミュウからも夕飯を早めに作るように催さい促そくのメッセージが届き、その場でログアウトして夕飯を美み羽うと共に済ませた。

　夕食後、再びＯＳＯにログインしたミュウはルカートたちと合流してから【ヤオヨロズ】のギルドホームに向かうというので、俺は一人で少し早めに【ヤオヨロズ】に向かう。

　入り口で、【ヤオヨロズ】のフリーパス券である金の招待状を見せて白しら壁かべに朱しゆ塗ぬりの屋根の洋館へと入っていけば、パーティーの準備は大おお詰づめ段階のようだった。

「ほら、料理ができたから並べて！」「ケーキがないよ！」「ケーキは、参加者の持ち込みがあるから作らなくていいの！」「こら！　摘つまみ食いしない！」

　忙せわしなく動いている料理系プレイヤーたちを見て、俺は声を掛かけるタイミングをつかめずにいた。

　どのタイミングで持ち込みのケーキを渡わたせばいいのか迷っていると、セイ姉ぇが俺の方に向かってくるのが見えた。

「ユンちゃん、いらっしゃい。早いのね」

「セイ姉ぇ、忘年会とクリスマスパーティーへの招待ありがとうな。ああ、それとこれはケーキ」

　俺はそう言って、以前作った十数個のイチゴのケーキをインベントリ経由でセイ姉ぇに渡し、さらにそれが開場設営中のプレイヤーに渡された。

「ユンちゃんは、どうする？　ホールの端はしの方で待ってる？」

「うーん。二階に行っていいかな？　知り合いの生産職部屋にも顔を出したいから」

「うん、分かった。それじゃあ、パーティーが始まったら呼ぶね」

　セイ姉ぇの了りよう承しようを得て、俺はギルドホームの階段を上り、生産職たちが集まる生産部屋のドアをノックして入る。

「ちょっとお邪じや魔まするけどいいか」

「ん～？　ああ、いらっしゃい」

「おう、どうした？」

　俺は、お茶を飲みながら眠ねむたげな目で振ふり返るオトナシと、快活な表情で軽く手を上げてくるラングレイを見た。

「下のパーティーが始まるまでこっちにきた」

「おう、そうか。ちょっと待て。お茶と菓か子し出して来るから」

「お菓子はいいかな。軽く夕食食べてきたから」

　俺は、ラングレイの気き遣づかいを断って、渋しぶめの緑茶を頂く。

　その後、彼ら生産職とイベントクエストの情報交こう換かんをするのだが、一部の生産職は、生産関係の連鎖チエーンクエストに関する俺の話を聞いて、そのままギルドホームから飛び出していく。

　特定のセンスを持っていると派生するタイプのクエストの情報は、そこまで広まっていなかったのか、と苦笑いしつつ、他にも互たがいにクリアしたクエストの情報を教え合う。

　生産職であるために、採取系やお遣つかい系のクエスト情報が多く、俺の知らない隠かくしクエストの情報なんかも新たに仕入れることができた。

　残りイベント期間は一週間だから、教えてもらったクエスト全部はクリアできそうにないが、余よ裕ゆうがあったらやってみるか、程度に考える。

　その他、生産談義などの楽しい時間はあっという間に過ぎ、セイ姉ぇからのフレンド通信で、パーティーの準備ができたことが知らされる。

「あっ、もう下の準備が終わったみたい」

「そうなんだ。いってらっしゃい」

　椅い子すから立ち上がった俺を眠たげな目で見上げるオトナシの言葉に、俺は小首を傾かしげる。

「あれ？　オトナシやラングレイは行かないのか？」

「人が多いと騒さわがしいだろ。だから、後でオードブルだけ搔かっ攫さらってこっちに逃にげてくるんだよ」

　そう言って、ズズズッとお茶を飲むラングレイに、いいなぁ俺もそうしたいな、と苦笑いを浮うかべつつ、でも結局はミュウやセイ姉ぇと一いつ緒しよに最後までパーティー会場にいるかもしれない、と自じ嘲ちよう的な笑えみが零こぼれる。

　そして、一階のホールへと戻もどれば、ミュウやタクたちのパーティーに、マギさんやクロード、リーリーなどの知り合いが既すでに集まっており、全員が手に飲み物を持っていた。

　俺も、近くに置かれたコップにジュースを注ついで手に取り、一段高い壇だん上じように立つミカヅチを見上げる。




　　　　●




「あー、私が早く酒を飲みたいから──乾かん杯ぱい！」

「「「おい！」」」

　ギルマス直々の開始の合図が緊しまらず、会場中からツッコミが入る。また、隣となりに立つセイ姉ねぇがニコニコしながらも肘ひじでミカヅチの脇わきを小こ突づけば、ミカヅチは咳せき払ばらい一つして、改めて開始の言葉を話し始める。

「長々とした話は嫌きらわれるから手短に言うぞ──」

　その前置きに、俺も含ふくめ、そこに集まったプレイヤーたちは、苦笑いを浮かべつつミカヅチの話に耳を傾かたむける。

「ＯＳＯが正式にリリースされてもう五ヶ月。まぁ、長いような短いような時間だ。その間に私は、直接間接問わず、これだけのプレイヤーたちと知り合うことができた」

　ミカヅチが、会場のみんなを示すように、腕うでを左右に広げる。

「この付き合いがこれからも続くことを願って、今日はいい宴えん会かいにしよう！　──乾杯！」

　そう言って、酒の入ったグラスを掲かかげるミカヅチに合わせて、俺もジュースを掲げる。

　その後は、もう普ふ段だん通りのパーティーだった。

　ミカヅチとセイ姉ぇは二人揃そろって、今夜のパーティーに来てくれたプレイヤーたちへの挨あい拶さつ回まわり。

　ミュウのパーティーやミニッツ、マミさんたち女性プレイヤーたちは、女の子らしくスイーツのコーナーの近くに陣じん取どり、ケーキを食べている。

　タクやガンツ、ケイを含む男性プレイヤーたちは、肉料理の近くで延々とガッツリ系の料理を食べている。

　その他、サラダばかりもしゃもしゃ食べていたり、黙もく々もくと酒を飲んでいたり、ひたすら椀わん子こ蕎そ麦ばを搔きこんでいるプレイヤーも見られた。

　満腹度の上限すら超こえて食べ続ける姿に、俺は苦笑いを浮かべつつ、自分の取り皿にバランスよく料理を取り分けていく。

　クロードたちが陣取っているスペースでは、マギさんやリーリーもそれぞれの使し役えきＭＯＢを召しよう喚かんして、一緒に食事を楽しんでいる。

「おいしそうだね！　ユンくん」

　皿に料理を取り分けて彼らの近くの空いた席に行った俺に、マギさんがそう声を掛けてくる。

「そうですね。前より生産職の腕が上がっているのかも」

　定番の若わか鶏どりのから揚あげに始まり、手羽先の甘あま辛から煮に、焼き鳥、フライドチキンなど、クリスマス向けの鶏とり肉にく料理が充じゆう実じつしている。

　俺も、召喚したリゥイやザクロたちにも食べやすいようチキンの身を解ほぐしながら舌した鼓つづみを打つ。

「おおっ、このサラダのドレッシング、結構ニンニクが効いてる。ユンくん食べてみる？」

「こっちのカレーも美お味いしいよ。から揚げとかトンカツをトッピングしたオリジナルカレー。ユンっち、見て見て！」

「ほら、このミニケーキは、うちの店のパティシエのフィオルに頼たのんだんだ。食べてみろ」

「あはははっ……ゆっくりと食べるね」

　俺は、マギさん、リーリー、クロードの順番で勧すすめられた料理に苦笑いを浮かべながら、少しずつ食べる。

　確かに三人が勧めるだけあってそのどれもが美味しく、俺はリゥイたちと共にペロリと食べてしまう。

　ある程度食べて満足した俺は、膝ひざの上に乗せたザクロをブラッシングしつつ、マギさんたちと世間話をしていた。

「へぇ、ユンくん。タクくんたちとパーティー組んで未達成の連鎖チエーンクエスト受けたんだ」

「はい。討とう伐ばつ系とは違ちがったタイプのクエストで色々と大変でした」

　俺は、ジュースで喉のどを湿しめらせながら少しずつ話す。

　マギさんは、最初は俺と同じくジュースを飲んでいたが、途と中ちゆうから会場の盛り上がりに合わせて、弱めのカクテルを飲み始めた。今は、両手の指先を組んでそこに顎あごを乗せ、上じよう機き嫌げんに俺の話を聞いている。

「ふふふっ、そうなんだ」

「それで最後に、クエストの途中で手に入れたアイテムをみんなで分けたんですよ」

　それがこれです、と言って、俺は、アイテムの分配で受け取ったアクセサリーの数々を取り出す。

　その中で、やや重苦しい感じの黒くろ革かわに銀のチェーンが付けられた首輪のようなアクセサリーに対しては、【細工】系のセンスを持つマギさんも食い付き、手に取ってそれを確かめる。

「へぇ、チョーカーねぇ。ってかユンくん、また呪のろいの装備品集めちゃってる？」

「あはははっ、正解です」

　そう言うと、白ワインを飲みつつ普段と変わらない様子のクロードがこちらに尋たずねてくる。

「それで、その呪いのアクセサリーは、どういう効果なんだ？」

　クロードからの質問に、俺は、そのアイテムの詳しよう細さいなステータスを可視化させる。





デスカウント・チョーカー【装そう飾しよく品】（重量：２）

ＩＮＴ＋15、ＭＩＮＤ＋15　追加効果：【衰すい弱じやく】【ＨＰ回復量低下】






　魔法寄りで、装備者自身の【衰弱】というデメリットを持つアクセサリーである。

【衰弱】の効果は、一定時間ごとに最大ＨＰの５％ずつ減っていくというものだ。加えて、【ＨＰ回復量低下】は、ＨＰの回復量が大おお幅はばに減る効果である。

　つまり、これを装備していると、徐じよ々じよにＨＰを削けずられるうえ、回復もし辛づらいという負のアクセサリーだ。

「まぁ、使いはしませんけど、クエストの設定に関係あるのかな？　と思いまして」

「設定？」

「クエストの始まりが、悪魔召しよう喚かん儀ぎ式しきのための生いけ贄にえに選ばれたＮＰＣの護衛なんですよ。ですから、これは、敵が生贄予定のＮＰＣに使う予定のアイテムだったのかな、とか。そういう想像をするのって楽しいですよね」

　魔法的素養を高める呪いのアクセサリーは、悪魔召喚の生贄のＮＰＣを徐々に弱らせて抵てい抗こうを無くしつつ、儀式を恙つつがなく行うためのもの。

　プレイヤーがクエストを進めた結果、それが阻そ止しされてこうして使われずに屋や敷しき内部に残されたなどと考えるのは楽しい。

「ふーん。そういう考えもあるのねぇ」

　マギさんは、感心しながらもちびちびとお酒を飲み、ナッツ系のお菓子をパートナーのリクールと一緒に食べている。

　クロードも話題が尽つきたのか、ゆっくりとワイングラスを傾けつつ、膝に乗せたクツシタを撫なで続ける。

　眠ねむたいのか、一人ぼんやりとしているリーリーは、じっと窓の外を眺ながめている。

　そろそろ未成年や疲つかれたプレイヤーはログアウトするタイミングかな、と思っていると、リーリーがポツリと呟つぶやく。

「……あっ、サンタさん？」

　窓の外に何かを見つけたリーリーは、ぼんやりとした様子から一転して、素す早ばやい動きで外に通じる扉とびらに向かっていく。

「あっ！　俺、ちょっとリーリーを追い掛かけるよ」

「私も行くわ。酔よい覚ましに軽く夜風に当たりたいし」

「俺も付き合おう。リーリーが言ったサンタさんという言葉が気になる」

　俺たちは、リーリーの後を追って立ち上がり、ギルドホームの外に出る。

　そして、リーリーを捜さがせば、ギルドホーム横のＰプレイヤーＶ・バーサス・Ｐプレイヤー用の広場に立っていた。

　そこには先に外で雪見酒を楽しんでいたプレイヤーたちがいて、彼らと一緒にリーリーが目を輝かがやかせて夜空を見上げていた。

　粉雪が舞まう夜空を見上げれば、その上空を異質な存在が走っていた。

　その存在を確かめるために、俺は【空の目】を発動させて凝ぎよう視しする。

『ホウホウホーウ！　メリークリスマス！』

　陽気な笑い声を上げながら空を翔かける赤い服に白しら鬚ひげのお爺じいさんは、空飛ぶトナカイを巧たくみに操あやつり、巨きよ大だいな白いプレゼント袋ぶくろを積んだソリに乗って上空を走っている。

「マジでサンタクロースだよ」

　町に向けて笑顔で手を振ふっているサンタクロースのＮＰＣ。

　突とつ然ぜんのサンタクロースの登場に、室内の宴会に参加していたプレイヤーたちも、外の様子に気付いて出て来る。

「──サンタクロース。そう言えば、クリスマスシーズンだったな」

「ここでＯＳＯのイベントに参加している時点で、クリスマスは捨てたつもりだったんだけどな」

「リア充じゆうどもの聖なる夜なんて消えてしまえ！　糞くそがっ……」

「彼女持ちは、殲せん滅めつ殲滅。リア充は、撲ぼく滅めつ撲滅」

　サンタさんのＮＰＣを見て、一部の男性プレイヤーが怪あやしげな新興宗教っぽい儀式を始め出す。

　そんな中、サンタクロースに一いつ生しよう懸けん命めいに手を振っていたミュウは──

「サンタさーん！　なんかプレゼントくださーい！」

「ミュ、ミュウさん！　恥はずかしいから止やめてください！」

　ルカートに止められていた。

　そして、ゲーマー気質のタク、クロード、ミカヅチも集まり、何やら考察を始めている。

「さて、サンタクロースの出現がこのイベントに関かかわってくるのか？　そう言えば、前に告知で、『イベント終しゆう盤ばんに特とく殊しゆＭＯＢの解放』ってあったけど、これがそうか？」

「分からない。だが、仮にサンタクロースが特殊ＭＯＢだとして、それを捕つかまえるのって、イベントとして大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「流石さすがに、聖人を殴なぐるようなイベントはやりたくないぞ」

　そんな、子供たちには聞かせたくない無ぶ粋すいな話をする三人を俺がぎりっと睨にらみ付けると、三人は俺の視線から逃にげるように顔を背そむける。

『ホウホウホーウ。ホッ？　ノォォォッ──』

　夜空でソリを走らせ笑え顔がおを振りまいていたサンタクロースが、上空で五人の異形の者たちに襲おそわれていた。

　その異形の者たちは、サンタクロースに襲い掛かると、その身ぐるみを剝はがしたばかりか、サンタクロースをソリから蹴けり落とした。

　サンタクロースはなんとかふわりと地上に降り立ったが、異形の者たちはそれぞれ、サンタから奪うばった二頭のトナカイ、ソリ、プレゼント袋、赤い帽ぼう子し、手紙の束を手にして、こう叫さけんでいた。

「さぁ！　聖人サンタクロースの大事な物を奪ってやった！　これでこの町にはクリスマスが訪おとずれず、子どもたちの悲しみが溢あふれる。我ら悪あく魔まは、その悲しみを使い、大悪魔・サタン様を呼び出すのだ！」

　サンタクロースから大事な道具類を奪った異形の悪魔たち五人は、そのまま町の外へと飛んでいく。

　そして、町の外に出た悪魔たちが地面に描えがかれた五ご芒ぼう星せいの五つの頂点にそれぞれ辿たどり着くと、空から黒い光が落ちてくる。





──緊きん急きゆうクエスト【サンタクロースの復活】が全プレイヤーに発生しました。

これより、五人の【悪魔】たちが生み出した五つのダンジョンを攻こう略りやくしてください。一つクリアするごとに、【サンタクロースの道具】が一つずつ奪だつ還かんされます。

五つの道具全すべてが奪還された段階でクエストクリア、すなわちサンタクロースの復活が完かん了りようし、イベント終了時には全プレイヤーにクリア報ほう酬しゆうが発生します。

また、【悪魔】たちのダンジョンの難易度は、町のクエスト消化率によって変動します。

現在のクエスト消化率は──62％






「ちょっと見に行ってくる！」

「わ、私も！」

　と、多くのプレイヤーたちが町の外へと一気に駆けていく。

　ミュウのような身軽な者は、壁かべを蹴り、建物の屋根伝いに町の外を目指す。

　一方、俺はその流れに関わらないように端はしに避よける。

　忘年会やクリスマスパーティーどころの騒さわぎではなくなってしまった。

　とりあえず様子見をすることにした俺やマギさんたち生産職は、【ヤオヨロズ】のギルドホームでパーティーの後片付けを手伝いつつ、三時間後──

「ふふふっ、やられたぜ。全く歯が立たない」

「ダンジョンの難易度とギミックが鬼き畜ちく過ぎる。運営からのクリスマスプレゼントにしては酷ひどいな」

「メリークリスマスじゃねぇよ！　苦しみますだ！」

　多くのチャレンジャーを返り討うちにした五つのダンジョンは、他ほかの現在挑ちよう戦せん可能な如い何かなるダンジョンの難易度をも超こえるものらしい。

　各ダンジョンは、それぞれに特色を持っているという。

　一つ目は、火と赤い帽子が中ちゆう核かくとなって出来た──暖だん炉ろのダンジョン。

　一定時間ごとに煉れん瓦が造りの通路を熱風が駆け抜ぬけてプレイヤーを苦しめる他、致ち死し性の高いトラップが大量に配置されている。

　ミニダンジョンだと言うが、ダンジョンの規模やボスの情報はない。

　二つ目は、水とトナカイが中核となって出来た──雪原のダンジョン。

　オープンフィールド型で、一面が猛もう吹雪ふぶきに覆おおわれたダンジョン。そのフィールドのどこかから下層へと降りる階段を探す必要があり、時間を掛け過ぎると【寒冷ダメージ】によってプレイヤーはジワジワと苦しめられていく。

　こちらもダンジョンの規模やボスの情報はない。

　三つ目は、風と手紙が中核となって出来た──巨大樹のダンジョン。

　先の二つのダンジョンで発生する熱風や吹雪のような回かい避ひ困難なギミックはないが、ＭＯＢのスポーン間かん隔かくが非常に短く、セーフティーエリアのような安全地帯は確かく認にんされていない。そのために連戦による消しよう耗もうが大きい。

　このダンジョンは、数組のパーティーがボスまで到とう達たつしたが、【魔道の悪魔】と名乗るそのボスは、近接攻こう撃げきに対する鉄てつ壁ぺきのカウンターと、こちらを片時も休ませない魔法の弾だん幕まく攻撃をしてくる、全く隙すきのない強力な魔法系のボスＭＯＢだそうだ。

　四つ目は、土とプレゼント袋が中核となって出来た──墓場のダンジョン。

　状態異常バツドステータスやＨＰ・ＭＰを吸収するアンデッド系ＭＯＢ主体の雪原ダンジョンと同じオープンフィールド型ダンジョン。

　ＭＯＢの移動速度は遅おそく、個々の戦せん闘とう力は低いが、敵の索さく敵てき範はん囲いが非常に広いために逃げてもどこまでも追つい跡せきしてくる。

　また、墓地のオープンフィールド型ダンジョンであるために、フィールドに点在する墓石などのオブジェクトがプレイヤーの行動を阻そ害がいし、気が付いた時には対処不能な数までアンデッドの集団が膨ふくれ上がる。

　また、【結界の悪魔】と名乗るボスは、ＨＰと魔法防ぼう御ぎよに優すぐれており、本人の攻撃手段は乏とぼしいが、手下のアンデッドを多数召しよう喚かんして物理的な距きよ離りを開け、ステータス低下や状態異常バツドステータスなどの強力なデバフを使用してくる厄やつ介かいさを持つ。

　最後が、光とソリが中核となって出来た──道のダンジョン。

　これは、一ひと際きわ異い彩さいを放つダンジョンらしい。




　　　　●




「道のダンジョンは、初めからボス戦闘なんだよ。ソリに乗った状態でボスと戦うんだ。よくスクロールアクションなんかである、トロッコバトルや移動する乗り物に乗ったままの戦闘って感じの戦いね。あれは、テレビ画面だからできることで、ＶＲだと恐おそろしく難易度が高いよ」

　そう言って顔を顰しかめるミュウ。

　俺はとりあえずダンジョンに挑いどんで死に戻もどりしたプレイヤーたちにお茶を振る舞いつつ話を聞いている。

「それに、ソリから落ちたらすぐに復帰リカバーしないとそのまま死に戻りなんだよ！　蘇そ生せい薬とかは意味がない点で、一番特異なダンジョンだよ！　理り不ふ尽じんだよ！」

　ボスとの戦闘で負けたことが悔くやしいのか、顔を顰めながらそう不満を口にするミュウだが、話している内に、次はどうやって攻略しようかというワクワク感の輝きに満ちてきた。

「それでボス戦は、二十人前後のマッチングしたプレイヤーたちと、【悪童の悪魔】というボスとその手下の悪魔トナカイ八頭との戦いなんだよ。手下はそんなに強くないけど、ボスと手下の連れん携けいでプレイヤーのリタイアを狙ねらってくるの。こっちは、プレイヤーの乗ったソリが爆ばく走そう状態でパーティー間の連携が上う手まく取れない状態なのに！」

　俺が、うんうん、と頷うなずきながら話を聞いていると、言いたいことを話し終えてスッキリした様子のミュウは、お茶を一気に飲み干して立ち上がる。

「ダンジョンで負けてデスペナルティー受けているから、今日はもう寝ねるね。お休み！」

「ああ、お休み」

　先にログアウトするミュウを見送り、俺はミュウの飲んだティーカップを片付ける。

　周囲を見み渡わたせば、宴えん会かいの後片付けは済み、セイ姉ねぇ、タク、ミカヅチ、クロードたちが集まって何やら話している。

　そして、俺が一人でいることに気が付き、ミカヅチが手招きしてくるので、小首を傾かしげながら近づく。

「どうしたんだ？　俺に何か用か？」

「ユンの嬢じようちゃんは、【属性軟膏エレメント・クリーム】と【ホットドリンク】を用意してくれないか？　可能な限り」

「ああ、暖炉のダンジョンと雪原のダンジョンのためね」

　俺が答えると全員が頷く。

　暖炉のダンジョンの熱風のギミックに対しては、【火属性耐たい性せい】を一時的に付ふ与よすることができる【属性軟膏エレメント・クリーム】を塗ぬってダメージを軽減し、雪原のダンジョンでは、【ホットドリンク】を飲んで【寒冷ダメージ】を軽減して、どちらのダンジョンも少しでも楽に探たん索さくするつもりのようだ。

「【属性軟膏エレメント・クリーム】の方は用意できるけど、【ホットドリンク】の方は数を揃そろえられないぞ」

　耐寒効果を付与する飲み物【ホットドリンク】の素材であるハクガという食材アイテムの栽さい培ばいは最近始めたばかりで、十分な数が揃っていない。そもそも、俺が個人的にショウガの代わりとして使いたいんだ。

「嬢ちゃん、そこを何とか！」

「いや、【ホットドリンク】をそんなに用意するのは無理だって……」

「だから、そこを何とか！」

　物理的に無理だと答えても頭を下げ続けるミカヅチ。

　その後ろでは、タクが誰だれかからフレンド通信を受け取ったのか、何度か頷きミカヅチに報告する。

「雪原のダンジョンがたった今攻略されたぞ」

「嬢ちゃん、【ホットドリンク】の注文は、キャンセルで」

「凄すごい変わり身の早さだな。そして、明らかにやる気なくしてるし」

　はぁと深い溜ため息いきを吐ついて、一いつ升しよう瓶びんの酒をラッパ飲みし始めるミカヅチに対して、ジト目を向ける俺。

　どこかイラついているようなミカヅチの様子に、俺は率そつ直ちよくな疑問をぶつける。

「ミカヅチ。何か焦あせってるのか？」

「焦ってる？　そりゃ焦るだろ。セイがいなくなるんだからな！」

「セイ姉ねぇがいなくなる？」

　俺が首を傾げ、ミカヅチの隣となりで苦笑いを浮うかべているセイ姉ぇを見つめると、セイ姉ぇが補足してくれる。

「ユンちゃん。私はクリスマスに合わせて家に戻るでしょ。そうなるとイベントに参加できる日数が限られちゃうのよ」

「ああ、そういうことね」

　年末年始の実家帰省でセイ姉ぇがログインできなくなるために、早めに一つでも攻略したいようだ。

「それで、雪原のダンジョンを早さつ速そくクリアしたのは、どこの誰なんだ？」

　狙っていた獲え物ものを取られて不ふ貞て腐くされているミカヅチの疑問に、タクが答える。

「複数の中小ギルドの合同パーティーだ、っていうか、たった今その参加者の一人、【ＯＳＯ漁業組合】のギルマスが自じ慢まんしてきた」

　げんなりといった雰ふん囲い気きのタクだが、俺には少々聞き覚えのある話が耳に飛び込んできた。

　そう言えば、レティーアたち【新しん緑りよくの風】も、中小ギルドのプレイヤーたちと合同でイベントクエストを受けていたなぁ、と思い出す。

「メンバーの内訳は、ギルド【ＯＳＯ漁業組合】が三人、【新緑の風】が一人、【ケモモフ同好会】が一人、フリーが一人だってよ」

「ってことは、そのギルドのプレイヤーたちは、隠かくれた実力者ってことか……ってどうした嬢ちゃん」

　なんか、聞き覚えのあるギルド名ばかり、と思って少しだけ遠い目をしていると、ミカヅチが俺の様子に気付いて聞いてきた。

「いや、なんでもない」

　多分、ギルド【新緑の風】の一人ってレティーアのことだろうし、【ケモモフ同好会】の一人は、ベルのことだろう。そして、フリーはもしかしたらエミリさん？

　まぁ、レティーアたちが何かしらの活かつ躍やくをしたのだとしたら、友人としては素す直なおに喜ばしく思う。

　その日は、ダンジョン内部の情報は集まるが、他のクリア報告は上がらず、あまりの難易度に頭を抱かかえたプレイヤーたちは、町のクエスト消化率を上げて【悪あく魔ま】たちのダンジョンの難易度を少しでも下げるべく、町の未達成クエストの攻略に奔ほん走そうすることになった。

　そして、数日が経たち──

「ユンさん……ダンジョンでボロボロに負けた」

「いや、お前たち二人にあのダンジョンはまだ早いだろ」

【アトリエール】の外の畑では、新たに【魔ま訶か草そう】の栽培を始めていた。

　先に栽培していた【薬やく秘ひ草そう】や【魂こん魄ぱく草そう】がやっと安定して収しゆう穫かくできるようになり、集まった素材でメガポーションとＭＰポットを作っている時、ライナとアルの双ふた子ごが【アトリエール】にやって来て言った第一声がそれだ。

「とりあえず、デスペナルティーが解除されたら普ふ通つうにイベントクエストを受けに行くからポーションください」

「はいはい」

　最近やっと通常のポーションからハイポーションに切り替かえた二人に必要なポーションを揃えて渡わたし、軽い世間話をする。

「レティーアさんが雪原のダンジョンをクリアしたって聞いたから行けると思ったのよね！」

「いや、何ど処こからその自信が来るんだよ。って、やっぱり雪原のダンジョンをクリアしたのはレティーアか」

「そうなんですよ。レティーアさん、ベルさん、エミリさんの三人が、【ＯＳＯ漁業組合】のプレイヤーたちと協力してクリアしたそうです」

　当事者からダンジョン攻略の話を聞いたために、アルの話はかなり詳しよう細さいだ。

　レティーアの使役ＭＯＢやエミリさんの合成ＭＯＢを移動手段とした高速移動により、雪原の移動における【寒冷ダメージ】を最小限に抑おさえつつ、耐寒効果を付与する素材であるハクガの根を齧かじりつつ、一気にボスのところまで進んだとのこと。

【妨ぼう勢せいの悪魔】と呼ばれるボスＭＯＢは、防ぼう御ぎよ重視らしいが、ベルの攻撃やエミリさんの錬れん金きんＭＯＢのゴーレムによる攻撃でそれを突とつ破ぱして、シチフクを始めとする【ＯＳＯ漁業組合】の精せい鋭えいたちが本体にダメージを与あたえたという。

　またレティーアは、使役ＭＯＢだけでなく、光魔法や回復魔法などのサポートでパーティー全体を支えたらしい。

「中々に濃のう密みつなイベントを過ごしているんだな、レティーアたちも」

「そうですね。あっ、そろそろデスペナルティーが解除されるから、また地じ道みちにレベリングしつつクエスト攻略再開しますね」

「分かった。……ああ、そう言えば、ベルのところの新人プレイヤーたちとはどうなった？」

「そっちは大だい丈じよう夫ぶよ。とてもいい女の子たちだから。じゃあ、また来るわね」

　そう言って手をひらひらさせて【アトリエール】から出ていこうとするライナだが、担かつぐようにして持っていた短たん槍そうが入り口の梁はりにぶつかってあたふたした場面もあり、そのどうにも緊しまらない様子に、俺は苦笑いを浮かべる。

　そんなライナとアルの二人を見送った後、入れ違ちがいに、ミュウがお店に飛び込んでくる。

「ユンお姉ちゃん！　一いつ緒しよにダンジョン行こう！　ダンジョン！」

「ミュウ。だからお姉ちゃんって言うな。って言うか、どのダンジョンに連れて行く気だよ」

　ミュウのパーティーは、ルカートたちと六人のフルメンバーで組んでいる。そこに俺が入れば、共きよう闘とうペナルティーが発生するのは分かっているだろう。

　まぁ、一つのダンジョンだけは例外だが──

「それは勿もち論ろん、ユンお姉ちゃんと一緒に挑ちよう戦せんできる──道のダンジョンだよ！」

　一応、俺もその可能性は考えており、やっぱりか、という気持ちになる。

「前は、初見で挑いどんで負けたけど、今度は色んな情報を集めて対策を取ってリベンジする！　そう、そのためにユンお姉ちゃんが必要なんだよ！」

「俺が必要ねぇ……」

　直接的な戦闘では、それほど役に立ちそうにないんだけど……と、あまりやる気ではない俺に対して、ミュウはかなりやる気を出している。

「そもそもなんで俺を誘さそうんだ？」

「それはね。ユンお姉ちゃんには、リゥイがいるからだよ！」

「リゥイが？」

　お店の定位置で寝そべっていた幼よう獣じゆう状態のリゥイが立ち上がり、俺の側そばに寄って来る。

「うん。ソリがコースから落ちれば即そくリタイアだけど、そこでリゥイを召しよう喚かんすれば復帰リカバーできるの。それに、ユンお姉ちゃんのエンチャントとかのサポートも期待してるんだ」

　そう言って、真っ直すぐに俺を見てくるミュウ。

　サポートをお願いされると、俺は元々サポーターをコンセプトとしたキャラであるために断り辛づらい。それに何故か隣にいるリゥイが、ふんすっ、と鼻を鳴らしてやる気になっている。

「……そう言えば、リゥイは殆ほとんど戦闘したことないけど、やる気か？」

　こくり、とリゥイが頷き、俺は決心した。

「わかった。道のダンジョンに付き合う──『ありがとう、ユンお姉ちゃん』──」

　俺が言い終わる前に、俺の両手を摑つかんで縦にぶんぶん振ふるミュウ。そして、思い出したように、隣にいるリゥイにもきゅーっと抱だき付き満足して離はなれた。

「よし、それじゃあ早速、ダンジョンの攻略に行こう！」

「ちょっと待て！　俺は、ダンジョンの情報とか余り持ってないんだ」

「ゲームは、常に準備の時間を与えてくれるわけじゃないよ！　事前に準備できないなら、手元のアイテムでやりくりする！　情報を揃えて安全策で挑むよりスリルがあるじゃない！」

　別に情報収集したっていいじゃないか。

　事前準備をしっかりしたっていいじゃないか。

　安全策で挑んでスリルがなくたっていいじゃないか。

　別に、一つのダンジョンをクリアしてもそのプレイヤーやパーティーが何かを貰もらえるわけでもないし、誰が攻略してもいいだろう、と思う俺とは違い、ミュウは自分が最初に攻略することに意味があると考えているのかもしれない。

「とにかく、ちょっとだけ待ってくれ。出来るだけの準備はしたいから！」

「わかった。だけど早くしてね。本当は、一分、一秒でも早く行きたいんだから！」

　俺は、全くと苦笑いを浮かべながらも【アトリエール】から必要なアイテムなどをインベントリに詰つめ込んだ後で、リゥイを召喚石に戻もどして、ミュウと共に道のダンジョンに向かった。







　　　六章　道のダンジョンと爆走バトル







　夕暮れ時。第一の町の外がい壁へきの外側に生み出された五つのダンジョンの中の一つ、道のダンジョンの前に、俺とミュウはやって来ていた。

【アトリエール】から、数は少ないがメガポーションやＭＰポットを持ってくることができたが、できれば使わずに済ませたい。

　俺たちはダンジョン前で、ルカートたちと合流した。

「ごめんね。ユンお姉ちゃんの説得にちょっと手間取った！」

「俺、別に説得されてない気がするんだけど。それとミュウ、本当に急ぐ必要あるのか？」

　若じやつ干かん、早足でこの場に来た俺は、少し息が上がっている。何度も深呼吸を繰くり返して息を落ち着けながら、俺がミュウにそう問えば──

「ない！　けど、あることにして！」

「全く、無茶苦茶だな」

　俺が呆あきれたように大きく息を吐はき出せば、ミュウの後ろに立つルカートたちは苦笑いを浮うかべている。

「ユンさん、こんばんは。今日は、私たちに付き合っていただきありがとうございます」

「ルカートたちは、気にしなくていいよ。特にリスクがあるわけじゃないし、俺もちょっとは五つのダンジョンをクリアした報ほう酬しゆうが気になるから」

　そう言って、俺が軽くルカートたちと会話をする間にも、ミュウはダンジョンに入るプレイヤーの列に並び、俺たちの場所も確保している。

「おーい！　みんなこっちだよー！」

「ううっ、今いま更さらながらに緊きん張ちようしてきた」

　ミュウに呼ばれて人の目が集まったのと、俺はサポート重視とはいえダンジョンに入ればすぐに戦闘開始になることを思い出して、緊張してきた。

「緊張することないよ。気楽に気楽に！」

　ミュウが確保していた場所に並び、自分の胸に手を当てて深呼吸を繰り返す俺に対して、ミュウが軽く肩かたを叩たたいて緊張を解ほぐそうとしてくれる。

　それで良い感じに力が抜ぬけたのか、俺は少しだけ落ち着くことができた。

　そして、ダンジョンに入る列が進み、俺たちの順番が回って来る。

「私たちの番ですね。それじゃあ、入りましょうか」

「そうだね。ユンお姉ちゃん、入ったら戦闘まで少しは猶ゆう予よがあるけど、油断はしないでね」

「わ、わかった」

　ミュウからの念押しに頷うなずき、パーティーメンバーと一緒にダンジョンの入り口から入り込む。

　開け放たれた門の奥は白く霞かすんでおり、ミュウたちとはぐれないようにしながら奥へと進んでいくと、急に足元がなくなる浮ふ遊ゆう感かんに襲おそわれる。

　階段を踏ふみ外したような肝きもが冷える感覚を覚えるも、小さな衝しよう撃げきと共に視界が晴れると、目の前には雪道のコースが広がっていた。

「ここは……」

　少し離れた前方には、ミュウ、ヒノ、トウトビの三人が、後方には、ルカート、コハク、リレイの三人が、それぞれ一人用の自走するソリに乗っていた。

「おーい！　みんな大丈夫か!?」

「うちらはここにおる！　大丈夫や！」

　周囲には他ほかにも無人のソリが走っており、一人、また一人と虚こ空くうからソリの中に降りてくる。

　俺が改めて自分の足元を確かく認にんすれば、広めのソリに乗っており、他のプレイヤーたちと同じように雪道を疾しつ走そうしていることに気が付く。

「結構、丈じよう夫ぶそうなソリだな。それに……綺き麗れいだ」

　雪道を疾走する数十のソリが巻き起こす雪ゆき煙けむりが、光を反射して後方へと流れていく景色に目を奪うばわれながらも、俺はソリの上でバランスを取ろうとするが──

「──ってそんな感心している場合じゃない！　はやいはやいはやい！」

　ソリの手た綱づなを握にぎり、重心がぶれないようにしゃがみ込んでジッと耐たえる。

　広めとはいえ、かなりの速度で自走するソリは怖こわい。

　体を右に傾かたむければ右に、左に傾ければ左に、前ぜん傾けい姿勢なら加速、体を後ろに倒たおせば減速。そんな体勢による基本動作を覚えるが、完全には制せい御ぎよ出来ていない。辛かろうじて思った方に動くだけだ。

　一方で──

「いやっほぉーい！　ぶっちぎりだよ！」

　ミュウは、スノーボードの要領で足を前後に開き、剣けんを右に左にと振ってバランスを取りながら、剣の間合いを確かめている。また、加速状態からソリの前部を摑み、大ジャンプをしてみせる……って、あいつ、リアルじゃ一度もスノーボードなんかやったことないのに、無茶をする！

「ミュウさん！　まだ戦闘が始まってないのに、そんな危ない動きはしないでください！」

「まだ二回目だけど、センスの補正は凄すごいね！　慣れると【行動制限解除】の恩おん恵けいでこんな動きもできるんだから！」

　ミュウは、立体的な回転を伴ともなうボードジャンプを見せるが、俺は、失敗しないかハラハラしながらそれを見つめる。

　ミュウ以外のパーティーメンバーも、二回目の攻こう略りやく挑ちよう戦せんで少しはソリの扱あつかいに慣れているのか、操作が安定している。

　ルカートは、走るソリの上でバスタードソードを片手で振るい迫はく力りよくがある。

　トウトビは、左右に重心を傾けて、柳やなぎの枝のように柔やわらかな線を雪道に描えがく。

　ヒノは、担ぐように長なが槍やりを構え、持ち手を滑すべらせてリーチを調節し、間合いを確かめている。

　後衛組のコハクとリレイもそれぞれ扇子せんすと杖つえを構えて、前衛のミュウたちの後ろに付いている。

　そうこうするうちに、ほぼ全すべてのソリにプレイヤーが収まり、間もなくボス戦が始まろうとしていた。

「ルカちゃんとユンお姉ちゃんの方はどう？」

「私の方は、動きには問題ありません」

「俺は、まだ慣れない……」

　この不安定なソリの上で弓を構えるなんて、すぐにできるわけがない。

　そんな中、先頭を爆走していたミュウは、雪道に剣を突つき刺さし、ブレーキの要領で減速して、トウトビとヒノたちと速度を合わせる。

「ユンお姉ちゃんは、無理しちゃだめだよ！」

　ミュウが俺を連れ出したんだろ、と思いながらふと周りを見ると、一人のプレイヤーのソリが不安定な走りを見せていた。

　そして、次の瞬しゆん間かん──

「ルカート、危ない！」

　ルカートの前を走っていたそのソリから、操作を誤ったプレイヤーが投げ出され、乗り手を失ったソリは、そのまま、後ろを疾走するルカートたちの方に流れてくる。

「コハクとリレイは、私の後ろに！　はぁっ──《ショック・インパクト》！」

　ルカートを先頭にしてコハクとリレイが縦に並ぶと、ルカートが流れてくるソリにアーツを放つ。

　黄色い光を発するバスタードソードを斜ななめ下から振ふり上げるようにしてソリにぶつければ、一瞬の拮きつ抗こうの後、ソリが上へと跳はね上がる。

　それは、更さらに後ろを走行する俺の頭上を越こえて、後方の雪道に突き刺さり、遠ざかっていく。

　口を開けて啞あ然ぜんとした表情で後方に突き刺さったソリから前方にいるルカートに視線を戻せば、恥はずかしいような照れくさいような曖あい昧まいな笑いを浮かべている。

「ルカちゃん、ナイス判断！　グッジョブ！」

　ミュウは、ルカートの冷静な対処をベタ褒ぼめする。

　その一方で巻き上げられた雪がヒノの方に流れて、ちょうどその雪に中にヒノが突つっ込こんでいく。

「きゃっ!?　もぅ、なんなのさー」

　巻き上げられた雪を突き抜ぬけたヒノは、雪に驚おどろき体勢を崩くずしたまま、鼻先にちょこんと雪を乗せて不ふ機き嫌げんそうに口を尖とがらせている。

　ソリで後ろに仰け反るように座るヒノの足は、雪の中にソリの破片が混じっていたのか、冬服の黒タイツに幾いくつかの小さな穴を開けている。
















「ヒ、ヒノちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「その……ヒノさん、すみません」

　ヒノの状じよう況きようを見て、表情を引き攣つらせながら尋たずねるミュウとルカート。

「ううっ……ボクの冬服のタイツに穴が開いちゃったじゃないか！　ダンジョンボス、絶対に許さない！」

　他にも、ソリの操作に慣れない中で無茶な動きをして、戦せん闘とうが始まる前から何人かのプレイヤーが脱だつ落らくしていく中、赤鼻で、太く平べったい角を持つ、八本脚あしの悪あく魔まトナカイが引くソリに乗った一人の少年風の悪魔が、色とりどりの鼻と八本脚を持つ手下の悪魔トナカイたちを引き連れて姿を現した。

　それは、サンタクロースＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターからソリを奪った悪魔ボス──【悪童の悪魔】だ。

『なに？　君たちが僕らの奪った聖人の道具を取り返しに来たの？　いいよ！　だ・け・ど──この空間で僕を倒せたらね！』

　子どもっぽい無む邪じや気きな喋しやべり方の宣言と同時に、俺たちの後方で轟ごう音おんが上がる……ってちょっと待て！　後ろ!?

　振り返った先には、遠くから雪煙を巻き上げつつ轟々と音を立てて崩くずれていく雪道。こちらに迫せまって来るように、雪道がどんどん消えていき、さっきまで雪道のあったところには虚空が広がっていた。

　俺はまだ、ミュウたちのように自由自在にソリを動かせないのに、更に余よ裕ゆうがなくなっていく。

『さぁ、行け！　悪魔トナカイたち！』

　その言葉と共に戦闘が開始され、前方のプレイヤーたちが、悪魔トナカイに攻こう撃げきを仕し掛かける。

　俺の近くにいるミュウとルカートが俺に声を掛かけてくる。

「ユンお姉ちゃんは、適度にエンチャントとかのサポートお願いね！　さぁ、トビちゃん、ヒノちゃん、行くよ！」

「それじゃあ、私たちも行きます！　ユンさんも無理のない範はん囲いで」

　俺は、ミュウとルカートに頷いて、最さい後こう尾びでソリの操作に集中しながら、戦うプレイヤーたちの後ろに付いていく。

「《付加エンチヤント》──アタック、ディフェ……うわっ!?」

　俺がミュウたちに、物理攻撃のエンチャントに続いて、物理防ぼう御ぎよのエンチャントを掛けようとした時、前から何か飛んできて、慌あわてて避よける。

　それは、雪の塊かたまりだった。

　また、前方の雪道をよく見ると、ところどころに穴が開いており、そこにソリが入り込むと、大きくバランスを崩す可能性がある。

　そして、それらの穴は、悪魔トナカイたちによって生み出されていた。

「改めて見ると、酷ひどいデザインだよなぁ」

　八本脚で疾走する目付きの悪い悪魔トナカイたち。その攻撃方法は、鼻の色に合わせた下級の属性魔法だ。そして、八本脚の内、速度を維い持じするための前脚四本と、後ろ蹴げりで雪を蹴り飛ばして来る後ろ脚四本。

　また、平べったい角をスコップのように雪に突き入れて力強く頭を持ち上げれば、雪の塊が放物線を描き後方へと飛んでくる。

　他にも、プレイヤーに対して、体当たりなどの格闘戦を挑いどんでくるなど、多た彩さいな攻撃手段を持っている悪魔トナカイたち。

　最後尾を走る俺など敵の眼中には入ってないだろうが、ただ無む作さく為いに放っている雪の塊は、俺にとっては必殺の一撃になりえる。

「なんだよ。この雪の弾だん幕まく……」

「ユンお姉ちゃんも無茶しない範囲で頑がん張ばって！　って危ない危ない」

「ミュウも無茶するな！　俺は大だい丈じよう夫ぶだから！」

　そう言って、ミュウを戦闘に集中させるが、俺も満足にエンチャントを掛ける余裕はないし、両手を使う弓で戦闘に参加するには、ソリの上は不安定すぎる。

　そうこうするうちに、戦いに集中し始めたミュウたちは、ソリを巧たくみに操あやつり、悪魔トナカイたちに反撃を仕掛ける。

「それじゃあ、行くよ！　──《デルタ・スラッシュ》！」

　ミュウの攻撃を皮切りに、トウトビとヒノがそれに追従する形で戦闘を進めていく。

　突とつ進しんしてきた一体の悪魔トナカイの攻撃を散開して避けて、すぐさま反撃する。

　ミュウが発動の早い三連撃の攻撃アーツを放ち、続くトウトビが麻ま痺ひ効果の付ふ与よされた短たん剣けんのアーツで斬きり付け、動きを鈍にぶらせる。

　最後に、後ろからソリを加速させてきたヒノが、長槍で敵の足元を掬すくうように攻撃し、悪魔トナカイのバランスを崩す。

　疾走していた悪魔トナカイは、一度バランスを崩すとバウンドするように雪道を転がり、ソリで疾走するプレイヤーたちの後方に流れていく。

『グォォォッ──』

　そのまま迫り来る雪道の崩ほう壊かいに巻き込まれ、低い鳴き声を上げながら消えていく悪魔トナカイ。

　俺は密ひそかに、南な無む、と唱えつつ振り向いた先の光景にギョッとする。

　ちょっとこれは、シャレにならないって……

「マジで止やめてくれよ。前からの雪玉攻撃だけでも厄やつ介かいなのに、背後からは雪道の崩壊だけじゃなく悪魔トナカイまで追って来るなんて」

　雪道の崩壊に巻き込まれて消えた悪魔トナカイだが、登場時と同じように空を翔かけて現れると俺の背後に降り立って、再び雪道に復帰した。水色の鼻の悪魔トナカイだ。

　ただ、ミュウたちの連れん携けい攻撃のダメージと雪道の崩壊に巻き込まれたダメージで、残りＨＰは６割くらいとなっている。

　その時、悪魔トナカイの水色の鼻が光り輝かがやき──

「うわぁぁっ、無理だって！」

　慣れないソリの上で、放たれる属性魔法の氷ひよう弾だんの着弾点を避けるようにソリを右に傾ける。

　直後、俺のソリの真横に氷弾が着弾し、雪ゆき煙けむりが上がる。

　続く二つの氷弾は、頭上を越えて前方に着弾し、その雪煙を避けるように、俺は更にソリを動かす。

　どうする、弓を使って攻撃するか、それとも駄だ目め元もとで包丁による接近戦を仕掛けるか……

【悪童の悪魔】がボスの道のダンジョンでは、ソリを失った場合のクエスト復帰リカバー方法の一つとして使し役えきＭＯＢのリゥイの召しよう喚かんという手段があるそうだ。だが、こんな序じよ盤ばんでリゥイを頼たよってはいけない。

「……こうなりゃ、消しよう耗もう品ひんでごり押しだ！」

　俺は、腹を決めて、インベントリから一摑みのマジックジェムを取り出した。

　発動時間と悪魔トナカイとの距きよ離りを測り、発動のキーワードを唱えて、後ろに放ほうり投げる。

「──【ボム】【クレイシールド】！」

　二種類のマジックジェムが内包する魔法が、宝石を起点に発動する。

　すると、追ってくる悪魔トナカイの目の前で土つち壁かべが迫せり上がり、多重爆ばく発はつが発生する。

　しかし、疾しつ走そうする悪魔トナカイは大きな角で土壁をぶち抜ぬき、ボムの爆心地に濛もう々もうと立ち込める雪煙を引き裂さいて、再び姿を現す。とはいえ、流石さすがにノーダメージという訳にはいかず、残りＨＰは５割を切っていた。

　ミュウたちの連携攻撃に比べれば、与えたダメージは少ないが、それでも十分なダメージを与えられたことに小さなガッツポーズを取る。

「よし、これなら……って、えええっ!?」

　前方のプレイヤーが攻撃した二頭の悪魔トナカイが、バウンドしながら後ろに流れていくのを見る。

　そこはかとなく嫌いやな予感に後ろを振り返れば……

「やっぱり、そうかぁぁぁっ！」

　最初の一頭に加えて、合計三頭の悪魔トナカイが最後尾の俺を追い掛けてくる。

「くるなぁぁっ！　──【ボム】！」

　今度は、先さき程ほどの三倍の量のボムのマジックジェムをソリからばら撒まく。

　先程よりも大きな規模の多重爆撃に襲おそわれる悪魔トナカイたち。

　三頭の内、二頭は崩壊する雪道の向こうへと吹ふき飛ばされ、残る一頭はその場で多大なダメージを受けている。

「おっ！　ユンさん、楽しんどるなぁ」

「コハク！　全然楽しんでない！」

「ふふふっ、では、私たちが美お味いしいところを貰もらうとしましょうか」

　ルカートに前方の守りを任せているコハクとリレイは、後ろを振り向き構える。

　吹き飛び、雪道の向こうに消えた悪魔トナカイが空を翔けて復帰リカバーしてくるタイミングに合わせて、コハクとリレイが魔法を放つ。

　二人の放つ魔法が俺の頭上を越えて、残りＨＰの少ない悪魔トナカイたちに命中し、光の粒りゆう子しに変える。

「おーおー！　ユンお姉ちゃんも楽しんでるね！」

　あんなパニックのどこが楽しんでいるように見えるんだ、とミュウを問い詰つめたいところだが、その前に今の状じよう況きようを改めて確かく認にんする。

　他ほかのプレイヤーたちによって次々と討とう伐ばつされる悪魔トナカイたち。

　そして、手下の悪魔トナカイたちに戦闘を任せて、ひたすら走り続ける【悪童の悪魔】に不気味さを感じつつも、【道のダンジョン】のボス戦は中ちゆう盤ばん戦せんに移行していく。
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　悪魔トナカイたちの数が徐じよ々じよに減り、それに比例して雪道を荒あらす攻撃は減っていく。

　この調子なら、八頭全すべての悪魔トナカイを倒たおして残ったプレイヤーが、ボスに注力できる。

　俺がそんな楽観的なことを考えている間にも、同じパーティーメンバーらしいソリの集団が、ボスの【悪童の悪魔】に接近し、攻撃を仕掛け始める。

　ミュウやその他のプレイヤーたちも、互たがいに衝しよう突とつしないように注意して場所を入れ替かわりつつ、赤鼻の悪魔トナカイが牽けん引いんするソリに乗る【悪童の悪魔】に斬り掛かる。

「前の方は調子が良さそうだな。俺は、後ろから襲われないように対処するか」

　前方のプレイヤーの攻撃を受けて転てん倒とうした悪魔トナカイたちは、一度、最後尾の更さらに後ろまで転がって雪道の崩壊に巻き込まれると、空から再登場して後ろからプレイヤーに襲い掛かって来る。

　その背後からの攻撃で、既すでに何人ものプレイヤーがリタイアさせられているため、放置するわけにもいかない。

　最後尾を走り続ける俺は、ソリの操作に慣れ始め、片手でソリの手た綱づなを操り、もう片方の手に状態異常バツドステータス薬の瓶びんを構える。

　真っ直すぐ俺に狙ねらいを定めて突進してくる悪魔トナカイの進路から避けるようにソリを操作すると同時に、一いつ瞬しゆん前まで俺のいた場所にポーション瓶びんを投げる。

　空中を回転するポーション瓶は、突進してくる悪魔トナカイの角によって割られ、中の液体をぶちまける。

　それにより、ポーションの中身を浴びた悪魔トナカイは、脚あしの力が抜けたように頭から雪道に突つっ込み、倒れて動けないまま雪道の崩壊に巻き込まれて虚こ空くうに消えていく。

「よし、状態異常バツドステータス薬も有効だな」

　前方の仲間に合流しようと後ろから突進してくる悪魔トナカイだが、【麻痺】や【眠ねむり】、【気絶】などの状態異常バツドステータス薬は有効であることがわかった。薬で直接ＨＰを削けずることはできないが、薬効で動けないようにすれば、背後から迫せまる雪道の崩壊に巻き込んで与えるダメージも見込める。

「ユンさん、中々エグい攻こう撃げきをするんやなぁ」

「ふふふっ、さっきまで可愛かわいい悲鳴を上げていたのに、もう慣れてしまったのですね。もう少し聞きたかったのですけど」

　俺のソリの少し前に自分たちのソリを寄せてきたコハクとリレイは、俺に対してそんな言葉を投げかけてくる。

　その間も、延々とプレイヤーたちの頭上を越こえて魔法を放ち続ける二人。

　更にそんな二人を、正面からの攻撃から守るルカート。

　そんな俺たちの背後から襲ってくる悪魔トナカイを、俺がマジックジェムや状態異常バツドステータス薬などを使って防いでいる。

　四人が菱ひし形がたに並び、前方をルカートが、中程の左右をコハクとリレイが、最さい後こう尾びを俺が、それぞれに守りつつも悪魔トナカイに攻撃を仕し掛かけていく。

　そして、また一頭の悪魔トナカイが【麻痺】の状態異常バツドステータス薬で動けなくなり雪道の崩壊に巻き込まれて、光の粒子となって消えていく。

　悪魔トナカイの数が残り三頭になり、【悪童の悪魔】が新たな反応を見せる。

『──この人間風ふ情ぜいがっ！　こうなれば、聖人から奪うばった力の一いつ端たんを使って、この場で一気に葬ほうむってくれる！』

　子どものような外見や喋しやべり方から一変して、顔を醜みにくく歪ゆがめて激げき昂こうする【悪童の悪魔】は、自身の体を中心に波は紋もんのような衝撃波を生み出す。

　そのタイミングで攻撃を加えようとしたプレイヤーは、衝撃波に押し返されてしまった。ソリの上でバランスを崩くずして転倒する寸前のところで何とか堪こらえた彼らを見ていた俺は、ほっと安あん堵どの息を漏もらす。

「そんな攻撃方法があるなら、何な故ぜ最初からそれを使ってプレイヤーをソリから落とさなかったんだ？」

「ユンさん、なんちゅう恐おそろしいこと言うてんねん」

「ユンさん、それはナンセンスですよ」

　俺の呟つぶやきが聞こえていたのか、コハクとルカートに突っ込まれてしまう。

　その間、衝撃波で守られている【悪童の悪魔】に攻撃しようとミュウが収束光線の魔法を使うが、それすらあらぬ方向へとねじ曲がって当たらない。

【悪童の悪魔】は、衝撃波を生み出し続けながら右手を振ふり上げ、空間に反はん響きようする声で何かを唱え始める。

『──捩ねじれ、捩よじれ、穿うがたれ、途と切ぎれろ。我が空間では何なん人ぴとも前には歩ませぬ。我が悪童の名が命ずる！』

　その言葉に従って、一直線だった雪道に変化が起こる。

「はははっ、折角ソリの操作に慣れ始めたところなのに……」

　目の前の光景を見て、俺は震ふるえる声で言葉を絞しぼり出す。

　遠くまで真っ直ぐだった雪道が、途中からうねり、曲がるコースに変化していた。

　こんなレースゲームのような連続カーブのコースで、どうやって敵に追い付けばいいのか。しかも、速度の速まった背後の雪道の崩壊が、轟ごう音おんを上げて迫って来る。

　俺は、体を軽く前に傾かたむけて速度を上げ、崩壊から一定の距離を保つが、俺と同じように後方から戦せん闘とうに参加していたプレイヤーの中には、突然の崩壊速度の上じよう昇しように対応できない者も多く、すぐには崩壊に巻き込まれなかったとしても、次し第だいにソリが制せい御ぎよ不能になり、最後には自じ滅めつして転倒し、そのまま雪道の崩壊に巻き込まれてしまったプレイヤーもいた。彼らの悲鳴が、しばらく俺の耳に残る。

　しかし、コースの変化と共に【悪童の悪魔】の衝撃波が消え、いち早くそれに気づいたミュウが声を張り上げる。

「チャンス！　お姉ちゃん！　スピード強化と火属性！」

「はぁ!?」

「早く！」

「ああ、もう！　《付加エンチヤント》──スピード！　《属性付加エレメント・エンチヤント》──ウェポン！」

　その要求に応こたえて、俺はミュウに速度上昇のエンチャントをかけ、火の属性石を砕くだいてミュウの剣けんに火属性エンチャントを施ほどこす。

　そして──

「カーブをいっぱい作ったからって、私からは逃にげられないよ！　──《ナインソード・スラッシュ》！」

「うぉぉっ!?　と、跳とんだ!?」

　最初のカーブの膨ふくらみを、大きなカーブの内側ギリギリで【悪童の悪魔】に迫るのかと思ったが、ミュウはそのままコースの外に勢いよく飛び出していく。

　コースアウト直前にソリを撥はね上げ、勢いのまま滑かつ空くうし、カーブの膨らみが終わる場所に着地して、大だい胆たんなショートカットを行う。

　その大ジャンプの勢いのまま【悪童の悪魔】に迫り、その背中に火属性がエンチャントされた剣で【アーツ】による連続攻撃を浴びせる。

　大ジャンプと着地でソリの制御が甘くなっていたうえ、【悪童の悪魔】への大おお技わざで一瞬ミュウのソリが操作不能に陥おちいり、そのままコース外に向かって横よこ滑すべりする。

　そこへ、【悪童の悪魔】が振り向き様にミュウに氷ひよう槍そうを放つが、ソリの横滑りで運よく回かい避ひでき、そして雪道に片手剣を突き刺さして、減速する。

　そんなミュウの姿を見て、俺は内心冷や冷やしながら、ソリの手た綱づなを力強く握にぎりしめていた。

　一歩間ま違ちがえば、そのままコースアウトでリタイアする可能性があるのに、無茶をする。

「うわっ……危なかった」

「ミュウさん！　無茶しないでください！」

　ルカートが声を張り上げて遠くにいるミュウに声を掛かける。それに対し、片手を上げてヒラヒラと掌を振っているミュウの姿に、全く、と溜ため息いきが漏れてしまう。

「ふふふっ、私たちもやりましょうか──《ラヴァカノン》！」

「ミュウばかりが無茶しないで済むように、うちらも行くで！　──《エアロカノン》」

　リレイの生み出した灼しやく熱ねつの溶よう岩がん弾だんが、雪道を走る悪魔に向かって飛ひ翔しようする。

　溶岩弾の着弾点を予測されれば、【悪童の悪あく魔ま】に躱かわされてしまう。だが、そんな溶岩弾を後押しするように、コハクの生み出した空気砲ほうが爆はぜ、空中で溶岩弾を加速させる。

　そして、加速した溶岩弾が【悪童の悪魔】を直撃するコースに入るが、ソリを引く悪魔トナカイが咄とつ嗟さに回避したため、溶岩弾は空中で爆ばく発はつし、焼しよう夷い弾だんのように炎ほのおを【悪童の悪魔】と悪魔トナカイに降らせた。

「よし！　大技の大成功や！」

「順調ですね。ただ、少しやり過ぎたかもしれません」

　コハクとリレイの合わせ技で舞まい上がる雪ゆき煙けむりを突っ切って雪道に姿を現した【悪童の悪魔】は、今までで一番のダメージを受けていた。

　その成果に、コハクとリレイはソリを並へい走そうさせてハイタッチし合う。

　他のプレイヤーたちも負けじと、左右のカーブが連続する雪道のインコーナーを攻せめて【悪童の悪魔】に追い付き斬きり掛かる。

　何人ものプレイヤーたちの怒ど濤とうの攻撃ラッシュを受け、徐々に【悪童の悪魔】のＨＰが減っていく。

　すると、雪道のコースを捻じ曲げた時にように、【悪童の悪魔】は再び広こう範はん囲いの衝撃波を放って、プレイヤーたちを寄せ付けなくした。

『この劣れつ等とう種風情がぁっ！　少し下手に出て遊んでやれば、付け上がりやがって！　僕を本気にさせたな！』

　コースのカーブが消えて直線の雪道に戻もどると、【悪童の悪魔】が衝撃波を発生させるのを止める。

　それと同時に、後方の雪道の崩壊速度が更に上がり、迫せまって来る轟音が更にプレイヤーたちを急き立てるような緊きん張ちよう感かんを生み出す。

　その崩壊速度には、【悪童の悪魔】の乗るソリを引く赤鼻のトナカイ以外の悪魔トナカイも対応できず、低い鳴き声を木霊こだまさせながら、次々に雪道の崩壊に巻き込まれていった。【悪童の悪魔】の乗るソリを引く赤鼻のトナカイの頭上には、幾いく十、幾百もの氷の槍やりが次々と展開されていく。

「おいおい、こんな状じよう況きように付いていけないぞ」

『──空より穿て、氷ひよう柱ちゆうの檻おり！』

　最後尾を走る俺は、遠目に氷の槍の軌き道どうを眺ながめていたが、それらは、俺たちプレイヤーの方ではなく、俺たちの走る雪道の遥はるか前方に射出された。

　それは、ランダムに雪道に突き刺さり、氷柱の障害物ができ上がる。

　そこまで辿たどり着いたミュウやヒノは、自身の武器で氷柱の障害物を砕きながら最短距きよ離りで突き進むが、砕けた氷が、砕いたプレイヤー自身に突き刺さりダメージを与あたえる。

　トウトビは、障害物を避よけることを選び、自身がダメージを受けないように動いているが、おかげで【悪童の悪魔】に追いつく速度を出せていない。

　最後尾を走る俺たちは安全かといえば、そうではない。

　定期的に【悪童の悪魔】が氷の槍を射出し、それでできた氷の障害物にぶつかって転てん倒とうするプレイヤーや、彼らの乗っていたソリが、転がりながら後方にいる俺たちに襲おそい掛かって来るのだ。

「──俺たちの方にも来た！」

　また一台、氷の障害物を避け損そこねて制御を失ったソリが、高速回転しながら、俺たちの方に向かってくる。

　ルカートは、バスタードソードを振るい、ソリを弾はじき飛ばすが、同時に氷の槍がコハクの目の前の雪道に突き刺さる。

　それによりコハクは、ソリから投げ飛ばされ、宙に浮うく。

「──コハク！」

　一いつ瞬しゆんの出来事に、ルカートやリレイは、コハクをリカバリーすることができずに、続いて飛んでくる氷の槍を、剣や魔法で迎げい撃げきしていた。

　このままではコハクは雪道に落ちて、助けるのが困難になる。そして今、最後尾を走る俺だけがコハクを受け止めることができる。

　だがコハクを受け止めるためにソリの進路を変えれば、氷の障害物にぶつかることになる。

　左に避ければ、安全に回避できるが──

「コハク！　お姉ちゃん！」

「っ!?　ああ、もう！　男は、度胸だ！」

　俺は、体を右に傾けて、氷柱の障害物に突つっ込んでいく。最初から安全に抜ぬけられないなら、覚かく悟ごするしかない。

「──《クレイシールド》！　コハク、摑まれ！」

　俺は、ソリの進行方向に斜ななめに土つち壁かべを生み出し、ソリを加速させた勢いで土壁を駆かけ上がる。

　そして、ジャンプ台のように高く飛び上がり、氷柱の障害物を飛び越こえて空中でコハクを受け止める。

「ユンさん!?　なんで!?」

　それほど斜しや角かくのきつくない土壁のジャンプ台だが、上った勢いのまま、着地と同時に氷柱の障害物に真っ直すぐに体当たりして、突き抜け、砕けた氷の破は片へんが俺とコハクにダメージを与える。

　コハクは空中で捕つかまえることができたが、ジャンプのために加速したソリは、俺では制御できなくなっている。

「ユンさん。助けてくれたのはありがたいんやけど……このまま行くと、うちら落ちるやん！」

「分かってるよ！　でもな、コハク、俺にソリを自在に操あやつる運動神経なんて期待するなよ！」

「なんでそんなに自信満々に言えるん!?」

　俺の制御できない速度で疾しつ走そうしているソリは、このままだと雪道のコースに外れてしまう。

　ここから先の展開を想像して、俺は少し罪悪感が湧わいたが、二人で生き残るために躊躇ためらいはない。

「それじゃあ、跳ぶぞ！」

「へっ？　跳ぶって……わきゃっ!?」

　コハクを抱かかえたまま、加速しながらコースアウトするソリから雪道へと飛び降りる。

　そしてすぐさま、ここまで温存していたリゥイを呼び出す。

「来い、リゥイ！　──《召しよう喚かん》！」

　ソリから飛び降りると同時に、真下より成せい獣じゆう化したリゥイが召喚され、俺たちを乗せて走り出す。

　俺たちの乗っていたソリは、そのままコースを外れて虚こ空くうに消えていく。

「うわぁっ！　速いやん！　ユンさん、高いやん！」

「コハク、喋しやべると舌を嚙かむぞ」

　俺に後ろから抱だき抱えられるようにリゥイに乗るコハクは、リゥイに乗れたことに感動しているようで、テンションを上げている。

　一方の俺は、左手にリゥイの手た綱づなを持ち、巧たくみに……操れるわけもなく、リゥイの自由意志に任せて雪道を走っている。

　障害物の氷柱の隙すき間まを縫ぬうように走るリゥイは、すぐにミュウたちと合流する。ほんとに俺には勿もつ体たい無ないくらい優ゆう秀しゆうだよ。

「ナイスアシスト！　お姉ちゃん！」

「……二度目は助けられないぞ」

　お姉ちゃんって呼ぶな、という反論の言葉をぐっと堪こらえて、事実だけを告げる。

　周囲を見み渡わたせば、ミュウたちのパーティーの他ほかに、残っているプレイヤーたちは少なくなったが、ボスの【悪童の悪魔】のＨＰも大分減っていて、追い詰つめている感じがある。

　だが、氷の槍による攻こう撃げきと氷の柱の障害物に阻はばまれ、【悪童の悪魔】にはなかなか決定打を加えられていない。

　ぶつかれば砕くだけて、こちらを傷つける障害物のダメージは、地味で嫌いやらしい。

　ダメージ量も、先さき程ほどコハクを助けるために自ら突とつ撃げきしてみて感じたが、一度だけなら問題ないが、回数を重ねれば、それなりにＨＰを削けずり、ソリの操作にも影えい響きようを与える。

「お姉ちゃんとコハクは、大分ダメージを受けちゃったね」

「そうだな。それに魔法も結構使ったからＭＰも減ってる。ポーション使うか」

　俺は、自分とコハクに数の少ないメガポーションとＭＰポットを使い、急速に回復させる。その回復量の高さにコハクが驚おどろきの表情を浮かべているが、今は触ふれずにおこう。

　さて、これからどうしたものか、と思案する俺を乗せたリゥイと、ソリで並走するミュウ。

　ミュウたちのパーティーメンバー全員が合流した現在、ルカートとヒノが飛来する氷の槍や障害物を排はい除じよして進路の安全を図はかっている。

　そして、俺とコハク、ミュウの後方には、トウトビとリレイが付いてきている。

「障害物が邪じや魔まですので、私とヒノさんが前路を確保。ミュウとトウトビさんがボスに斬り込み、リレイとコハク、それとユンさんが後方支し援えんでいきたいのですが、いいですか」

「異論なし！　みんなは？」

　ルカートの提案に、ミュウが元気よく賛成し、みんなを見回せば、全員が頷うなずき、俺もその案に乗ることにする。

　すぐにソリを再加速させていくルカートとヒノの二人は、アーツを放ち前方の障害物を次々と破は壊かいしていく。

「はぁ──《ショック・インパクト》！」

「邪魔だよ！　──《大車輪》！」

　ルカートがバスタードソードを振ふるい、ヒノが長なが槍やりを振り回して次々と障害物を砕き、雪道にダイアモンドダストのような煌きらめきを生み出す。

　だが、同時に当の二人もダメージを受ける。

「私が強きよう烈れつな弾だん丸がんを撃ち込む──《ラヴァカノン》！」

「そして、うちが風を重ねて奥に届ける！　──《エアロカノン》！」

　俺がリゥイに乗りながら抱えていたコハクは、隣となりに移動してきたリレイのソリに飛び乗り、二人で魔法を発動させる。

　コハクとリレイの魔法の相乗効果で威い力りよくを上げた溶よう岩がん弾だんが、宙に浮く氷の槍を破壊して、相そう殺さいする。

「行ってこい！　《付加エンチヤント》──アタック、スピード！」

　俺は、【悪童の悪魔】に向けてソリを加速させるミュウとトウトビにエンチャントを掛かけて、ステータスを底上げする。

　エンチャントが掛かると同時に、勢いよく【悪童の悪魔】に迫せまる二人。

　その他にも、ルカートたちが道を切り開いたタイミングで生き残っていたプレイヤーたちも、【悪童の悪魔】に攻撃するために殺さつ到とうする。

「──いっけぇぇっ！」

「……届けっ！」

『だから、人間風情がウザいんだよ！』

【悪童の悪魔】も一ひと筋すじ縄なわではいかない。ソリを引く赤鼻の悪魔トナカイに鞭むちを打ち、速度を速め、プレイヤーたちが攻せめてくるタイミングに合わせて一気に距離を開ける。

　そして、【悪童の悪魔】の反撃がくる。

「これは、私たちちょっとピンチかも」

「……ミュウさん、離り脱だつを！」

【悪童の悪魔】の加速によってミュウたちとの間に距離が生まれ、コハクとリレイが破壊し切れない氷の槍がこちらに到とう達たつする。

　その攻撃は、ミュウたちへの直撃コースであり、先の攻撃直後の隙すきを狙ねらわれて回かい避ひが間に合わない。

「──《魔ま弓きゆう技ぎ・・幻げん影えいの矢や》！」

　俺は、その隙を埋うめるべく後方より魔法の矢を放ち、空中で氷の槍を迎撃していく。

　エンチャントによる自己強化と風の属性石を砕いて武器に風属性を付ふ与よし、更さらに【音響液エコー・リキツド】を矢や尻じりに塗ぬった最速の攻撃を後方で準備しておいた。

　お膳ぜん立だてもそうだが、仲間のミスをフォローするのもサポートの仕事。ソリという不安定な場所ではだめだったが、リゥイの上にいる今ならば弓を十分に使うことができる。

　ミュウとトウトビは、俺が氷の槍を迎撃した隙にソリの速度を落として、後方にいる俺たちに合流してくる。

「再度突撃！　もう一度攻めるよ！」

「さっき、寸前でボスに逃にげられて攻撃が当てられなかったんです。速度不足です」

「なにより、うちらの攻撃で氷の槍を全部消せんかった。次も安全に攻められる保証はどこにもあらへんよ」

　トウトビが冷静な意見を述べ、一つのソリに乗るリレイの後ろから顔だけを覗のぞかせるコハクの言葉に、ミュウが唸うなる。

「うーん、どうしたものか」

「あと一手。ここで決めないと、攻撃できるプレイヤーが減ってジリ貧ひんになり、詰んでしまいますね」

「こうなったら、可能な限りチャレンジして、次に生かす情報を得て帰る？」

　ルカートとヒノの意見に、ミュウが声を上げる。

「私は、諦あきらめない！　もしかしたら、次は運良く攻撃が通るかもしれない。まだ今ある手段を全部試ためしたわけじゃないよ。だから私は、このまま続けて挑いどむ！」

　そう宣言して無む邪じや気きに笑うミュウに、みんなの表情がふっと緩ゆるむ。

　ボスを追い詰めたと思ったら逆に追い詰められたこの状じよう況きようでも、ミュウは、ゲームを楽しんでいる。

　その気持ちがルカートたちパーティーメンバー全員に伝わる。

　そして、俺は、そんなミュウたちを勝たせてやりたいと思った。

　だが、【悪童の悪魔】の速さに追いつくのは困難だ。

　大量に生み出される氷の槍や障害物を弓矢で撃うち砕くことはできるが、ボスに矢を届かせることはできないだろう。

　視し認にんする範はん囲いを同時爆ばく破はする【ゾーンボム】などの攻撃手段もあるが、氷の槍は破壊できても、威力的な問題で【悪童の悪魔】の疾走を止めるには至らない。

【悪童の悪魔】までの距きよ離りを安全に走りつつ、一いつ瞬しゆんでもいいから確実にやつの足止めをする方法はないか──俺は、メニューのアイテム欄らんに目を通し、使えるものを探す。

　そして俺は、この場面で最適なアイテムを見つけた。

「二つ考えがある。ただ、それを実行した時は、以降、俺は参戦できないからな。それだけは言っておく」

「まさか、ユンお姉ちゃんだけリタイアする方法!?　私はそんな策は認めないよ！」

「違ちがうから安心しろ。それに、策なんて言えるものじゃない。脚あしの速いリゥイにミュウが乗って突撃して、俺がちょっとデメリットの大きいアイテムの力を借りるだけだ」

　それを聞いたミュウは、早さつ速そくリゥイの背中の俺の後ろに飛び乗って来る。

　その際、無人になったミュウのソリをヒノが長槍で巧みに動かし、俺が乗りやすい場所に誘ゆう導どうする。

　俺は、恐おそる恐るソリに飛び乗り、手綱で操作するが、なんでミュウたちはこんなソリの扱あつかいを躊躇いなくできるのか、と思ってしまう。

「突撃のタイミングはミュウに任せる。それに合わせて俺がアイテムを使うから、その後は全員で突撃だ。リゥイは、ミュウを守ってくれよ」

　並走するリゥイにソリから手を伸のばし、胴どう体たいを一ひと撫なでして距離をとる。

　勝手にミュウを乗せたのに、そのことに何の抵てい抗こうも示さずに大人しく従ってくれているリゥイに、ありがたく思う。

　一方、念願のリゥイに乗れた感動から打ち震ふるえるミュウだが、すぐに気を引き締しめる。

　俺は、薬屋のオババのところで作った【音響液エコー・リキツド】という魔法薬を再び取り出した。

　先程のアーツでの攻撃のように、本来は、武器に塗って属性攻撃を付与するポーションだが、俺はこれから別の方法で使用する。

「お姉ちゃん、それを使うんだね！　じゃ、行くよ、みんな！」

　ミュウの突撃に合わせて、俺はリゥイに速度エンチャントを施ほどこす。

　先程と同じように、ルカートとヒノ、それにトウトビが前路を切り開くのに加わり、コハクとリレイが、【悪童の悪魔】によって再び生み出された氷の槍を破壊するために魔法を放つ。
















　その他の生存しているプレイヤーたちも、俺たちの攻撃に合わせて魔法や攻撃を放つ中で、【悪童の悪魔】が苛いら立だちながら叫さけぶ。

『何をしても僕の速さには追いつけない！　足あ搔がいたって無む駄だなんだから、さっさと落ちろよ！』

「諦めるかよ。俺は、俺たちは──」

　俺は息を大きく吸い込み、魔法薬【音響液エコー・リキツド】の蓋ふたを開けて、呷あおるように飲み干す。

　喉のどが熱を持ち、焼けるような感覚のまま、肺に溜ため込んだ空気を絞しぼり出すように、可能な限りの大きな声を上げる。

「──『意外としぶといんだよぉぉっ！』──」

　俺の声が、増ぞう幅ふくされ、空間に反響し、圧力をもって敵に襲おそい掛かる。たったこれだけで、声の届く範囲の全すべての敵性ＭＯＢに風属性ダメージを与あたえ、更にポーションの追加効果の【麻ま痺ひ】を与える。

「ミュウさん！　今です！」

　ルカートが声を掛ける前に、リゥイが最速で雪道を駆かけ抜ぬける。

【音響液エコー・リキツド】の追加効果で、一瞬体を硬こう直ちよくさせた【悪童の悪魔】は、反撃のための氷の槍を動かせず、ソリを引く赤鼻の悪魔トナカイの動きも鈍にぶい。

『……人間、風ふ情ぜいが……舐なめるなぁぁ！』

　だが、腐くさってもボスだ。状態異常バツドステータス耐たい性せいが高いのか、すぐに【麻痺状態】から復帰リカバーし、迫って来るプレイヤーたちに氷の槍を射出する。

　それに対して、ミュウを乗せたリゥイは、最短コースのまま氷の槍の中に突つっ込んでいく。

　そして、リゥイとリゥイに乗るミュウの姿が霞かすみ、透とう明めい化した体で氷の槍の中を通り過ぎていく。

　リゥイの透明化による絶対回避。この能力があるからこそ、敵まで最短距離で駆け抜けることができるのだ。

【悪童の悪魔】がリゥイとミュウの存在に気付いた時には、もうすぐそばまで迫っていた。【悪童の悪魔】は、【麻痺】から回復できているが、ソリを引く悪魔トナカイは、まだ動きが鈍く逃げられない。

　ミュウが攻こう撃げきモーションに入り、リゥイの透明化が強制解除されるが、もう【悪童の悪魔】は逃げられない。

　そして、ミュウが武器を一いつ閃せんさせる。

『……馬ば鹿か……な』

【悪童の悪魔】の体がソリから崩くずれ落ち、次々と追い付いて来たプレイヤーたちの攻撃を受けて、雪道で跳はねる。

　俺たちは、その体を避よけて先へと進み、更に後方へと転がっていった【悪童の悪魔】は、そのまま雪道の崩ほう壊かいに巻き込まれて消えていった。




　　　　●




「やったぁ！　ついに倒たおしたぁ！」

（よかった、倒せて）

　ミュウが全身で喜びを表現しているが、騎き乗じようを許しているリゥイはそれが鬱うつ陶とうしいのか、少しうんざりとした様子で走る速度を落としている。

「お姉ちゃん、やったよ！　勝ったよ！」

（だから、お兄ちゃんって言えよ。全く……）

　今回俺が使った【音響液エコー・リキツド】などの魔ま法ほう薬は、間違った使用をすると、その後しばらく声が出せず、魔法やアーツが使えなくなるのである。一応今回は、それがわかっていてやったのだが。

　そのためにしばらく、口を噤つぐみ、ミュウが一方的に話しかけるのをただ聞いているしかないのだ。

　まもなく雪原の障害物が消えて、延々と続くと思われた雪道のコースに終わりが見え、生き残ったプレイヤーたちが次々と光のゲートにソリで飛び込んでいく。

　俺たちもそれに続き、ゲートを潜くぐれば──





──おめでとうございます。ボスＭＯＢ討とう伐ばつ完かん了りようにより、道のダンジョンが攻こう略りやくされました。残り二つのダンジョン【暖だん炉ろ】と【墓地】の攻略がなされれば、イベントの特別課題が達成されます。






　光の中に流れるインフォメーションを聞き、来る時と同じように軽い浮ふ遊ゆう感かんを覚える。

　いつの間にか足元にあったソリは光の粒りゆう子しとなって消え、プレイヤーたちは次々とダンジョンの外に排はい出しゆつされる。

　その中でリゥイに騎乗したミュウは、一人目立っており、ダンジョンの攻略達成の功績と相まって多くのプレイヤーの目に留まっていた。

　また、うちの妹様の伝説に新しい一ページが加わるんだろうな、と、俺は苦笑いを浮うかべる。

　そんなミュウたちのパーティーは、ダンジョンから出ると多くのプレイヤーに囲まれていた。

　ミュウを乗せていたリゥイは、ミュウが地面に降りると、透明化を使って人ひと垣がきを通り抜け、俺の許もとに戻もどって来る。

　他ほかのプレイヤーたちは、リゥイが《送そう還かん》されたと思ったのか周囲を見回しているが、現在は、俺の隣となりで姿を隠かくしているだけだ。

　ミュウたちの労ねぎらい合いはもう少し時間が掛かかりそうだったので、【音響液エコー・リキツド】のデメリットがまだ続いている俺は、そっとリゥイと共にその場を後にする。

　後で、先に一人で帰ったことを怒おこられるだろうなぁ、と思いながら【アトリエール】まで戻った俺は、そのままログアウトする。

　結局、クリスマスダンジョンの結果だが、【雪原のダンジョン】は、レティーアたちが攻略し、俺たちがダンジョンを攻略している最さ中なか、どこかのパーティーが【巨きよ大だい樹じゆのダンジョン】を攻略したらしい。

　残りのダンジョンは、【暖炉】と【墓地】の二つだったが、俺たちがダンジョンをクリアした二日後にイベント全体のクエスト消化率が高まったことで難易度が下がり、まもなく誰だれかにクリアされたようだ。

　全てのダンジョンがクリアされた後、サンタクロースＮＰＣの許に奪うばわれた道具が戻った。そして、サンタクロースが再び空へと舞まい戻り、楽し気な笑い声を響ひびかせながらどこかへと去って行くところを、俺はたまたま目撃した。

　そして、サンタクロースを助けたことで全プレイヤーにとあるインフォメーションが流れる。





──おめでとうございます。サンタクロースの道具を悪魔の手から無事に取り戻しましたので、サンタクロースからあなた方に感謝の印として、イベント終しゆう了りよう後の12月23日より【プレゼントボックス】が配送されます。






　特別報ほう酬しゆうの【プレゼントボックス】とは、クエストチップ50枚と交こう換かんできるアイテムであるために、全プレイヤーにクエストチップ50枚が渡わたされたのと同じことになる。

　まぁ、プレイヤーによっては、アイテムよりクエストチップのままで50枚貰もらった方がいいと言ってるようだが。

　俺は、そのインフォメーションを受け取った後、【アトリエール】で一人、その時をのんびりと待っていた。

　待っていたのだが……

「よぉ、遊びに来たぜ」

「嬢じようちゃん、お邪じや魔まするぞ」

「……なんで、タクとミカヅチが来るんだ？」

【アトリエール】でのんびりと過ごしていた俺の許に、タクと少々機き嫌げんが悪いミカヅチがやって来た。

「なぁ、嬢ちゃん聞いてくれよ！　セイは薄はく情じようなんだぞぉ！　折角【墓地】のダンジョンを【ヤオヨロズ】の精せい鋭えいたちと攻略したのに、時間がないからって早々にログアウトしたんだ！」

「そりゃ、帰省の準備とか、移動の時間とかあるだろ。俺やミュウだってセイ姉ねぇが帰って来るのを楽しみにしているんだ。もし、ミカヅチが原因で遅おくれたりしたら……」

　俺が、最後まで口にはしないが凄すごみを利きかせた言葉をミカヅチに投げ掛ければ、ミカヅチは素す直なおに頷うなずく。

「嬢ちゃんとミュウちゃんを敵に回したくないから分かった」

「セイさんが帰って来るのは明日あしたなんだよな。ユン、俺も会いに行っていいか？　ジュースやお菓か子しは買って行くから」

「クリスマス用にケーキやオードブルを買い揃そろえてあるから食べに来い。パーティーは人数が多い方が楽しいし、どうせゲーム大会になるんだ。四人いないと盛り上がらないだろ」

　四人用のパーティーゲームをやる時は、いつものみんなで戦う方が楽しい。まぁ、俺が最下位なのはほぼ決定しているんだけどな。

　そうして、タクやミカヅチと談だん笑しようしているうちに、遂ついにその時が来た。





──成績集計開始。以降の行動は加算されません。集計後、結果発表。繰くり返します。






　いよいよ始まった、イベントの結果発表。

　しばらくして、俺の前にメニューが表示される。





──クエスト消化率：86％　クリスマスダンジョン：制せい覇は　所持クエストチップ数：79枚






　薬屋のオババのところで魔法薬系の納品クエストをクリアした時に76枚あり、【道のダンジョン】をクリアした後に報酬１枚のお遣つかい系クエストを三つほどクリアして79枚になっている。

　また、クエストチップ以外にも、【クリスマスダンジョン】の制覇による【プレゼントボックス】や【クエスト消化率】に関する報酬もある。

「なになに……【クエスト消化率が80～90％を達成したために、全プレイヤーに７ＳＰセンスポイントが追加されます】だってよ」

「７ＳＰかぁ。普ふ通つうに取得センスを絞しぼってレベル上げしてれば、それくらい平気で余るんだけどなぁ」

　頭の後ろを搔かきながら答えるミカヅチだが、俺としては別の意見がある。

「ＳＰに余よ裕ゆうを持たせて、もっと色んなセンスを取得しやすくさせるって目的があるんじゃないか？」

　俺の言葉に、そういう考えもあるのか、と納なつ得とくするミカヅチだが、タクが別方向からの問題点を指し摘てきする。

「でもさ。これって取得ＳＰの合計値が増えるってことだけど、ポーションの回復量制限に引っかかるプレイヤーが出てくるんじゃないのか？」

「「…………」」

　タクの意見はもっともだ。ＳＰを一定以上取得すると、特定のポーションの回復量が下がる。それを回かい避ひするために、回復量制限のないブルーポーションやイエローポーションなどが存在するのだが、そのレシピが若じやつ干かん手間だったりする。

　となると、この先起こり得る面めん倒どうを見み越こして、早めに手を打っておくに越したことはない。そう考えて、俺はすぐに店てん舗ぽ部にいるＮＰＣのキョウコさんに、それらのポーションの素材が値上がりする前に買ってくるよう指示して送り出す。

「まぁ、その話は置いておくとして。私としてはちょっと悔くやしいなぁ。クエスト消化率80～90％でプレイヤー全員にＳＰ７ずつってことは、91％以上なら何が貰えたんだろうなって考えるとさ」

「そうだな。俺も最高の報酬が気になるぜ」

　そう言うと二人は、最後に手に入れた【プレゼントボックス】とクエストチップの交換品に話題を移した。

「ユンはどうする？　【プレゼントボックス】は開けないか？」

【プレゼントボックス】は、開けたプレイヤーがその時欲ほしいと思っているアイテムが手に入るアイテムだ。

　ただし、ゲームバランスが壊こわれるような高性能なアイテムではなく、ジョークアイテム的な性能に抑おさえられている。

「うーん。どうしようかな」

「ユンの場合だったら、無限の矢立て、とか、植物の種やポーションのレシピか？」

　早さつ速そく、自分の【アイテムボックス】を開けたミカヅチは、小型の蒸留器を手に入れて、それを眺ながめながら俺に聞いてくる。

　そしてタクも、クエストチップの交換と、【プレゼントボックス】を開けて出てきたアイテムを並べてみている。

　クエストチップ１００枚と交換したのは、魔改造素材の武器で、【プレゼントボックス】から出てきたのは、その武器に合わせた鞘さやだった。

　タクは、二刀流の長ちよう剣けんを扱あつかっているが、その魔改造素材の武器は、反りがある片かた刃ばの武器──一いつ般ぱん的に、刀と呼ばれるものだ。

　刃の長さは、タクが普ふ段だん使っている武器とそう変わらないが、剣と刀では斬きり方が違ちがう。

　その刀に合わせた鞘もまた、何らかの特とく徴ちようが有りそうだった。

「タク、その刀と鞘は？」

「抜ぬき身の刀だと味気ないからな。耐たい久きゆう度設定のない鞘を頼たのんだ。これなら刀と鞘で二刀流ができるだろ？」

　お前は、どこの剣けん豪ごうだよ、とツッコミを入れたくなるが、アイテムの使い道は人それぞれだと納得する。

　そして、タクの手に入れた鞘は、分類上、剣であり、耐久度の設定されていないユニークアイテムである。

　攻こう撃げき力は皆かい無むに等しいが、追加効果に【手加減攻撃】というＨＰが１％だけ残るという効果を持っているらしい。

　そして、次はお前の番だと、ワクワクといった感じの視線を向けてくる二人。

　だが、申し訳ないが、いくら【プレゼントボックス】の中身を想像しても、俺にはどれもしっくりこない。そのために、俺は、二人の期待を裏切るような選せん択たくをする。

「俺は──飾かざっておくかな？」

「……まぁ、ユンらしいなぁ」

「そうだな。無理に今すぐ交換する必要もないし、欲しいものができたら交換すればいい」

「あれ？　もっとこう、変だろっ！　って反応はないんだ」

　俺が予想していたのとは違う反応に逆にビックリするが、二人は苦笑いを浮うかべて答える。

「貴重なアイテムだから、勿もつ体たい無なくてそのままって奴やつは結構いるぞ」

「うちのギルドにもいたよ」

　そう言って笑う二人に、なんだそうなのか、と安心感を覚える。

　その後、クエストチップのアイテムの交換レートから、クエストチップ50枚を消費して【インスタントハウス】と交換し、残り25枚で【ランダムボックス（３個）】と交換し、余ったクエストチップ４枚は、全部ＳＰと交換して４ＳＰ手に入れた。

「さて、そろそろ時間だから、私は、お暇いとまするよ。イベントお疲つかれさん」

「ああ、お疲れ様。冬のクエストイベントが終わったから、次は年末アップデートだな」

　そう呟つぶやき立ち上がる二人は、俺に軽い挨あい拶さつをして【アトリエール】を出ていく。

　今回のイベントは、ソロでの参加でのんびり過ごそうと思っていたが、思い返してみれば結局いつものドタバタになっていた。

　それでも楽しいことは多かったし、良かった。

　そう思いながら、俺はログアウトするのだった。







　　　終章　実家帰省とクリスマスパーティー







「ふふふっ、巧たくみさん。今日こそ決着を」

「望むところだ。美み羽うちゃん、行くぞ！」

　部屋の一画で我が家のテレビを独どく占せんする親友の巧と妹の美羽。クリスマスパーティーは夕方からなのに、昼間から居座りゲームを続けている。

　時に対戦、時に協力と、色々なゲームで勝敗を競きそっている。今は、格かく闘とうゲームで、互たがいのキャラがコンマ単位で、奇き妙みようなダンスとも思える動きをする激しい攻防を繰り広げており、二人の視線は、画面内のキャラの一挙手一投足に注がれている。そんな状態で手元のコントローラーを正確に打ち込み、コンボを繫つなげていくのを見ると、正直、真ま似ねできる気がしない。

「お前ら……一日中ゲームするつもりかよ」

「そのために、ジュースとお菓か子しとゲーム持ってきたんだから……ってなぁ!?」

「貰もらったぁ！　超ちよう必殺技わざで終わりだぁぁっ！」

　激しいラッシュを決める画面内の、上半身裸はだかのモヒカン筋肉達磨だるまよりも、うちの妹の声の方が煩うるさい。そして、ＨＰゲージが一気に削けずられタクの操作キャラである瘦そう身しんの武道家が、画面上方に打ち上げられて宙を舞まい、ゆっくりと落下してＫＯのマークが出る。

「くっ!?　気を逸そらした。もう一回だ！　今度は油断しない！」

「じゃあ、次は、レースゲームにします？　それとも、対戦ロボ？　それともスポーツですか？」

「こいつら話を聞いてねぇよ」

　とは言っても、タクが家に来るまでは美羽の落ち着きが無かったので、どちらが良いとは言えない。

　予定では、今日静しずか姉ねぇが帰って来る。朝には、大体の到とう着ちやく時刻を聞いており、夕方からのクリスマスパーティーには間に合うようだが、それでも待ちきれない美羽を、タクが宥なだめる役になってくれたのは良かった。俺はそう思いつつ、タクの持ち込んだジュースを飲みながら、二人の様子を見ている。

　その時──

「ただいま──」

「静お姉ちゃんだ！」

「こら、美羽！　家の中で走るな」

　予定時刻通りに家に帰って来た静姉ぇを迎むかえる為ために、手に持っていたコントローラーを放ほうり出し、玄げん関かんへと駆かけ出す美羽。それを咎とがめる為に俺は声を上げるが、既すでに美羽は走り去って聞いていない。

　全く、と言いつつ、タクもゲームを中断して、玄関で静姉ぇを迎える。

「お帰り！　うわぁ！　やっぱりお姉ちゃんだ！　生のお姉ちゃんだ。お姉ちゃんの匂においだ！」

「もう、美羽ちゃんは、まだまだ子どもね。峻しゆんちゃんに巧くんもただいま」

「お帰り。早く上がって。ジュースとか飲んで休きゆう憩けいしてからパーティーだな」

「静さん、荷物は俺が運びますよ」

　巧がさり気なく、静姉ぇのキャリーケースを受け取り、階段の前まで運んでくれる。

　静姉ぇの胸に正面から思いっきり顔を埋うずめる美羽を引き離はなし、リビングへと入っていく静姉ぇにジュースやお菓子を渡わたせば、まるでお客さんみたい、と言われた。

「お姉ちゃんは、何い時つまでこっちにいるの？」

「クリスマスから１月の成人式手前までだから、二週間くらいね。それまではここでゆっくりするわ」

「結構長いんだな」

「大学の休みは長いけど、学科によって休みが違う場合があるから。私の場合は、普段はそれほど忙いそがしくないけど、春夏の長期休きゆう暇かも適度に予定があるからね。遠いと帰って来るタイミングがなかなか見つからないのよ」

　そう言って、小さく溜ため息いきを吐はき出すが、あまり深刻な感じはしない。

　どちらかと言うと、充じゆう実じつした生活の中で出る、幸せな溜息だった。

「静さんも来たことだし、四人で出来るゲームするか！」

「はいはい！　ＦＰＳ！　ＦＰＳ！」

「パーティーゲームとかも良いわね。峻ちゃんもやるよね」

「はいはい。数合わせだな」

　この四人の中で最下位は俺だろうが、久々に四人で集まったのだ。楽しもう。

　クリスマスの夜は、ゲーム大会で過ぎていく。それぞれが得意なジャンルのゲームで競うが、俺が勝てたのは、運要素の強いゲームでそれもたまに勝つ程度だった。

　クリスマスが過ぎれば、またそれぞれにＯＳＯの準備を進めるだろう。

　年末のアップデートも迫せまり、俺たちの楽しみは尽つきない。





─ステータス─




　ＮＡＭＥ：ユン

　武器：黒くろ乙女おとめの長なが弓ゆみ、ヴォルフ司令官の長弓

　副武器：マギさんの包丁、肉にく断だち包丁・重じゆう黒こく、解体包丁・蒼そう舞ぶ

　防具：ＣＳクロード・シリーズ№６オーカー・クリエイター（夏服・冬服）




　アクセサリー装備容量（２／10）

・フェアリーリング（１）

・身代わり宝玉の指輪（１）




　所持ＳＰセンスポイント64

【長弓Ｌｖ31】【魔ま弓きゆうＬｖ10】【空の目Ｌｖ17】【看破Ｌｖ29】【魔道Ｌｖ20】

【地属性才能Ｌｖ30】【付ふ加か術じゆつＬｖ44】【調教Ｌｖ30】【調薬師Ｌｖ12】【物理攻撃上じよう昇しようＬｖ10】

　控ひかえ

【弓Ｌｖ50】【俊しゆん足そくＬｖ22】【錬れん金きんＬｖ45】【合成Ｌｖ45】【彫ちよう金きんＬｖ26】

【生産職の心得Ｌｖ７】【料理人Ｌｖ15】【泳ぎＬｖ15】【言語学Ｌｖ25】【登山Ｌｖ21】

【身体耐たい性せいＬｖ５】【精神耐性Ｌｖ４】【先制の心得Ｌｖ10】【急所の心得Ｌｖ10】




　インフォメーション

・Ｎｅｗ：【地属性才能】のレベルが30に到とう達たつ。上位センスが発生




　クエストイベント最終結果

・冬のクエストイベントのクエスト消化率──86％

・イベント報ほう酬しゆう：【プレゼントボックス（未開かい封ふう）】【インスタントハウス（未設置）】【ランダムボックス（３個）】

・その他報酬：【デスカウント・チョーカー】、多数の調合レシピ












　　　あとがき







　はじめましての方、お久しぶりの方、こんにちは。アロハ座ざ長ちようです。

　この本を手に取って頂いた方、担当編集のＯさん、作品に素敵なイラストを用意して下さったゆきさん様、また出版以前からネット上で私の作品を見て下さった方々に多大な感謝をしております。現在、ＯＳＯシリーズは、ドラゴンマガジンにて外伝・白銀の女神ミューズを、ドラゴンエイジにて羽は仁に倉くら雲うん様によるコミカライズ版を連れん載さいしております。コミカルでキュートなコミック版のユンたちの活かつ躍やくや、本編では描えがかれないミュウたちの可愛い姿やカッコイイ活躍を見ることができます。是ぜ非ひ、手に取って頂けたらと思います。




　９巻から始まった『冬の街編』は、キャラクターたちがそれぞれ素敵な冬服に身を包んで活発に動いていますが、私にとっての冬は、試練の時期なのです。

　以前下宿していた関東圏けんの温かい地域では、雪が降らない。寒くても厚着してジャンパーを着ていれば割と平気。むしろ、室内はエアコンで温めるので薄うす着ぎ。のような生活でしたが、実家に帰れば、状じよう況きようは一変。

　朝は氷点下を下回り、道路は雪解け水で凍結して、灯油ストーブやこたつを使い、毛布と厚着で自分の体温を逃にがさぬようにする時期。

　室内外の温度変化と乾かん燥そうする空気がお肌はだの潤うるおいを奪うばいダメージを与あたえ、朝の温かい毛布から抜ぬけ出すのに決死の覚かく悟ごが必要な日々。

　毎日、早く夏になれ、と願いながら春を抜け、そして現在、夏。湿しつ度どの低いカラッとした暑さは、昼ひる寝ねがしやすく、過ごしやすいので、冬は関東圏、夏は実家という風に上う手まく棲すみ分けられたらと思います。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後にこの本を手に取って頂いた読者の皆みな様さまに、改めて感謝を申し上げます。

　また皆様に会える日を楽しみにしております。





二〇一六年　七月　アロハ座長














































アロハ座長

●あろはざちょう



生態：昔から肌触りのいいふわふわの毛布が好きで、それに包まってミノムシのような状態で過ごすのが好きです。ただし、夏場は暑いのでタオルケットに変えます。

雑談：去年のファンタジア文庫大感謝祭２０１５では、ギャラリーに紛れ込み、缶バッチの無限トレードをして集まった一般参加者の方との交流を深めました。


















口絵・本文イラスト／ゆきさん

カバーデザイン／ムシカゴグラフィクス
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